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は じ め に 

 

 我が国の地域精神保健福祉行政においては、平成 16年に策定した「精神保健医療

福祉の改革ビジョン」で「入院医療中心から地域生活中心へ」という理念を明確にし

て以降、様々な施策が行われてきました。平成 26年には精神保健福祉法に基づく「良

質かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針」において、この

理念を支えるための精神医療の実現に向けた、保健医療福祉に携わる関係者が目指す

べき方向性が示されました。また平成 29年には、障がいの有無や程度にかかわらず、

誰もが地域の一員として、安心して自分らしい暮らしができるよう、医療、障がい福

祉・介護、社会参加、住まい、地域の助け合い、教育が包括的に確保された「精神障

害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築を目指すことを、新たな理念として明

確にしました。こうした中、令和４年に精神保健福祉法が改正され、市町村における

精神保健相談支援について、精神障がい者のほか、精神保健に課題を抱える者も対象

にできるとするとともに、これらの者の心身の状態に応じた適切な支援の包括的な確

保を旨とすることを明確化しました。今後は、住民に身近な市町村圏域を中心とした

相談支援体制整備が求められています。 

 本県の取組としては、平成 19年に朝倉地区で「精神障害者地域支援のあり方に関

するモデル事業」を開始し、平成 22 年度から全保健福祉（環境）事務所において、

精神障がい者社会復帰促進事業を実施しています。また、平成 25 年度から平成 27

年度まで「地域支援定着推進事業」を実施したほか、平成 29年度に「処遇プラン普

及事業」及び「こころの健康手帳活用事業」を開始し、精神障がい者が希望する地域

生活を送るための支援体制づくりを行っています。さらに、平成 30年度から、「精神

障がいのある人の退院後支援」を開始し、精神科医療機関に入院した精神障がい者の

うち、自治体が中心になって退院後の支援を行う必要がある者について、ニーズに応

じて必要な医療、福祉、介護、就労支援等が受けられるよう、関係機関と連携して支

援を行っています。 

 現在、本県では、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築に向けて、

当センターと各保健福祉（環境）事務所が協働し、市町村圏域における相談支援体制

整備に努めています。また、医療機関及び地域の関係機関と連携し、精神障がいを有

する方を重層的に支援するための取組促進に尽力してまいる所存です。 

 今般、本県の地域支援事業の充実強化を図るため、令和４年度精神障がい者社会復

帰促進事業（地域支援事業）報告書を作成しましたので、今後の同事業の推進に御活

用いただければ幸いです。 

 

 令和５年６月 

福岡県精神保健福祉センター  

所 長  楯 林 英 晴  
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１．地域の現状及び課題 

（１）地域の概要 

  筑紫保健福祉環境事務所は福岡市に隣接し、管轄区域は筑紫野市、春日市、大野城市、

太宰府市及び那珂川市の５市である。面積は約２３３㎢で、人口は４４０，３７７人（令

和４年３月１日）となっている。福岡都市圏のベットタウンとして人口増加が著しく高齢

化率は、県、全国と比較すると低くなっている。 

（２）社会復帰促進事業の経過（別紙１参照） 

当所では、平成２０年度から、当所が主催する精神障がい者地域支援関係機関会議等に

おける意見交換や事例検討、関係機関へのヒアリングを通して、市、精神科病院、障がい

福祉サービス事業所等と連携した地域支援体制の構築に向けた取組みを行ってきた。令

和３年度には精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（以下「にも包括」という。）

の構築の取組み状況に係る市町村ヒアリングを実施し、今後の協議の場の設置や構築の

プロセス等についての課題や取組むべき事項等を把握した。令和４年度、精神障がい者地

域支援関係機関会議に「にも包括」構築に係る協議の準備会を設置し、令和６年度から市

を主体とした「にも包括」構築を実施できるよう支援することとした。 

また、措置入院者の退院後の支援については、県事務処理要領に基づき、保健所が主体

となり平成３０年９月より措置入院者等の同意を得て退院後支援計画を作成し、計画に

基づいた支援を実施している。 

（３）精神保健福祉に関する地域診断に基づいた地域の課題 

  令和元年の全国の入院精神障がい者（全診断）は、人口１０万人対で２２６．５人であ

り、福岡県の数値は３２３．６人で全国値よりも多いが、筑紫管内は１９８．４人と全国

値よりも少ない。一方で、筑紫管内の精神障がい者の退院率は、入院３ヶ月、６ヶ月、１

年いずれの時点でも全国、福岡県の数値を下回っており、新規入院患者の平均在院日数も

全国の１２７日に対し、筑紫管内は１３６日と長い傾向にある。また、精神病院入院から

１年以内での退院者においては、約７割が在宅へ戻っている。筑紫管内の障害福祉サービ

ス事業所数の割合は訪問系、日中活動系、居住系ともに県内総計割合よりも少なく、地域

移行、地域定着支援を行う事業所数の割合は県内で最も少ない状況であった。 

こうした状況を踏まえ、関係機関と連携し課題解決に向け「にも包括」構築のプロセス

を着実に実施し、支援体制を構築することにより、精神障がいの有無に関わらず、住み慣

れた場所で長く生活することができる地域を目指す必要がある。 

参考・引用データ： 

令和３年７月１９日開催 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に係

る担当者会議」内、福岡県精神保健福祉センター資料２ 

 

２．各事業の実施状況及び今後の方針 

（１）精神障害者社会復帰促進事業 
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 ①精神障がい者地域支援関係機関会議（図表１） 

 全４回実施。うち３回は、管内行政機関と「にも包括」構築に係る協議の準備会を開

催し、残り１回は管内関係機関に向けオンラインにて勉強会を開催した。 

「にも包括」構築に係る協議の準備会では、５市と保健所での協議を行い、地域アセ

スメントの実施及び課題抽出を行い、「にも包括」構成要素のうち「普及啓発」「医療と

福祉の連携」についてアセスメント及び既存の協議の場の活用について検討を行った。

準備会では、市の福祉部署だけでなく、健康部署の担当者及び係長にも参加してもらい

協議を行った。 

 

 図表１ 令和４年度精神障がい者地域支援関係機関会議実施状況 

（管内行政機関）３回実施 

年 月 日   場 所 参加者   内 容 

令和４年 ７月２２日 
 

筑紫総合庁舎  

 第２会議室 

管内５市 

障がい福祉係

健康推進係担

当者及び係長  

計１８名 

 

精神障がい者にも対応

した地域包括ケアシス

テム構築に向けた協議 

令和４年１１月１８日 

令和５年 ２月２０日 

（管内関係機関）1回実施 

  年 月 日 方法   参加者   内 容 

 

令和４年１０月２５日 

   

Webex 

病院（PSW等） 

相談支援事業所 

訪問看護ステーショ

ン 

社会福祉協議会 

市（事務・保健師） 

   

 計３０名 

テーマ１ 

「精神障がいにも対応し

た地域包括ケアシステム

とデータから見る筑紫地

区の精神医療の現状」 

テーマ２ 

「筑紫地区の措置入院者

の退院後支援計画」 

＜今後の課題＞ 

・令和６年度から市主体で体制整備を進められるよう、令和４年度に整理した既存の場を

活用し、精神障がいに関する課題の協議体制等について具体的に検討できるよう整理

する必要がある。 
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②個別支援会議（図表２） 

 措置入院者の退院後支援計画に関する協議や困難事例等について、当所主催でケー

ス会議を行っている。また、市の障がい福祉関係機関会議（自立支援協議会）、要保

護児童対策協議会実務者会議、病院主催のケース会議や医療観察法のケア会議等に

出席し、支援を行った。 

 

図表２ 令和４年度個別支援会議実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）退院後支援事業（図表３） 

 事務手続きは、県事務処理要領に基づき、当所作成の経過表・回覧表を活用しながら進

めている。実施状況は図表３のとおり。また、退院後支援の取組みについて分析、評価を

実施した。その結果、①退院後支援計画を作成した方が医療継続割合が高いこと、②退院

時の支援機関として医療と福祉の両者が関わる方が、退院後の支援の継続期間が長いこと

が分かった。このため、退院後支援計画説明媒体の作成、措置入院時の定期的な医療機関

への連絡、関係機関会議への基幹型相談支援センター等の参加依頼を行うことに取組んだ。

取組みの分析、評価の内容は、令和４年１０月２５日の地域支援関係機関会議で管内関

係機関へ情報共有した。 

 

図表３ 令和４年度退院後支援実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
支援対象者数 開催 

回数 実人数 延人数 

ケース会議（当所主催） ８ ８ ８ 

医療観察法ケア会議 ７ ２８ ２８ 

その他関係機関主催支援会議 １１ １３ １３ 

計 ２６ ４９ ４９ 

①措置入院者（緊急措置

入院のみ含む）数 

当所取扱い 18 

他 HC取扱い 4 

②計画作成に係る同意

確認件数 

当所取扱い 15 

他 HC取扱い 2 

③②のうち、同意が得られた件数 6 

④計画交付済みの件数 ７ 

⑤計画作成中の件数 0 

⑥計画に基づく支援を終了した件数 9 
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＜今後の課題＞ 

・措置入院者の退院後支援の取組み評価を継続し、関係機関に対して情報提供すること

で、さらに多くの関係者間の理解を深め、地域課題の明確化及びその解決に取組む必要

がある。 

・退院後支援計画の同意者を増やす取組み及び、同意を得られなかった者への支援につい

て、さらに検討していく必要がある。 

・精神障がいがある者の退院後支援について、事例検討等を通して支援者の知識、技術向

上を図る。 

・当所における退院後支援の取組みだけでなく、他圏域保健所の状況についても情報収集

しながら、さらに充実した支援について検討する。 

 

（３）その他の取組み 

・筑紫地区地域自立支援協議会への参画（図表４） 

全体会（課長）、連絡会（係長）、各市ネットワーク会議（地区担当）、地域連携部会(事

業担当)  

 

 図表４ 筑紫地区地域自立支援協議会組織図 

 

 

（４）社会復帰促進事業促進のための今後の方針 

① 精神障がい者地域支援関係機関会議の開催 

ア 関係機関会議（１回） 

・地域の現状や情報提供、保健所の退院後支援計画に関する取組みについて説明し、

今後の連携体制について検討する 

  イ 協議の場に向けた準備会（３回程度） 

   ・令和４年度の協議の結果、見えてきた地域課題から、今後の目標設定を検討すると 

ともに、当所・各市の役割を明確化する。 
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   ・システム構築推進事業ごとのアセスメントを実施し、共通認識を図る。 

② 筑紫地区地域自立支援協議会との連携 

地域支援関係機関会議における検討結果を全体会・連絡会へ報告、地域連携部会及び

各市ネットワーク会議等への参加 

③ 地域定着推進事業 

ア 精神障がいのある人の退院後支援 

措置入院者等がニーズに応じた必要な支援が受けられるよう、同意を得た上で退院

後支援計画を作成し、計画に基づいた支援の実施。また、措置入院中の状況の確認を

定期的に実施。 

イ 処遇プラン普及事業 

ウ こころの健康手帳活用事業 

④ 訪問指導体制強化事業 

  

 ３．社会資源名簿（別紙２参照） 

 筑紫地区の精神保健福祉に関する情報を地域住民に周知することを目的に、当所と管内

５市と共同で社会資源名簿を作成した。名簿は当所ホームページに掲載している。 
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事業経過

Ⅰ地域支援事業

＜筑紫地区の

課題の抽出＞

①人・制度の共通認識

社会資源名簿の作成

②患者数と受け皿の

実態把握630調査及び

市町障害者福祉計画の

把握

③事例検討会

事例検討による

地域課題抽出

④埋める人→地域づくり

病院と地域との

連携強化

⇒・「入退院連絡

カード」の作成

・ 人材育成

(研修会や会議の

開催)

Ⅰ地域支援事業

①会議・研修

・実務担当者会議

(市町)

・地域支援関係機関

会議(実務者)

・地域支援関係者への

研修

・精神科病院ヒアリング

(H26～H27)

・就労支援関係機関会議

②社会資源名簿の整理

(H24)

③入退院連絡カード活用

(H24)

Ⅱ精神障害者地域支援

定着推進事業(H25～)

Ⅰ精神障がい者社会復帰促進事業

○関係機関へのヒアリング

(市町福祉担当課、事業所等)

○地域支援関係機関会議

Ⅱ精神障がい者地域定着推進事業

○「処遇プラン事例集」、

「こころの健康手帳」

ワーキングループ参加

○処遇プラン普及事業

(新)こころの健康手帳活用事業

(新)筑紫地区地域自立支援協議会

→相談支援部会にて周知

Ⅲ精神障がい者訪問指導

体制強化事業

Ⅰ精神障がい者

社会復帰促進事業

○地域支援関係

機関会議

Ⅱ精神障がい者

地域定着推進事業

○処遇プラン普及事業

○こころの健康手帳

活用事業

地域支援関係機関

会議(事例検討会)

にて周知

Ⅲ精神障がい者訪問

指導体制強化事業

精神障がい者が安心して

暮らせるまちづくりを目指して

Ⅰ精神障がい者

社会復帰促進事業

○関係機関へのヒアリング

○地域支援関係機関会議

Ⅱ精神障がい者

地域定着推進事業

○処遇プラン普及事業

○こころの健康手帳

活用事業

地域支援関係機関会議

にて周知

○精神障がいのある人の

退院後支援(H30年～)

Ⅲ精神障がい者訪問指導

体制強化事業

地域支援関係機関会議

にて周知

◆地域移行の推進に向けた体制整備

◆退院支援に関する関係機関間の連携体制の構築

平成20年度～ 平成24年度～平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度～令和３年度 令和４年度

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
取
組
み

◆精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

国
の
動
向

平成23年「地域包括ケアシステ

ム」（介護保険法規定）

平成28年6月「地域共生社会の実現」

（一億総活躍社会閣議決定）

平成29年6月「地域福祉の理念を規

定」（改正社会福祉法）

平成16年9月

「入院中心から

地域生活中心

へ」（精神保健

福祉施策の改革ビ

ジョン）

平成21年9月

「地域を拠点

とする共生社

会の実現」（精

神保健福祉法の

改正）

平成29年2月「精神障害

にも対応した地域包括ケ

ア」（これからの精神保
健医療福祉のあり方に関す

る検討会）

平成25年「共生社会を実現するため、社会参加の確保、

社会的障壁の除去等を規定」（障害者総合支援法施行）

平成25年「精神障害者の地域生活への移行促進、精神障

害者の医療に関する指針の策定等を規定」（精神保健福
祉法の改正）

平成18年「3

障害一元化、

地域生活支援、

就労支援」
（障害者自立支

援法施行）

令和2年6月「重層的支援体制整備事

業」（改正社会福祉法）

令和3年3月「誰もが安心して自分ら

しく暮らすことができる地域共生社

会の実現を目指して」（精神障害にも
対応した地域包括ケアシステムの構築に

関する検討会）

Ⅰ精神障がい者

社会復帰促進事業

○地域支援関係機関会議

・「にも包括ケアシステム

構築に係る協議」に向けた

準備会(R４～５年度)

Ⅱ精神障がい者域定着推進事業

○処遇プラン普及事業

○こころの健康手帳活用事業

地域支援関係機関会議

にて周知

○精神障がいのある人の退院後

支援

・退院後支援の取組みについ

て、分析及び評価実施

Ⅲ精神障がい者訪問指導

体制強化事業

地域支援関係機関会議にて周知

別紙１
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筑紫地区 精神保健福祉
社会資源情報一覧

令和５年度版 R5.４.1 現在
筑紫保健福祉環境事務所作成

医療

訪問看護：看護師がお宅に訪問し、病気や障がいに応じた看護を行います。利用には主治医の指示が必要です。
（指定自立支援医療機関（精神通院医療）として指定されている訪問看護事業者のみを掲載）

電話番号
訪問地域

筑 春 大 宰 那

桜台訪問看護ステーション 092-923-7003 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーション笑顔・ネット 092-924-5665 ○ ○ ○

四季のいずみ訪問看護ステーション 092-926-8000 ○ ○

あいぞら訪問看護ステーション福岡 092-710-3818 ○ ○

リアン訪問看護 092-555-7244 ○ ○ ○ ○ ○

そら訪問看護ステーション 092-924-1277 ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションこよいの里 092-558-3615 ○ ○ ○ ○ ○

医療法人みらい 訪問看護ステーション「まもるん」 092-926-1691 ○ ○ ○ ○

福岡プライマリケア訪問看護ステーション 092-517-6313 ○ ○ ○ ○ ○

あや訪問看護ステーション 092-589-5566 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーション光 092-582-2515 ○ ○ ○ ○ ○

福岡徳洲会訪問看護ステーションやよい 092-915-4110 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションはるか 092-555-8377 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションホークス 092-915-3240 ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションココエル 昇町 092-501-0200 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーション百合の会 092-503-5555 ○ ○ ○ ○ ○

株式会社訪問看護ステーション ゆり 092-585-3058 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションあかね 092-401-8625 ○ ○ ○ ○ ○

リハビリ専門訪問看護ステーションHARERU 092-558-0802 ○ ○ ○ ○ ○

Trust訪問看護 092-982-5758 ○ ○ ○ ○ ○

筑紫医師会立訪問看護ステーション 092-920-2828 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーション デューン福岡南 092-558-5305 ○ ○

訪問看護ステーション デューン太宰府 092-928-2106 ○ ○ ○

訪問看護ステーション ユーフィット 092-555-7637 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーション あいてらす太宰府 092-555-4770 ○ ○ ○ ○ ○

アクラス訪問看護ステーション 092-918-2008 ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションひまわり 092-555-3216 ○ ○ ○ ○ ○

みのり訪問看護ステーション 092-408-4844 ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションやよい 090-6296-2745 ○ ○ ○ ○ ○
訪問看護ステーション無限 092-710-3921 ○ ○ ○ ○ ○

※医療情報については、福岡県障がい福祉課が公表している「指定自立支援医療機関(精神通院医療）」から引用

病院：病床を有し、外来治療に加えて入院治療も可能な医療機関です。

住所 電話番号 特記事項

福岡県立精神医療センター太宰府病院 太宰府市五条3-8-1 092-922-3137 福岡県依存症専門医療機関

筑紫野病院 筑紫野市大字天山37 092-926-2292

医療法人牧和会 牧病院 筑紫野市大字永岡976-1 092-922-2853 福岡県認知症医療センター

医療法人同仁会 乙金病院 大野城市乙金東4-12-1 092-503-7070

医療法人十全会 おおりん病院 大野城市中央1-13-8 092-581-1445 福岡県依存症専門医療機関

自衛隊福岡病院 春日市小倉東1-61 092-581-0431

診療所：外来治療を受けることができる医療機関です。

住所 電話番号

スタジオリカ クリニック 筑紫野市原田7-5-11 092-926-8812

このはなクリニック 筑紫野市二日市北1-2-3アルフィーネ二日市202号 092-408-9990

ゆくり心療医院 筑紫野市二日市南2-8-20 092-919-5990

いでわき医院 筑紫野市針摺中央2-4-1 092-408-1602

いなば心療クリニック 春日市春日原東町3-38 092-583-7011

医療法人永和会 永尾心療クリニック 春日市大土居1-41 092-591-1123

医療法人 西江こころのクリニック 春日市春日原北町4-11メディカルシティ春日原3F 092-588-2444

馬場内科・乗本こころのクリニック 春日市須玖南3-87 092-558-3128

医療法人 ゆう心と体のクリニック 大野城市白木原1-7-5 092-584-1501

にしこころの診療所 大野城市下大利1-13-1大野城センタービル2Ｆ 092-585-6868

さたけこども発達クリニック 大野城市東大利2-3-1 092-915-2250

医療法人くすの木会 くすの木クリニック 太宰府市通古賀3-11-11サンシティ第２ビル２階 092-921-8333

のぞみメンタルクリニック 那珂川市中原2-130 092-953-5800
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相談窓口
こころの相談に応じたり、医療機関の紹介や必要な支援の紹介を行います。また、ここ
ろの健康づくりに関して正しい知識の普及・啓発を行います。

保健所

住所 電話番号

筑紫保健福祉環境事務所 健康増進課精神保健係 大野城市白木原3-5-25 092-513-5585

精神保健福祉センター

住所 電話番号

福岡県精神保健福祉センター 春日市原町3-1-7 南側2F 092-582-7510

保健センター

住所 電話番号

筑紫野市 健康推進課 健康推進担当 筑紫野市岡田3-11-1 092-920-8611

春日市 健康課 健康づくり担当 春日市昇町1-120 092-501-1134

大野城市 健康課 健康長寿担当 大野城市瓦田4-2-1 092-501-2222

太宰府市 元気づくり課 健康推進係 太宰府市五条3-1-1 092-928-2000

那珂川市 健康課 健康推進担当 那珂川市大字西隈1-8-1 092-953-2211

基幹相談支援センター：障がいのある方やその家族等からの相談に応じて、福祉サービスの利用援助、社会資源、権利擁護のた
めに必要な援助、専門機関等の情報提供など地域における生活を支援する窓口です。

住所 電話番号

筑紫野市 生活福祉課 障がい者福祉担当 筑紫野市石崎1-1-1 092-923-1111

春日市 福祉支援課 障がい福祉担当 春日市原町3-1-5 092-584-1127

大野城市 福祉サービス課障がい福祉担当 大野城市曙町2-2-1 092-580-1852

太宰府市 福祉課 障がい福祉係 太宰府市観世音寺1-1-1 092-921-2121

那珂川市 障がい者支援課 障がい者支援担当 那珂川市西隈1-1-1 092-953-2211

自立相談支援機関：生活困窮者やその家族の相談・支援を行います。
家計や仕事など生活に関する困りごとに幅広く対応する窓口です。

住所 電話番号

筑紫野市 暮らしの困りごと相談 筑紫野市石崎1-1-1 2F 092-923-1111（内445）

春日市 生活困窮者自立相談支援窓口
くらしサポート「よりそい」

春日市昇町3-101
（春日市社会福祉センター１F）

092-515-2098

大野城市 福祉サービス課 福祉政策担当 大野城市曙町2-2-1 092-580-1961

太宰府市 生活支援課生活支援係 太宰府市観世音寺1-1-1 092-921-2121

那珂川市 困りごと相談室 那珂川市西隈1-1-1 092-408-8789

地域包括支援センター：保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員などが配置され、高齢者の健康の保持及び生活の安定のため
に必要な援助を行う窓口です。（小中学校区等の生活圏域ごとに設置されています。）

市 名称 住所 電話番号

筑紫野市

地域包括支援センターむさし 湯町2-9-2 092-925-2775

地域包括支援センター天拝の園 立明寺618-1 092-918-5788

地域包括支援センターアシスト桜台 常松456-2 092-923-8803

地域包括支援センターちくしの荘 原田462 092-926-2871

春日市

北地域包括支援センター 桜ヶ丘4-23 092-589-6227

南地域包括支援センター 塚原台3-129 092-595-8188

東地域包括支援センター 宝町1-12-7 092-404-0310

大野城市

基幹型地域包括支援センター 曙町2-2-1 092-501-2306

中央地区地域包括支援センター 上大利1-3-9 092-595-6802

南地区地域包括支援センター つつじヶ丘3-1-31 092-589-2632

北地区地域包括支援センター 仲畑3-10-21 092-501-3838

東地区地域包括支援センター 中2-３-１ 092-504-5858

太宰府市
地域包括支援センター 五条３-１-１ 092-929-3211

地域包括支援サブセンター 通古賀197-3 092-918-2200

那珂川市
第１地域包括支援センター 西隈1-1-1 092-408-9886

第２地域包括支援センター 片縄北4-2-20 092-951-1600

社会福祉協議会：各種の福祉サービスや相談、市民活動の支援、必要に応じて障がい者の金銭管理等を行っています。

住所 電話番号

筑紫野市社会福祉協議会 筑紫野市大字岡田3-11-1 総合福祉センターカミーリヤ内 092-920-8008

春日市社会福祉協議会 春日市昇町3-101 092-581-7225

大野城市社会福祉協議会 大野城市曙町2-3-2 大野城市総合福祉センター内 092-572-7700

太宰府市社会福祉協議会 太宰府市白川2-10 総合福祉センター内 092-923-3230

那珂川市社会福祉協議会 那珂川市西隈1-1-2 福祉センター内 092-952-4565
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発達障がい者（児）支援センター：発達障がいの特性から生じる困りごとや特性に応じた、家庭、学校、会社、事業所等におけ
る生活・活動の手立て、人との関わり方などを一緒に考え、サポートする機関です。

住所 電話番号

福岡県発達障がい者（児）支援センター
Life（ライフ）

春日市原町3-1-7クローバープラザ内東棟 092-558-1741

ひきこもり支援：ひきこもり状態にある本人や家族からの相談に応じます。
住所 電話番号

福岡県ひきこもり地域支援センター 春日市原町3-1-7南側2階 092-582-7530

福岡県若者自立相談窓口（若まど） 大野城市白木原3-5-25筑紫総合庁舎１階 092-710-0544

無料法律相談：経済的に余裕のない方が法的トラブルにあった時に無料で法律相談を受けられる制度です。

住所 電話番号

日本司法支援センター 法テラス福岡
福岡市中央区渡辺通り5-14-12
南天神ビル4階

050-3383-5501

様々な困難や危機に合い、生きることが辛いと感じている人の不安や悩みを相談できる窓口です。
電話番号（対応時間）

ふくおか自殺予防ホットライン
092-592-0783（24時間対応）

0120-020-767（月～金 １６～翌９時、土日祝 24時間）
福岡いのちの電話 092-741-4343（２４時間、年中無休）
心の健康相談電話 092-582-7400（月～金９時～１６時）

家族相談電話：精神障がいのある人の家族や相談員が相談に応じます。
電話番号（対応時間）

心の相談電話（心の病を持つ方、その家族対象）

〇平日 13：00～16：00 （盆、年末年始はお休みです）
月 090-1366-7498
火 080-3986-1980
水（第4のみ）0940-33-2731 水（第4以外）080-1729-1950
木 080-1729-1950
金 080-1729-1955

〇土日祝 8：00～16：00 080-1729-1955

社会参加、地域の助け合い、普及啓発

就労相談：就労に関する相談ができる窓口です

住所 電話番号

障害者就業・生活支援センターちくし 春日市春日公園5-16コーポ220 092-592-7789

ハローワーク福岡南
筑紫野市ふるさとハローワーク

春日市春日公園3-2
筑紫野市石崎1-1-4（筑紫野市役所別棟）

092-513-8609
092-919-5562

若者サポートステーション(49歳まで)
福岡市中央区天神1-4-2 エルガーラオフィスビル
11F・12F福岡県若者しごとサポートセンター内

092-739-3405

福岡障害者職業センター 福岡市中央区赤坂1-6-19ワークプラザ赤坂5F 092-752-5801

福岡県中高年就職支援センター
福岡県福岡市博多区博多駅東1-1-33
はかた近代ビル5階

092-433-9211

家族会：精神障がいやひきこもり状態にある人を持つ家族がお互いに悩みを共有し連携することで、お互いに支えあう会です。

活動状況 電話番号

筑紫地域精神障害者家族会「五筑会」
毎月第3金曜日13：30～15：30
大野城市白木原4-1-5「みぎわ工房」内

092-592-3942

特定非営利活動法人 つくしクローバー会
第1‣3月曜日12：00～16：00
太宰府市社会福祉協議会

092-924-0857

楠の会（KHJ全国ひきこもり家族連合会） 第2水曜日14：00～16：00 筑紫野市総合福祉センター 080-6475-3216

ギャンブル依存症の家族会
ギャマノン大野城

毎週土曜日16：00～18：00
大野城中央コミュニティセンター

090-9475-6448

ギャマノンちくし
毎週火曜日19：30～21：20
毎週水曜日12：30～14：30
筑紫野市生涯学習センター

090-9475-6448

自助グループ：共通の悩みがある人の自主的なグループです。

種別 活動状況 電話番号

アルコール 福岡県断酒協議会 第3日曜日13：00～16：00 南市民センター

連絡先について
は各HP参照、も
しくは保健所ま
でお問い合わせ
ください。

アルコール 福岡県断酒連合会 第2‣4水曜日19：00～21：00 大野城市社会福祉協議会

アルコール 高宮AA 毎週水曜日19：30～20：40 カトリック高宮教会

アルコール、薬物 福岡無限会
毎週金曜日19：15～20：50
大野城市中央コミュニティセンター

ギャンブル、その他 GAちくし 毎週火曜日19：30～21：20 筑紫野市生涯学習センター
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障がい福祉・介護
計画相談支援事業所：障がい者が自立した生活を送ることができるよう、各種相談に応じます。
計画相談：福祉サービス利用のための計画書を作成し、各関係機関との連絡調整を行います。
地域移行：施設・病院から地域生活に移行するための相談や必要な支援を行います。
地域定着：単身で生活している障がい者等を対象に必要な支援を行います。

住所 電話番号
計画
相談

地域
移行

地域
定着

相談支援事業所 あいぞら 筑紫野市原田12-9 ｱﾝｼﾞｪﾘｰｸ103 080-4275-4332 ○

指定相談支援事業
ピアッツァ桜台

筑紫野市常松456-2
092-919-2066
092-922-2853

○ ○ ○

おかだ 筑紫野市岡田1-27-7 092-927-1544 ○ ○ ○
H＆Hサポート 筑紫野市筑紫508-9 092-408-7583 ○
指定特定障害者（児）相談支援事業所
ケアネットはーとぴあ

筑紫野市岡田3-11-1 ほほえみタウンA棟 092-926-0613 ○

えのき 筑紫野 筑紫野市石崎264-1 092-925-3467 ○ ○ ○
ケアプランあしき 筑紫野市阿志岐2399 092-922-6578 ○
相談支援センター はこでみ 天拝 筑紫野市天拝坂6-15-9 092-555-9166 ○
みのり相談支援センター 筑紫野市二日市北2-12-10-206 092-925-2522 ○
相談支援事業所なないろのおと 筑紫野市石崎3-2-18 092-918-4117 ○

相談支援事業所みらい 筑紫野市桜台2-25-1 ｳﾞｨﾙｽﾘｰｼﾞｪ西小路303 092-555-8420 ○ ○ ○

指定特定相談支援事業所ALOHA 筑紫野市二日市西3-11-16 ﾎﾞﾇｰﾙﾊﾟﾗｯﾂｫA3 080-4200-8068 ○

相談支援事業所 WILL LIFE 春日市平田台4-26ｺｰﾄｸﾚｰｾC107 092-558-4011 ○

5628mama/ごろにゃんまま 春日市紅葉ケ丘西３-47 092-404-0561 ○

エフコープ介護サービス春日(居宅) 春日市光町2-91 092-572-0086 ○
相談支援ひなた 春日市天神山3-108 宮崎荘201 092-985-5605 ○

相談支援事業所 ヒューマンネイチャー春日市春日原南町3-11-2 ﾄﾞｴﾙ春日公園201号 092-586-7550 ○

相談支援事業所 ブライト 春日市日の出町6-73-202 092-586-5560 ○
指定計画相談支援事業所・リアン 春日市紅葉ヶ丘東9丁目74-1 080-3996-2517 ○
障がい者・児 相談支援事業所 富ん
ちゅ

春日市昇町3丁目240 ﾄﾛﾝﾄ春日108号 092-982-2745 ○

growth Lab 春日市春日原北町3-58-1 春日原ﾃﾙﾐﾅ508号 092-982-3619 ○
相談支援センター はまゆう 大野城市大城5-28-３ 092-513-0337 ○
計画相談支援事業所 さくら 大野城市乙金東2-26-1 092-580-9666 ○
みなみ相談支援事業所 大野城市白木原1-10-27-101 092-515-0816 ○
指定特定相談支援事業所まどか園 大野城市瓦田127-48 092-504-6537 ○
大野城市障がい者支援センター 大野城市上大利5-18-8 092-583-5560 ○
相談支援 そよ風 大野城市月の浦1-18-5-501 092-596-9226 ○
医療法人 ゆう 心と体のクリニック
指定特定相談支援事業所

大野城市白木原1-7-5 Ｊｸﾘｽﾀﾙﾋﾞﾙ3F 092-584-1501 ○

相談支援センターあかね 大野城市東大利1-13-27-2 090-2394-8625 ○
健康と福祉のサポート「ロバの耳」 大野城市大城5-28-3 092-513-0337 ○
相談支援事業所 スマイル大野城 大野城市曙町2-1-4 092-558-1091 ○
相談支援事業所 誠愛 大野城市南大利2-7-2 092-595-1151 ○
相談支援センター こすも 大野城市御笠川5-6-5 092-558-4826 ○
相談支援事業所 あいランド ムーン 大野城市月の浦2-3-17 080-3593-7738 ○
相談支援事業所LifeAct 大野城市栄町2-5-24-301 092-985-9011 ○
相談支援 はる 大野城市白木原1-2-8-103 080-4270-5560 ○
フェニックスケアサポート 大野城市仲畑2-3-44 080-7988-5714 ○
逢いあい 大野城市山田4-12-1八店街6号 092-776-3533 ○
結 大野城市綿町4-5-16 TKM24 402号 090-8360-9366 ○
相談支援事業所 つばめ 大野城市綿町2-2-11 ｴﾙｽﾀﾝｻﾞ春日原805号 080-4285-0280 ○
相談支援センター 福岡光明園 太宰府市三条1-4-2 092-924-5171 ○ ○ ○
愛真相談支援センター 太宰府市朱雀3-7-41 ふるさと荘101 092-919-5625 ○ ○
Alive lab ひびお 太宰府市高雄1-3678-4 080-8578-5573 ○
やまもも・すみれ園相談支援センター 太宰府市大佐野761－1 092-918-1803 ○ ○ ○
相談支援事業所 まんさく 太宰府市青山3-25-5 092-923-3987 ○
特定相談事業所 白梅 太宰府市向佐野518-１ 092-776-3306 ○
特定相談支援みさと 太宰府市都府楼南2-15-7 092-923-7275 ○
ODOA 太宰府市御笠1-14-11 080-4697-7875 ○
サポートオフィス ライフウェル 太宰府市通古賀3-12-6 092-921-2500 ○
相談センター あ夢 那珂川市松木4-2-7 092-517-9503 ○
那珂川市社会福祉協議会相談支援事業所那珂川市西隈1-1-2 092-951-1440 ○
特定相談支援事業所 おると プラス 那珂川市中原6-14-9 092-982-3640 ○

相談支援事業所 希 那珂川市片縄西4-18-30 092-207-0084 ○

計画相談支援室 ノーマ 那珂川市今光1-88 BON Tour那珂川３０３ 092-710-2214 ○

相談支援 すぴあら 那珂川市片縄5-130 092-954-3892 ○

ＭＳＷ 地域生活支援室
那珂川市中原2-120
博多南駅ビル３階 博多南しごと荘内Ｋ

080-3941-0525 ○

何でも相談所 那珂川市王塚台3‐210 090-8395-3298 ○
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粕屋保健福祉事務所
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１ 地域の現状及び課題 

（１）地域の概要 

  粕屋保健福祉事務所は古賀市・糟屋郡７町を管轄し、面積 206.71ｋ㎡、人口 295,313人（令和 4

年 10月 1日現在）。ＪＲ鹿児島本線、篠栗線及び香椎線に沿って展開し、交通の便が良いことから

福岡市及び北九州市への通勤圏に位置している。ベッドタウン化に伴い、近年は世帯数及び人口が

増加傾向である。高齢化率は、24.2％（県平均 27.9％）と低い地域である。 

   管内の精神科病院は７か所（病床数 1,006床）、精神科クリニックは３か所であり、障害者総合

支援法に基づく自立支援協議会は全ての市町で設置されている。（古賀市・新宮町で 1か所、中南

部地域で 1か所） 

 

（２）社会復帰促進事業の経過 

当所では平成 21年度に「精神障害者地域支援関係機関会議」を設置し、地域課題の抽出、事例

検討、調査等、精神障がい者が住み慣れた地域で安心して生活することができるように支援体制の

構築に取組んできた。 

 これまでの取組みを通して、地域の関係機関の顔の見える関係づくりの一助となり、地域支援

体制の強化に繋がりつつある。また、支援者との情報共有やスキルアップを行ってきたことによ

り、地域移行や地域定着の考え方が浸透しつつあり、個別の地域移行ケースについては、関係機

関の連携が図れるようになってきた。しかし、新型コロナウイルス感染症による面会制限等によ

り、連携をとりづらい状況が続いており、ICT等を活用しながら、課題である支援者の質の向上

及び支援体制の強化のため、取り組みを継続している。 

 

（３）精神保健福祉に関する地域診断に基づいた地域の課題 

管内の精神科病院の 2017年退院率は 3ヶ月、6カ月、1年時点のいずれも県平均より低く（退院

後 1年時点 粕屋 77.3％ 県 86.0％）再入院率も退院後 3ヶ月時点（粕屋地区 30.0％、県平均

23.0％）、6ヵ月時点（粕屋地区 33.0％、県平均 29.0％）ともに県平均より高くなっている。 

新規入院患者の平均在院日数も県平均 137日に対し粕屋地区は 192日であり、県下で最も長い。 

 

 

２ 各事業の実施状況及び今後の方針 

 

（１）精神障がい者社会復帰促進事業 

（事業目的） 

・精神障がい者が住み慣れた地域で安心して生活するための支援体制（病院と地域関係者との連
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携強化）の構築を目指す。 

・精神科医療機関において、退院に向けての協議を図るとともに、精神障がい者の社会復帰促進

を図る。 

 

（事業内容） 

 ① 病院と地域関係者との連携強化を図るための地域データ等の整理分析、対象者・関係機関へのヒ

アリング実施及び地域移行支援に係る取り組みについてアンケート調査（精神科病院、相談支援

事業所、市町対象）の実施 

 ② 実地指導時、退院支援についてのヒアリング実施 

   3年度は、会議等で精神科病院の精神保健福祉士に対し、退院支援の課題等についてヒアリング

を実施した。4年度は、実地指導の際に、リーダー的立場にある看護師に対し、退院支援の現状、

退院を阻害している因子について、ヒアリングを実施した。 

 

（成果・課題） 

  ・地域移行支援に係る取組みについては、アンケート調査を実施し、精神障害者自立支援関係会議 

で報告を行った。 

・実地指導時に、リーダー的立場にある看護師へのヒアリングを行った結果、退院後計画が作成さ 

れていない医療機関があり、全般的に退院に向けた支援が十分ではない実態等が把握できた。地域 

で生活するために必要な事項では、「病状の安定」「家族のサポート」「ADLの自立」「金銭的に問題 

のないこと」「地域の理解」を優先順位の上位に挙げる人が多かった。また、退院後、地域にスム

ーズに移行するためにはどうすればよいかの問いについては、「病状がかなり悪化してから、受診

する例が見られるので、関係者が早期に気付き受診できるとよい。」「精神科というだけで入所を拒

否されるので、精神病についての理解が深まるとよい」「グループホームが少ない」等の意見が聞

かれた。 

・5年度については、医療保護入院から退院する事例等で保健所が関わったものについて、入院中

から退院に向けての支援が行えるよう看護師のトップを通じて、働きかけていく。また市町、訪問

看護ステーション、相談支援事業所、市町等の協力を得ながら支援体制の構築を図る。 

・5年度は、相談支援事業所に対し、退院を阻害している要因、課題についてのヒアリングを行う。 

得られた情報は、市町が地域課題を抽出する際の参考になるよう情報提供を行う。 

 

③ 精神障害者自立支援関係機関会議  

対象：精神科病院、市町、相談支援事業所、障害者就業・生活支援センター 

日時・場所 目的 内容 
出 席 

者 数 

【第 1回】 

令和 4年 

12月 22日

（木） 

14:00～16:00 

 

粕屋保健福祉

事務所 

中会議室 

医療･福祉･行政等の関係機

関が連携しながら、精神障が

い者やその家族の支援を行う

ことにより、精神障がい者が

地域で安心して生活できる体

制づくりを目的とする。 

 

 

 

1 障害者の日常生活及び社会生活を総合的

に支援するための法律等の改正について 

2  地域移行定着支援に係る取り組み調査の

報告 

3 事例検討 

4 太宰府病院における退院支援について 

  福岡県立精神医療センター 太宰府病院  

主任精神保健福祉士 苑田 大樹 氏 

 

 

２０名 
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（成果・課題） 

  ・新型コロナウイルス感染症に関係する欠席が多かった。（精神科病院 3か所、市町 5か所が欠席） 

・事例検討を導入し、地域で生活するためのサービス、支援に必要と思われる機関、各機関が果た

すべき役割について、グループワークで協議した。このことにより、関係機関の果たす役割につい

て互いに確認し、顔の見える関係づくりに寄与することができた。 

会議のアンケートでは、市町職員より「退院支援会議が開催されていることを知らなかった。障

がい区分の調査に退院間近に行くことが多いので、機会があれば参加したい。」との意見が寄せら

れた。今後は、個別支援の際にも市町に積極的に声を掛けていきたい。 

・今後、事例検討を行う際には、病院職員が一体となり、退院支援を実施できるよう看護のトップ

を通じて、看護師の参加を促していく。 

 ・管内における精神科病院の退院率は県平均より低く、新規入院患者の平均在院日数も県下最も長

いことから、退院支援体制の強化を図るための取り組みを継続していく。 

 

④ 関係機関職員研修 

対象： 精神科病院及び市町の担当者 

日時・場所 目的 内容 
参 加

者 数 

令和 4年 

6月 9日 (水)  

14:00～15:00 

粕屋保健福祉

事務所 

 中会議室 

精神保健福祉対策

をより効果的かつ円

滑に実施するため、

管内市町、精神科病

院との相互の情報、

意見交換を行う。 

1 今年度の保健所における精神保健福祉事業 

・自殺対策 

・社会復帰対策事業（地域移行・地域定着） 

・ひきこもり対策事業 

・依存症対策事業 

・精神科病院における新型コロナウイルス感染

症対策 

2 その他 

 21名 

令和 4年 

3月 2日 (木)  

10:00～11:00 

ＷＥＢ 

 

 

 

 

 

精神保健福祉法の

改正内容の周知、 

今年度における精

神保健業務の報告及

び次年度計画等につ

いて情報提供を行

う。 

1 精神保健福祉法の改正内容 

2 今年度の保健所の精神保健福祉事業 

・自殺対策 

・社会復帰対策事業（地域移行・地域定着） 

・ひきこもり対策事業 

・依存症対策事業 

3 その他 

市町退出後 

4 実地指導結果 

5 実地指導時に実施したヒアリング結果（精神

科病院における在宅移行に係る調査） 

 

 27名 

 

（成果・課題） 

・会議を 2回開催し、当所における事業についての計画及び実績報告を行った。 

・3月 2日の会議では、精神保健福祉法の改正内容について説明を行った。また、精神科病院に対し、

実地指導の結果及び注意すべき内容を一斉に説明することにより、病院担当者が内容を確認する

機会となり、早期の改善が期待できる。 

 ・実施指導時の際に実施したヒアリング結果（退院支援の現状、退院を阻害している因子等）を還元  

 することができた。 
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⑤ 精神保健福祉講座等 

日時・場所 目的 内容 
参 加

者 数 

令和 4年 

11月 17日 (木) 

14：00～ 

16:30 

粕屋保健福祉事

務所 

中会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ひきこもり支援は個別性
が高く、ニーズが多様化・
複雑化しており、多機関が
重なり合った継続した息の
長い支援が必要であること
を共通認識する。 

・関係者が自らの役割につ

いて考え認識するとともに

他機関の役割についても理

解し、地域の関係機関のネ

ットワーク構築を図る。 

 

 

 

 

【ひきこもり支援者等ネットワーク会議

（粕屋地区）】 

※福岡県精神保健福祉センター主催 

1 福岡県のひきこもり対策について 

福岡県保健医療福祉介護部健康増進課 

こころの健康づくり推進室 

2 重層的支援体制整備事業について 

福岡県福祉労働部福祉総務課 

3 事例提供・意見交換 

テーマ「ひきこもり支援における多機関

連携が求められる事例への対応」 

ファシリテーター 

志免町社会福祉協議会 三宮 禎也氏 

事例提供者 

  福岡県自立相談支援事務所（粕屋郡） 

萬田 郁子氏 

19名 

 

(当所

5名） 

令和 5年 

2月 16日 (木)  

14:00～16:00 

粕屋保健福祉事

務所 

 中会議室 

住民等に対して精神疾患
（引きこもりも含む）、障害
への誤解や偏見の解消を図
り、正しい理解を深めると
ともに、精神障がい者の社
会復帰促進を図る。 

 

【ひきこもり家族交流会】 

1 講話「楠の会の活動をとおして得た

こと・伝えたいこと  

   ～事例を振り返って～ 」 

 報告者：福岡「楠の会」東島 清隆 氏 

2 家族の交流会 

 

13名 

家族 9 

支援者 4 

 

 

（成果・課題） 

・ひきこもり支援者等ネットワーク会議（粕屋地区）に出席することにより、社会福祉協議会等

のひきこもりに対する活動内容を把握することができ、担当者と交流を図ることができた。 

・ひきこもり家族交流会では、講師の体験談を聞いた後、参加者より「いろいろな機関に相談し

たが、たらい回しにされた。」「親として将来が不安で仕方がない。」「本人にどう対応したら

よいのか分からない。」「母親だけで抱え込まず、家族一体となって、向かいあう必要があると

思った。」等の発言が多く聞かれた。 

・交流会終了後、参加者の母親が、他の母親へ話しかけている姿も見られたため、保健師が家族

同士の橋渡しを行い、5～6家族と保健師による交流の場を設けた。参加者は、互いに子どもの状

況や親の思いを一時間程話していた。 

家族は、日頃、相談する相手がおらず、長期間に渡り悩んでいることが多い。交流会を通じ

て、同じ悩みを持つ家族と話すことにより、精神的負担の軽減を図ることができ、支援機関につ

なぐことも期待できるため、今後も交流会を継続し、家族同士が話す時間を長く設定する。 

 ・今年度、市町におけるひきこもりの窓口が決定したため、市町やひきこもり支援に取り組んで

いる社会福祉協議会（志免町、宇美町）と連携しながら事業の展開を図っていく。 

 

18



（２）退院後支援事業 

 ① 精神障がいのある人の退院後支援計画 

（ 目 的 ） 国の「地方公共団体による精神障害者の退院後支援に関するガイドライン」に基づ

き、「精神障がいのある人の退院支援に関する福岡県事務処理要領」を策定し、平

成 30年 9月から緊急措置入院を含む措置入院者のうち、退院後支援に関する計画

に基づく支援を受けることに同意した者について、退院後支援に関する計画を作成

し、関係機関によるニーズに応じた有効な支援につなげる。  

 

（ 実 施 ）「精神障がいのある人の退院支援に関する福岡県事務処理要領」に基づき、今年 

度は同意の取れた 13件（実人員 11名）に退院後支援計画を作成した。 

令和 5年 3月末現在、計画終了 4名、支援中 4件、入院中 2名、転出 1名となって

いる。 

 

（成果・課題） 今年度は、計画作成が 13件（R3年度 9件）に増加しており、計画支援中に措置入

院に至る事例が 4事例あった。 

 困難事例については、手厚い支援体制を組み、関係機関と連携を図りながら、支

援していく。来年度については、退院後支援計画に基づく支援について、市町の協

力を得られるよう声掛けを行っていく。 

 

 

（３）その他の取組み 

① 精神障害者地域定着推進事業 

 ア 処遇プラン普及事業 

（ 目 的 ）処遇プランを作成し、病状悪化がある場合に、本人・関係者がプランに沿って対応す

ることで早期に医療に繋ぎ、再発を予防する体制づくりを行う。 

（ 実 施 ） 担当者会議において、精神科病院担当者へ事業の説明を行ったが、実施事例はな

かった。 

（成果・課題） 地域支援者の中での活用が、進んでいない状況がある。「退院後支援に関するガイ 

ドライン」の普及に向けた業務の中で、クライシスプランの意義等について周知して 

いく。今後も保健所が積極的に活用し、有効性などを示していくとともに、会議、研      

修会等あらゆる機会をとおして事業の周知を図っていく。 

 

イ こころの健康手帳活用事業 

（ 目 的 ）本人が主体的に安定した地域生活を継続できるように、医療機関、障害者福祉サー

ビス事業者等が、こころの健康手帳を活用し本人が希望する生活の実現に向けた支

援を行う。 

（ 実 施 ） 2事例に交付した。 

（成果・課題）  保健所で関わる事例は、急性期や、処遇困難等の事例が多く、こころの健康手帳

を積極的に勧奨するケース等に関わる事が少ないため、保健所保健師の活用経験が進

まない現状がある。今後、長期入院患者の地域移行、地域定着に関するケース支援等

を中心に、「こころの健康手帳」の活用を促進していく。 

   

② 個別支援会議 

   ケースの課題解決に向けて、関係者での情報共有や整理、アセスメントを繰り返しながら、的 

切な支援につなげることを目的に行っている。 
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令和４年度 個別支援会議開催件数（他機関主催の会議も含む） 

事例数（延べ回数） ４８事例（９２回） 

 うち地域移行にかかる事例数           ２７事例（４０回）                                                                          

うち地域定着にかかる事例数 ２１事例（５２回） 

 

（成果・課題） 年度途中より、WITHコロナ、新型コロナ支援体制の整備等により、精神保健業務

に専念できるようになったこともあり、対応事例数が増加した。 

ケース会議をとおし、支援者間の役割を理解する機会となり、顔の見える関係づ

くりの強化や支援者のスキルアップにも繋がった。今後、クライシスプランの活用

を保健所が積極的に取り入れ、周知啓発の機会としていく。  

精神科病院において入院中から退院に向けての支援が開始されるよう、個別事例

を通じて看護師のトップに働きかけていく。 

 

（４）社会復帰促進事業促進のための今後の方針 

  精神障がい者が住み慣れた地域で安心して生活するための支援体制の強化を図るため、会議や研

修、周知･啓発活動を続けていくとともに、令和５年度は、以下の内容について重点的に行ってい

く。 

 

（ 目的 ） 精神障がいのある人が、医療機関と地域支援者との協働による支援を受けて、本人の望                                                        

         む地域生活を送ることができる。 

          ○ 入院患者が、退院後の生活についてイメージを持てるようになる。  

      ○ 医療機関が入院時から退院を見据えた支援を多職種連携のもと行うことができる。 

       ○ 医療機関職員と地域における支援機関との連携強化を図る。 

 

( 内容 ) ① 患者に対する「退院に向けた意欲の喚起」を医療機関と協働して実施する。 

個別事例を通じて、措置入院患者の地域移行、地域定着支援を多職種連携のもと、院

内全体で検討できるよう退院後生活環境相談員を窓口として、看護師のトップ等に相談

しながら、計画作成についての支援を行う。退院支援では、対象者の生活面を見据えな

がら、多機関と連携を図ることができるよう支援する。また、可能であれば、事例報告

会を行うなどして、退院支援の促進を図る。 

② 精神障害者自立支援関係機関会議について、多職種への参加を促す。 

精神科病院の看護師のトップとの連携を図り、事例報告会には、看護師の出席を促

す。 

院内全体で退院支援に取り組むことができる環境づくりの支援を行う。 

③「退院後支援に関するガイドライン」の普及を通し、ケース支援体制の強化を図る。ガ

イドラインのスムーズな運用・定着を目的に、実際の事例を通しての学びの機会を 

持つなどして、地域の体制づくりの一助とする。ひとつひとつの事例を丁寧に対応し、 

ガイドライン対象以外のケース対応に関しても、波及させていき、支援体制の強化を図 

る。 

④ 相談支援事業を対象とした地域移行支援についてのヒアリングの実施 

4年度は、リーダー的立場にある看護師に対し、退院支援の現状、退院を阻害している

因子について、ヒアリングを実施した。令和５年度は、相談支援事業所に対象として、地

域移行、定着支援を行う上での課題等についてのヒアリングを行う。 
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糸島保健福祉事務所
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１ 地域の現状及び問題点 

（１） 地域の概要 

福岡県糸島保健福祉事務所は福岡県の北西部に位置し、福岡・糸島地区保健医療圏域に属して

いる。糸島地区は福岡市西区に隣接し、JR筑肥線が福岡市地下鉄と相互乗り入れしており、交通

の利便性からも住民は福岡市西区等の医療資源を利用することが多い。当所は、糸島市１市（人

口約１０万人）を管轄している。 

 管内には精神科病院２病院と４クリニックがあり、精神障がい者支援関係機関は資料１のよう

になっており、精神障がい者への支援が徐々に広がっている状況である。また当所では、精神障

がい者社会復帰促進事業関係者会議を設置し、糸島市の自立支援協議会専門部会（精神専門部会）

と連携して地域の精神障がい者支援の取組を進めている。 
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H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

国
の
動
向

糸
島
保
健
福
祉
事
務
所
の
取
り
組
み

社会復帰促
進事業

地域定着推
進事業

退院後支援

図2 事業経過

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築

定例ケース検討会（H27～社会復帰促進事業への位置づけ）
※保健所の定例相談日の嘱託医とともに、各関係機関が相談事例を持ち寄って対応方法の検討をしたのが始まり。

精神障がい者社会復帰促進事業関係者会議（H22～地域支援事業、H24～社会復帰促進事業へ）
※退院促進に関する事例検討や事業所紹介、社会資源名簿内容検討・作成。

こころの健康づくり・精神疾患への理解をすすめる
小中学校への啓発事業

精神障害者地
域移行支援特
別対策事業

精神障害者地
域移行・地域
定着支援事業

糸島市自立支援協議会専門部会（精神専門部会）

精神障がいにも対応し
た地域包括ケアシステ
ム構築（糸島市ヒアリ
ング）

処遇プラン普及事業

こころの健康手帳活用事業

精神障がいのある人の
退院後支援計画の作成

糸島地区精神障がい者交流会
糸島地区の精神障害者による交流会を実施し、精神障害者相互の親睦を図る。

平成16年 厚生労働省精
神保健福祉対策本部報告
「精神保健医療福祉の改
革ビジョン」

平成21年 今後の精神保健医
療福祉のあり方等に関する検
討会「精神保健医療福祉の更
なる改革に向けて」の提示

平成26年 「良質かつ適切な精
神障害者に対する医療の提供を確
保するための指針」

地域移行・地域定着支援事業の個別給付の制度化

平成26年 厚生労働省「長期
入院精神障害者の地域移行に
向けた具体的方策の今後の方
向性」とりまとめ

平成29年 厚生労働省「これ
からの精神保健医療福祉のあり
方に関する検討会報告書」

（２）社会復帰促進事業の経過
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（３） 精神保健福祉に関する地域診断に基づいた地域の課題 

ア．長期入院者の地域移行が進んでいない。 

イ．精神障がい者の支援を行っている関係機関の職員の、資質向上のための取り組みが不十分で

ある。 

ウ．地域住民の精神障がい者に対する理解が進んでいない。 

 

２ 各事業の実施状況及び今後の方針 

（１） 精神障がい者社会復帰促進事業 

ア．精神障がい者社会復帰促進事業関係者会議の開催 

   代表者会議（年１回）は令和４年８月に書面にて開催した。 

関係者会議（年２回）については、精神障がい者の支援に必要な視点を学ぶととも

に、各関係機関の情報共有・困難事例の検討、必要に応じて調査・研究等を行い、関係

者間の連携促進や、スキルアップを図ることを目的として実施している。長期入院患者

の地域移行や地域住民の理解が課題となっており、長期入院者の地域移行をテーマに、

協議を行っている。 

 

令和４年度開催実績 

実施日時 会議内容 協議内容 出席人数 

令和４年８月 代表者会議 

（書面開催） 

１．令和３年度報告及び令和４年度計画 １２名 

令和４年１０

月２５日 

関係者会議 

（web開催） 

１．事業概要及び糸島市の現状について 

２．小中学校への啓発事業について 

３．地域移行支援事例の事例提供 

１５名 

令和５年２月

２８日 

関係者会議 

（対面形式） 

１．小中学校への普及啓発事業について 

２．今年度事業のまとめ 

３．次年度計画について 

７名 

 

イ．糸島市自立支援協議会との連携（図１） 

   上記アの会議については、糸島市が実施する自立支援協議会（年２回開催）及び下部

組織の運営委員会・精神専門部会（月１回開催）と連携し、地域課題の解決に向けた取

組を進めている。当所も各部会の委員として参加している。 

 

   令和４年度参加実績 

会議名 参加回数 実施形式 

糸島市自立支援協議会 運営委員会 ５回 Web形式 

糸島市自立支援協議会 精神専門部会 ３回 Web形式 

糸島市自立支援協議会 研修会 １回 ハイブリッド形式 
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ウ．定例ケース検討会の開催 

当所では、処遇困難事例を検討する場として、精神科医師の助言のもと、グループワ

ークを基本とした定例ケース検討会を開催している。毎回、糸島地域で精神保健・医

療・福祉業務に従事する者に参加を呼びかけ開催している。検討会の参加機関は、糸島

市、障がい者相談支援センター、管内精神科病院、訪問看護ステーション、訪問介護事

業所、就労支援事業所、共同生活援助事業所、地域活動支援センター、家族会、 地域包

括支援センター等と多岐にわたり、計３２か所の関係機関が関係しており、地域の関係

者の資質の向上やネットワークの強化につながっている。令和４年度については新型コ

ロナウイルス感染防止の観点から、３回に縮小して実施した。令和５年度は、年６回の

開催を予定している。 

 

令和４年度開催実績 

実施日時 参加者数 検討ケース 

令和４年６月２１日 １９名 ひきこもり・受診拒否 

令和４年１０月２０日 １６名 統合失調症・ひきこもり 

令和５年２月１６日 １３名 アルコール依存症・自殺未遂者 

 

エ．小中学校への啓発事業 

 平成２６～２７年度の前述アの当所会議において、精神障がいやこころの健康に関す

る理解を深めるためには、「幼少期から教育の一環として啓発することが重要」との意見

があった。このため、平成２８年度に小中学生に対する各関係機関の啓発活動を一覧に

した資料を作成し、市教育委員会を通して学校長会で周知し、幼少期からの啓発活動に

取り組んでいる。令和元年度は、病院職員と一緒に病院の近隣小学校に出向き、病院主

催のイベントポスターの掲示の依頼など、学校関係者に直接働きかけを行った。令和

２、３年度については新型コロナウイルス感染症の影響により実施できていない。令和

４年度は、糸島市学校教育課や指導主事との打ち合わせ、各事業所へのヒアリング、小

学校長会及び中学校長会での啓発事業の趣旨説明をとおして来年度以降の小中学校への

出前講座等の実施の足がかりとした。今後も関係者会議で取組内容等を検討しながら普

及啓発につなげる。 

 

（２） 退院後支援事業 

福岡県では、「精神障がいのある人の退院後支援に関する福岡県事務処理要領」に基づ

き、同意を得られた措置入院者（緊急措置入院を含む）に対して、退院後支援計画を作

成し、退院後支援を実施している。令和４年度中に、退院後支援計画作成の同意確認を

行う前に退院している事例がみられた。今後は、医療機関及び保健所が、本人へ同意確

認を確実に行い、計画作成することの利点や重要性を説明できるように取り組むことが

必要である。 

 

令和４年度支援実績 

当所が退院後支援に関する説明を行った対象者 ５名 

退院後支援計画の作成に同意した対象者 １名 

実際に退院後支援計画に基づく支援を行った対象者 １名 

６か月間の退院後支援計画に基づく支援を修了した対象者 ０名 
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（３） 社会復帰促進事業促進のための今後の方針 

ア． 当所精神障がい者社会復帰促進事業関係者会議と糸島市自立支援協議会専門部会（精

神専門部会）の役割機能については、図１をもとに糸島市と協議のうえ検討してい

く。 

 

イ． 長期入院者の地域移行・地域定着を推進するため、病院・地域支援者・行政等の関係

機関で一体となって取組を進める。管内精神科病院の、長期入院者の地域移行推進に

向けた取組へ参加し、管内で共有する。 

 

ウ． ケース検討会・関係者会議を通して、地域で精神障がい者を支援する関係機関職員の

スキルアップと連携強化を図る。 

 

エ． 地域住民の精神障がいに対する理解と受け入れを促進するため、小中学生を対象とし

た各関係機関の啓発活動を継続する。また、小中学生や教職員・保護者に限らず、出

前講座等をとおして広く地域住民へ正しい知識の普及啓発を推進する。 
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糸島地区精神障がい者地域支援体制（R５.4.1）

○自立支援医療受給者証所持者数 1674人(R5.3)
○精神保健福祉手帳所持者数 1005人(R5.3)

障がい者相談支援センター

相談支援専門員が障害福
祉サービス等の利用援助な
ど、地域生活に関する様々
な相談を受けます。

行政機関

家族会、自助グループ

医療

相談・連携・研修

生活支援

相談・支え合いの場

1 みなかぜ病院

2 可也病院

3 堀田クリニック

4 ゆうメンタルクリニック

5 鎌田医院

6
糸島こどもとおとな
のクリニック

地域包括支援センター

1 前原西地域包括支援センター

2 前原地域包括支援センター

3 前原東地域包括支援センター

4 二丈地域包括支援センター

5 志摩地域包括支援センター

6 基幹型地域包括支援センター

高齢者相談（６５歳以上）

相談窓口

訪問系サービス事業所

自宅で、入浴・排泄・食事等の介護、調理、
洗濯、掃除等の家事等、生活全般にわたる
援助を行います。

自立訓練

生活訓練

入浴、排せつ、食事等に関する自立した日
常生活を営むために必要な訓練、生活等に
関する相談及び助言などの支援を行います。

１ MUKA

1 訪問介護ステーション ぴーす

2 ヘルパーステーション 伊都の里

3
糸島市社会福祉協議会
志摩ヘルパーステーション

4
糸島市社会福祉協議会
二丈ヘルパーステーション

5 さくら・介護ステーション前原

6
糸島市社会福祉協議会
ヘルパーステーション

７ ヘルパーステーション 彩々

1 いとしま会（家族会）

2 ＡＡいとしま（アルコール）

3 断酒会（アルコール）

1 あごら

２ 木の実

３ 志摩学園

４ 木の実二丈センター

訪問看護ステーション

日常生活の中での健康管理のサポート、家族
支援等、身体面・精神面での援助を行います。

1 糸島医師会訪問看護ステーション

２ 訪問看護リハビリステーション よもぎ

３ 訪問看護ステーションten 波多江

４ 訪問看護ステーション れんと

1 糸島保健福祉事務所

２ 糸島市役所

精神科病院・診療所

作成 糸島保健福祉事務所 健康増進課 精神保健係
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日中活動・就労支援

<就労継続支援 B型>

1 ゆめいろ舎 40名

2
障がい者福祉施設
さんすまいる伊都

20名

3 MUKA 60名

4
障がい者しごと
支援センター
木の実

40名

5 Sun Sun 10名

6 カフェ ふれんず 15名

7 ステップ 14名

8 ＮＩＨＯ 20名

9 志摩日々菜々 20名

１０ 雷山地豆腐 20名

１１ 傍楽農園 20名

住まいの場

居住系サービス事業所

共同生活の中で、自立した日常生活・社会生活を
営む事ができるよう支援します。

障がい者就業・生活支援センター

就職に向けた準備支援（職場体験実習等）、
求職活動支援（ハローワークへの同行等）、
就職後の支援、生活上の相談に応じます。

日中活動系・就労支援サービス事業所

自立した日常生活・社会生活を営むことができるように
作業の場や憩いの場を提供します。
また、就労の機会を提供します。

<地域活動支援センターⅢ型>

1 いとしま工芸 10名

2 NPO法人みらい 15名

＜就労移行支援＞

１
障がい者しごと
支援センター
木の実

12名

＜就労継続支援 A型＞

1 Sun Sun 10名

2 かけはし 14名

3
ファームパーク
伊都国 即売会

20名

4 KAMU KAMU 10名

5 ポロック 10名

6
ドリカムサポート
糸島

20名

1 一般社団法人
てとて

てとて 3室

2 はる風 3室

3

一般社団法人
クローバー

パレット 4室

4 ライム 9室

ライム2 2室5

リーフ 5室6

7
社会福祉法人
香月福祉会

ファミリーハウス
横断歩道

6室

8

医療法人
せいわ会

ゆうあい1号館 10室

9 ゆうあい2号館 8室

10 ゆうあい3号館 10室

11

株式会社
レグザーク

らぽーる糸島 4室

12

らぽーる前原 7室

らぽーる前原
中央

5室

13 らぽーる南風 3室

14
株式会社

MOCHIMOTSU
ﾋｲｽﾞﾙ荻浦 5室

15
合同会社
あみ

あみ 4室

16
株式会社

Circle
まなび 6室

糸島地区精神障がい者地域支援体制（R５.4.1）

１ 障害者就業・生活支援センター野の花

作成 糸島保健福祉事務所 健康増進課 精神保健係
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宗像・遠賀保健福祉環境事務所
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１ 地域の現状及び課題 

（１）地域の概要 

 宗像・遠賀保健福祉環境事務所は、中間市、宗像市、福津市及び遠賀郡（芦屋町、水巻町、岡垣町、

遠賀町）の 3市 4町を管轄し、管轄地域の人口は 295,792人（R4.9.1現在：福岡県人口移動調査）で

ある。管内の精神科病院は 4病院で、精神科病床は 1,328床である。 

障害者総合支援法に基づく自立支援協議会は、宗像市、福津市（古賀市・新宮町）、遠賀中間地域の

3ヶ所に設置されている。 

 

 

（２）社会復帰促進事業の経過 

  平成 21年 10月に宗像保健所と遠賀保健所が統合されたが、当所は医療圏毎に地域支援事業を開始

した。平成 21 年度から旧遠賀保健所管轄地域、平成 22 年度からは旧宗像保健所管轄地域において 

「精神障害者地域支援関係会議」を設置した。平成 24 年度からは対象者を実務者レベルに拡大した

形で「精神障害者地域支援実務者会議」として開催し、平成 26 年度には宗像地域と遠賀中間地域の

合同開催とした。平成 27 年度からは「宗像・遠賀地域精神障がい者地域支援実務者会議」として開

催することとした。 

また、平成 29 年度からは 4 カ所の精神科病院や地域支援事業所などで構成される「地域支援企画

検討会議」を設置し、地域課題や課題解決のための対策や研修等について協議を重ねた。3 年間の開

催を通して、関係機関の連携が醸成されたことから令和元年度で終了とし、「宗像・遠賀地域精神障が

い者地域支援実務者会議」へ一本化を図った。 

 

 

（３）精神保健福祉に関する現状と課題 

ア 入退院時の連携不足 

入院から退院までの退院支援の仕組みがなく、地域支援事業者との連携がうまくとれていない現 

状がある。精神科病院と地域援助事業者（特に相談支援事業所）が入退院の連絡、必ずしも退院前

カンファレンスの開催、案内がなされておらず、情報共有、協議が不足している。 

 

イ 退院後（特に障害福祉サービスを利用しない方）の相談先が不明確 

障害福祉サービスの利用がない場合、相談支援専門員がつかず、退院後の相談窓口が不明確なま 

ま退院に至っている。退院時は医療（訪問看護、デイケア）中心の支援が多く、福祉サービスを新

たに利用する方は限られている。また、市町村が福祉課もしくは基幹型相談支援センターで相談対

応していることが周知されておらず、患者が退院後の相談先や生活をイメージしづらい状況にある。 

 

ウ ピアサポーターの確保・活用の場の不足 

長期入院患者の退院意欲喚起、退院後の生活イメージの構築には、ピアサポーターの介入が 

有効といわれているが、活動できるピアサポーターの把握が十分ではない。 
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２ 各事業の実施状況及び今後の方針 

（１）精神障がい者社会復帰促進事業 

ア 宗像・遠賀地域精神障がい者地域支援実務者会議 

精神障がいのある方が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、保健・医療・福祉等の実務者が

顔の見える連携を深め、障がいのある方に対する充実した支援体制を構築することを目的として、

実施している。令和 4年度は、表 1のとおり実務者会議（事例報告と講話）を実施した。 

 
表 1 宗像・遠賀地域精神障がい者地域支援実務者会議の実施状況（令和 4年度） 

 

＜成果・課題＞ 

約 3年ぶりの会議開催であったが、訪問看護ステーションからの参加が多くみられた。アンケート

では、精神障がい者の退院後の生活のイメージがつかめ、在宅生活おける関係機関との連携方法が理

解できたと、好評であった。しかし、参加していない医療機関もあり、地域移行の取り組みに温度差

がある。 

 

イ 保健・医療・福祉関係者による協議の場 

国の「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事業」に位置付けられている協議

の場を保健所運営協議会精神保健福祉部会に位置づけ、事業実績や次年度計画等について報告・協議

を行っている。令和 4年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面会議にて開催した。 

 

ウ 個別支援会議 

対象者へより良い支援を行うため、情報を共有し、課題の明確化等のアセスメントを行い、支

援方針や役割を協議する会議を実施している（表 2）。 

 

表 2 ケース会議実施状況（令和 4年度） 

開催回数 対象者実人数 対象者延べ数 主な参加者 

14 11 14 
病院、相談支援事業所、訪問看護ステーション、 

行政の職員等 

時期 内容 報告者・講師 参加者 

令和 4年 

12月 14日 

1 事例報告 

「25回目の退院後、再び住

み慣れた地域で単身生

活を始めたケースへの

支援について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 講話 

「医療観察制度について 

～事例を通して～」 

 

1 報告者 

・福間病院 地域医療連携室 

精神保健福祉士 荒牧亮司氏 

・指定相談支援事業所「みどり」 

相談支援専門員 柴田三奈氏 

自立生活援助サービス管理責

任者 村嶋未希氏 

・訪問看護ステーション ふくま 

看護師 西尾洋子氏 

・福津市社会福祉協議会 訪問介護

事業所 

サービス提供責任者 西内則子氏 

 

2 講師 

・福岡保護観察所 北九州支部 

社会復帰調整官 大中ふみ氏 

・市町福祉課、健康  

 課 

・管内 4精神科病院 

・地域活動支援セン

ター 

・相談支援事業所 

・訪問看護ステーシ

ョン 

 

計 38名 
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（２）退院後支援事業 

令和 4年度の措置入院と退院後支援の実施状況は表 3のとおりである。 

退院後支援計画に同意を得られなかった方については、緊急措置入院後、措置非該当ですぐに退院

になった方や知的障害の方がいた。また、病識がなく措置入院を繰り返す方もいる。今後は退院後支

援計画に同意を得られるように病院との連携を図る。また、同意を得られない場合も 47 条に基づい

た訪問や電話連絡などを実施・継続していく。 

 

表 3 措置入院と退院後支援の実施状況（令和 4年度） 

実 施 内 容 

① 令和 4年度新規措置入院者数（緊急措置入院のみ含む） 16 人 

② 計画作成に同意するかどうか本人に確認を行った件数 9 件 

③ ②のうち、同意が得られた件数 4 件 

④ 年度末時点において計画交付済みの件数 2 件 

⑤ 年度末時点において計画作成中の件数 0 件 

⑥ 
年度末時点において計画に基づく支援を終了した件数 

（転居等で他保健所等へ計画を引き継いだ場合を含む） 
1 件 

 

 

（３）その他の取組 

安定した地域生活の継続のための体制づくり、精神障がいのある方への理解促進、精神保健医療福

祉従事者のスキルアップのために実施している。令和 4年度は、昨年度新型コロナウイルス感染症対

策のため中止したこころの健康づくり講演会（「大人の発達障がい」に関する講演）をオンデマンド配

信し、非常に好評であった（表 4）。 

 

表 4 こころの健康づくり講演会の実施状況（令和 4年度） 

 

 

（４）社会復帰促進事業促進のための今後の方針 

令和 4年度上半期は新型コロナウイルス感染症対策のため事業実施が困難であったが、オンライン

研修の活用や感染状況をみながら事業を計画・実施した。今後も国の動向を注視しながら、既存の事

業を活用し、関係者による重層的な連携支援体制構築のさらなる促進のため、継続して事業を実施し

ていく予定である。 

 

 

３ 社会資源名簿 

「宗像・遠賀保健福祉環境事務所 精神保健福祉社会資源名簿」を令和 5 年 3 月末時点の情報に改訂

した（別添名簿参照）。 

時期 内容 対象者 

R4年 6月 27日

～6月 29日 

 

Zoom Webinar

を使用したオン

デマンド配信 

テーマ：大人の発達障がいの理解と対応 

    ～病院での支援、地域での支援～ 

講 師：医療法人恵愛会 福間病院 

臨床研修センター長 鈴木宗幸医師 

（web配信） 

・管内 4精神科病院 

・市町福祉課 

・相談支援事業所 

・訪問看護ステーション 

 

視聴者数 70名 
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【宗像・遠賀地区】 宗像市・福津市・中間市・芦屋町・岡垣町・遠賀町・水巻町 

福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所 精神保健福祉社会資源一覧 

 

作成：福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所 

    （健康増進課精神保健係） 

 令和 5年 3月末時点  

 

 

 

 

 

 

 

福岡県

名　称 住　所 電話番号

福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所
健康増進課　精神保健係（宗像総合庁舎1階）

宗像市東郷1-2-1 0940-36-2473

福岡県精神保健福祉センター 春日市原町3-1-7 092-582-7510

福岡県宗像児童相談所 宗像市東郷1-2-3 0940-37-3255
福岡県のホームページから引用

警察

名　称 住　所 電話番号

宗像警察署 宗像市東郷1-2-2 0940-36-0110

折尾警察署 北九州市八幡西区光明1-6-6 093-691-0110
福岡県警のホームページから引用

名　称 住　所 電話番号

宗像市　福祉政策課　障害者福祉係 宗像市東郷1-1-1 0940-36-3135

宗像市　健康課　健康サポート係 宗像市東郷1-1-1 0940-36-1187

宗像市　高齢者支援課　地域包括ケア推進係 宗像市東郷1-1-1 0940-36-1285

福津市　福祉課　障がい福祉係 福津市中央1-1-1 0940-43-8189

福津市　いきいき健康課　健康づくり係(ふくとぴあ） 福津市手光南2-1-1 0940-34-3351

福津市　高齢者サービス課　高齢者福祉係 福津市中央1-1-1 0940-43-8298

中間市　福祉支援課　障がい者福祉係 中間市中間1－1－1 093-246-6282

中間市　健康増進課　健康係（中間市保健センター） 中間市蓮花寺3－1－6 093-246-1611

中間市　介護保険課　高齢者支援係 中間市中間1－1－1 093-246-6278

芦屋町　福祉課　障がい者・生活支援係 芦屋町幸町2-20 093-223-3530

芦屋町　健康・子ども課　健康づくり係 芦屋町幸町2-20 093-223-3533

芦屋町　福祉課　高齢者支援係 芦屋町幸町2-20 093-223-3536

岡垣町　福祉課　障害者支援係 岡垣町野間1-1-1 093-282-1211

岡垣町　健康づくり課　健康増進係 岡垣町野間1-1-1 093-282-1211

岡垣町　長寿あんしん課　地域包括支援係 岡垣町野間1-1-1 093-282-1211

遠賀町　福祉課　障がい者支援係 遠賀町大字今古賀513 093-293-1296

遠賀町　健康こども課　健康対策係 遠賀町大字今古賀513 093-293-1253

遠賀町　福祉課　地域包括支援係 遠賀町大字今古賀513 093-293-1293

水巻町　福祉課　障がい支援係 水巻町頃末北1-1-1 093-201-4321

水巻町　健康課　健康推進係（いきいきほーる） 水巻町頃末南3-11-1 093-202-3212

水巻町　福祉課　包括支援係 水巻町頃末北1-1-1 093-201-4321
各市町のホームページから引用

市町(障がい福祉、健康づくり、高齢者支援担当課)
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精神科病院

名　称 住　所 電話番号

回生病院　（精神神経科、内科、※歯科（※入院患者のみ）） 宗像市朝町200-1 0940-33-3554

宗像病院　（精神科、神経内科、内科、胃腸内科、歯科） 宗像市光岡130 0940-36-2734

福間病院　（精神科、心療内科、児童・思春期精神科、内科、歯科） 福津市花見が浜1-5-1 0940-42-0145

堤病院　（精神科、神経科） 岡垣町鍋田2-1-1 093-282-1234
ふくおか医療情報ネットから引用

病院・診療所（精神科・心療内科）

名　称 住　所 電話番号

あかま心療クリニック　（精神科・心療内科） 宗像市赤間駅前1-4-1トリアビル３F 0940-33-0033

摩利支病院　（心療内科・老年精神科） 宗像市東郷6-2-10 0940-36-4150

赤間病院　（心療内科） 宗像市石丸1-6-7 0940-32-2206

野田クリニック　（精神科・心療内科） 福津市中央3-8-5 0940-34-3322

福津訪問クリニック　（精神科・心療内科） 福津市八並255-9 0940-62-5300

通谷メンタルクリニック　（精神科） 中間市鍋山町1-8 093-243-5569

ゆりクリニック　（精神科・心療内科） 中間市通谷1-36-2　ウエルパークヒルズ北棟1F 093-243-4141

中間メディカル　（精神科・心療内科） 中間市扇ヶ浦1-14-1 093-245-3366

遠賀中間医師会おかがき病院　（精神科・もの忘れ外来） 岡垣町大字手野145 093-282-0181

高倉クリニック　（精神科・心療内科） 岡垣町公園通り1-7-1 093-282-0081

福岡・みずまき　母と子の心療所　（精神科） 水巻町猪熊8-18-28 093-863-0411
ふくおか医療情報ネットから引用

訪問看護ステーション

名　称 住　所 電話番号

訪問看護ステーションむなかた 宗像市東郷6-1-10 0940-37-3136

宗像医師会訪問看護ステーション 宗像市田熊5-5-1（宗像医師会在宅総合支援センター1階） 0940-36-1200

アップルハート訪問看護ステーション宗像 宗像市栄町1-12 0940-39-7011

在宅看護センターミモザ 宗像市日の里1-31-1（ここから日の里） 0940-37-0046

訪問看護センター阿部 宗像市日の里5-1-17 0940-39-3274

訪問看護ステーション　いろどり 宗像市土穴3-2-37 ヴィラージュ集1F 0940-51-5155

訪問看護ステーション　りりー 宗像市東郷1168-6 0940-35-4930

訪問看護ステーションリボーン宗像
宗像市三郎丸4丁目18-15　インペリアルコート

107号
0940-33-3050

訪問看護ステーションふくま 福津市花見が浜1-11-3 0940-72-4442

訪問看護ステーションしらゆり
福津市中央1-19-7

船越ビル204号室
0940-51-3437

福津訪問看護ステーション 福津市畦町440-8 0940-62-5535

はなえみ訪問看護ステーション 福津市若木台4-13-11 0940-51-4360

訪問看護ステーションまる 福津市宮司2-13-18 0940-72-4740

訪問看護ステーション　デューン中間 中間市太賀1-1-1 093-244-7381

アウル訪問看護ステーション 中間市通谷4-1-8 093-482-8075

すずらん訪問看護ステーション 中間市岩瀬西町55-5 093-981-9753

訪問看護ステーション　ここは 中間市中尾1丁目12-17　ふぁみりぃビル２階 093-982-4230

訪問看護ステーション　ビブレ福岡 中間市蓮花寺3丁目9-16　桜館101 093-8630-0233

訪問看護ステーション　こころ 芦屋町正門町7-11 093-701-4360

この葉　訪問看護ステーション 芦屋町大字山鹿109-2 093-701-7518

高倉苑　訪問看護ステーション 岡垣町公園通り1-7-1 093-282-1664

小児の訪問看護ステーション　にこり 岡垣町野間3-4-24 093-282-5810

パステル訪問看護ステーション 岡垣町東松原1-12-9　クロスロードⅡ2号 093-701-6611

遠賀中間医師会　訪問看護ステーション 水巻町下二西2-1-33 093-202-3504

訪問看護ステーション心暖（こはる） 水巻町猪熊８丁目8-7 093-701-5541

訪問看護ステーション　桜の花 水巻町猪熊7-2-4　水巻クリーンハイツA-201 093-482-9185

福岡県ホームページの「指定障がい福祉サービス事業所一覧（令和５年２月１日現在）（２）施設系事業所一覧（居宅訪問系、グループホーム、相談支援事業所を除く）」から引用

医師の指示に基づいて、利用者の自宅へ訪問し、必要な医療や療養生活をサポートします。
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基幹相談支援センター

名　称 住　所 電話番号

宗像市障害者生活支援センター 宗像市東郷1-1-1（宗像市役所北館1階） 0940-34-2411

福津市基幹相談支援センター
福津市中央1-1-1（ふくとぴあ 健康福祉館2階

福津市社会福祉協議会内）
0940-62-6004

市のホームページから引用

社会福祉協議会

名　称 住　所 電話番号

宗像市社会福祉協議会 宗像市久原１８０(メイトム宗像) 0940-37-1300

福津市社会福祉協議会 福津市手光南2-1-1(ふくとぴあ) 0940-34-3341

中間市社会福祉協議会 中間市通谷1-36-10（ハピネスなかま内） 093-244-1230

芦屋町社会福祉協議会 芦屋町緑ヶ丘４-２２ 093-222-2866

岡垣町社会福祉協議会 岡垣町高倉598-1 093-283-2940

遠賀町社会福祉協議会 遠賀町浅木2-31-1 093-293-0430

水巻町社会福祉協議会 水巻町頃末南3-11-1（いきいきほーる2階） 093-202-3700
各社会福祉協議会のホームページを引用

地域包括支援センター

名　称 住　所 電話番号

宗像市地域包括支援センター 宗像市東郷1-1-1（宗像市役所内） 0940-36-1285

　吉武・赤間・赤間西地域包括支援センター 宗像市石丸1-6-7（赤間病院内） 0940-32-2235

　自由ヶ丘地域包括支援センター 宗像市自由ヶ丘11-13-4 0940-72-6707

　河東地域包括支援センター 宗像市稲元5-2-2（福祉センター宗寿園内） 0940-33-2755

　南郷・東郷地域包括支援センター 宗像市田熊1-4-11 0940-62-6514

　日の里地域包括支援センター 宗像市日の里2-28-2 0940-62-5030

　玄海・池野・岬・大島地域包括支援センター
宗像市神湊118-2

（特別養護老人ホームケアサポート玄海内）
0940-36-9001

福津市地域包括支援センター 福津市手光南2-1-1（ふくとぴあ1階） 0940-43-0787

中間市地域包括支援センター 中間市中間1－1－1（中間市役所介護保険課内） 093-245-7716

芦屋町社会福祉協議会地域包括支援センター 芦屋町幸町2-20（芦屋町役場福祉課内） 093-223-3581

岡垣町社会福祉協議会地域包括支援センター 岡垣町野間1-1-1（岡垣町役場長寿あんしん課内） 093-282-1211

遠賀町社会福祉協議会地域包括支援センター 遠賀町大字今古賀513（遠賀町役場福祉課内） 093-293-1293

水巻町社会福祉協議会地域包括支援センター 水巻町頃末北1-1-1（水巻町役場福祉課内） 093-201-4321
福岡県ホームページの「指定障がい福祉サービス事業所一覧（令和５年２月１日現在）（２）施設系事業所一覧（居宅訪問系、グループホーム、相談支援事業所を除く）」から引用

自立相談支援

名　称 住　所 電話番号

宗像市生活支援課 自立生活支援係 宗像市東郷1-1-1 0940-36-9５70

福津市福祉課 生活相談係 福津市中央1-1-1 0940-43-8188

中間市市民生活相談センター 中間市中間2-10-1 093-246-1030

福岡県自立相談支援事務所（遠賀郡・鞍手郡） 水巻町頃末北1-12-12 １階 093-203-1630
福岡県ホームページ（社会福祉）「くらしの困りごとをご相談ください！（生活困窮者自立支援制度について）」

生活保護担当課

名　称 住　所 電話番号

宗像市　生活支援課　生活保護係 宗像市東郷1-1-1 0940‐36-7353

福津市　福祉課　生活支援係 福津市中央1-1-1 0940-43-8188

中間市　生活支援課 中間市中間1-1-1 093-246-6247

福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所分庁舎
保護第1課（遠賀町・水巻町）

水巻町吉田西2-17-7 093-201-4186

福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所分庁舎
保護第2課（芦屋町・岡垣町・遠賀町）

水巻町吉田西2-17-7 093-201-4187

各市町、福岡県のホームページから引用

生活保護に至る前のセーフティーネット。　働きたくても働けない、家計が苦しいなど、生活の安定・自立に　向けて、様々な困りごとの相談に対応しています。

地域での生活を支援するために、様々な福祉活動を行っています。心配ごとの相談や、金銭管理のお手伝い、生活福祉資金の貸し付けなども行います。

社会福祉士・保健師・主任ケアマネージャーを配置し、介護に関する地域のマネジメントを行う機関です。高齢者の介護・福祉・医療などの総合相談を行います。

障がいのある人の総合的な相談や地域の相談支援事業者への助言・指導、人材育成の支援、権利擁護支援などを行っています。

38



 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談支援　（計画相談支援,地域移行支援,地域定着支援）

名　称 住　所 電話番号
計画

相談

地域

移行

地域

定着

社会福祉法人　宗像会　くすの木園 宗像市用山433-1 0940-37-2555 〇

社会福祉法人　宗像福祉会　むなかた苑障害者相談支援センター 宗像市田久2-5-1 0940-35-1824 〇

社会福祉法人　宗像市社会福祉協議会　宗像市障害者生活支援センター 宗像市東郷1-1-1（宗像市役所内） 0940-34-2411 〇 〇 〇

社会福祉法人　さつき会　障がい児者地域生活支援センターはまゆう 宗像市自由ケ丘南3-32 0940-36-9620 〇 〇 〇

社会福祉法人　清浄会　緑ヶ丘学園 宗像市大井1512-1 0940-37-1550 〇

特定非営利活動法人　宗像コスモス会　地域活動支援センター ひだまり 宗像市田熊1-3-48 0940-39-3950 〇

株式会社　KYW　指定特定相談支援事業所　障がい者相談支援センター イキシア 宗像市日の里1-29-7 0940-39-3086 〇

宗像市子ども相談支援センター発達支援室 宗像市東郷1-1-1（宗像市役所内） 0940-36-9098 〇

合同会社　ティサポート　ティサポート 宗像市ひかりケ丘7-3-63 090-4353-0483 〇

有限会社　ひかり　相談支援センター ひかり 宗像市東郷126-4 0940-39-3309 〇

株式会社　癒月　相談支援センター ゆづき 宗像市土穴2-2-11 0940-51-3720 〇

合同会社　ソーシャルサポート　ぷらんぷらん　ぷらんぷらん　プランニング 宗像市赤間3-3-4 0940-51-1050 〇

株式会社　育　障害児相談支援事業所はぐくみ 宗像市稲元2-1-7 0940-72-1995 〇

特定非営利活動法人　丘の上の街　計画相談支援　丘の上の街 宗像市田久1090-83 0940-51-4325 〇

合同会社　みつは　相談支援事業所　みつは 宗像市池田1268-7 0940-48-9268 〇

Story Design Support株式会社　相談支援事業所「toi.toi.toi」 宗像市光岡104-3 080-1750-8187 〇

医療法人コールメディカルクリニック福岡　相談支援事業所　小さなあしあと 宗像市公園通り1-9-3 0940-62-8355 〇

株式会社MIRAI　相談支援センターMIRAI 宗像市自由ヶ丘南1-5-13 0940-72-4369 〇

株式会社エスフィール　相談支援事業　子どもの力 宗像市田熊6丁目3番地24号 0940-72-6893 〇

NPO法人　しえるの会　相談支援センター　こころ 宗像市池田3357番地 0940-51-1034 〇

合同会社　虹・なないろ　特定相談支援事業所　虹・なないろ 宗像市田久1090-64　陽光ビル301号室 0940-72-5988 〇

医療法人　恵愛会　指定相談支援事業所「みどり」 福津市花見が浜1-11-5 0940-34-9750 〇 〇 〇

社会福祉法人　水光福祉会

福津市障害者生活支援センターふくふくファミリー・水光
福津市西福間4-1-16 0940-36-9772 〇 〇 〇

社会福祉法人　玄洋会　地域支援センター・さくら 福津市奴山616 0940-52-4686 〇

社会福祉法人　玄洋会　福津子ども発達センター・さくら館 福津市福間南3-1284-2 0940-42-1235 〇

株式会社　山根産業　相談支援事業所　諏訪 福津市西福間2-1-16 0940-43-7565 〇

株式会社百合　相談支援事業所　しらゆり 福津市中央1-19-7-204 070-1338-5472 〇

株式会社　あんらいえん　相談支援事業所 Be myself 福間 福津市中央6-10-6　島田ビル１階 0940-62-5038 〇 〇 〇

合同会社　ふんわり　相談支援事業所　ふわふわ 福津市津屋崎2-6-20 070-7645-3036 〇

合同会社エスポワール　相談支援事業所　エスポワール 福津市中央6丁目20-13-408号 0940-72-4989 〇

福津市社会福祉協議会指定地域相談支援事業所 福津市手光南2-1-1 0940-34-3341 〇 〇

社会福祉法人　仲間会　相談支援事業所　仲間園 中間市扇ケ浦3-13-23 093-245-2111 〇

社会福祉法人　中間市社会福祉協議会　指定一般相談支援事業所「ぼちぼち」 中間市通谷1-36-10 093-244-1230 〇

NPO法人子どもの発達支援を考える会一歩　障がい児相談支援事業所　さんぽ 中間市東中間2-15-13 093-701-4677 〇

合同会社　風花　相談支援センターふぁみりぃ 中間市中尾1-12-17 093-246-2608 〇

NPO法人  ネットワークぷらす北九州　レーテ 中間市太賀1-1-11 093-776-6262 〇

一般社団法人　オプティ　計画相談支援こむぎ 中間市長津2-22-14 093-244-2929 〇

社会福祉法人　遠賀中間会　障がい福祉サービス事業所　みどり園 芦屋町緑ケ丘3843-6 093-223-3311 〇

社会福祉法人　芦屋町社会福祉協議会芦屋町社協特定相談支援事業所 芦屋町緑ケ丘4-22 093-701-5330 〇

社会福祉法人　まつかぜ会　特定相談支援事業所　まつかぜ荘 芦屋町緑ヶ丘2-2 093-222-0765 〇

医療法人　成晴会　岡垣町障害者相談センター 岡垣町公園通り1-7-1 093-282-5167 〇

社会福祉法人　岡垣睦福祉会　カワセミ 岡垣町手野401-1 093-281-4088 〇

社会福祉法人　日本傷痍者更生会　リアン 岡垣町海老津3-2-10 093-282-0223 〇

社会福祉法人　局会　海老津園 岡垣町海老津708-3 093-283-1288 〇

社会福祉法人　つつみ会　岡垣町東部高齢者・障害者相談センター 岡垣町鍋田2-1-5 093-282-5103 〇

合同会社三本松　小児の相談支援事業所　にこり 岡垣町野間3-4-24 093-282-5810 〇

株式会社ライフステージ　相談支援ぱれっと・おんが 遠賀町松の本2-10-18 093-981-8283 〇

株式会社　ＭＩＲＡＩ　相談支援センター　みらい 遠賀町遠賀川2-20-4 093-701-4225 〇

株式会社　福祉人　相談支援センターこころ工房 遠賀町別府3602-3 093-701-7820 〇

社会福祉法人　福祉松快園　水巻町南部高齢者・障害者支援センター 水巻町吉田南2-9-1 093-201-8826 〇 〇 〇

福岡県ホームページ「指定障がい福祉サービス事業所一覧（令和５年２月１日現在）（４）相談支援事業所一覧」から引用

生活での困りごとや、福祉サービスを利用するときの相談対応などを行っています。
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就労支援

住　所 電話番号
就労

移行

就労

定着

就労

A型

就労

B型

宗像市王丸772 0940-22-8179 〇

宗像市東郷1-976-1 0940-37-8755 〇

宗像市日の里5-3-98-305号 0940-25-5552 〇

宗像市大字用山433-1 0940-37-2555 〇

宗像市日の里1-11-1　早川ビル2階8号 0940-39-3558 〇

（A型）宗像市田熊1-5-25

（B型）宗像市徳重172-2
090-2089-7869 〇 〇

宗像市自由ケ丘3-16-1 0940-35-7171 〇 〇 〇

宗像市自由ケ丘南3-32 0940-38-0188 〇

宗像市赤間駅前1-2-14 0940-72-4340 〇

宗像市東郷1168-6 0940-36-9070 〇 〇

宗像市日の里1-29-7 0940-39-3086 〇

宗像市日の里1-29-7 0940-39-3086 〇

宗像市日の里1-29-4 0940-62-5445 〇

宗像市田熊3-7-20　第２力丸ビル店舗 0940-62-6567 〇

宗像市田熊3-7-20　第２力丸ビル店舗 0940-62-6567 〇

宗像市赤間駅前1-2-1 ライオンズマンショ

ン赤間801号
0940-62-5514 〇 〇

宗像市田熊1-3-36 0940-37-3761 〇

宗像市吉留字惣原515-1 0940-39-2010 〇

宗像市吉留字惣原515-2 0940-62-5006 〇 〇

宗像市自由ヶ丘南1-5-13 0940-72-4369 〇

宗像市日の里1-11-1　早川ビル2階7号 080-7696-2445 〇 〇

宗像市田久1090-83 0940-51-4325 〇

宗像市神湊118-4 0940-62-1167 〇

宗像市東郷5-4-34 0940-51-5297 〇

福津市中央6-10-6

島田ビル１階
0940-62-5038 〇

福津市津屋崎3-716-1 0940-52-3777 〇

福津市福間南5-1-54 0940-51-4660 〇

福津市若木台1-1-11-10 0940-62-5553 〇

福津市中央4-3-11グレースハイム福津2階 0940-62-5311 〇

福津市西福間4-1-16 0940-34-9055 〇

福津市花見が浜1-5-1 0940-42-7077 〇 〇 〇

福津市手光2274-1 0940-35-8760 〇

福津市若木台3-11-17 070-1405-6180 〇

株式会社 KYW　ワーク＆ライフサポートイキシア

株式会社　あんらいえん　Ｂｅ　ｍｙｓｅｌｆ　福間

社会福祉法人  起生会　アトリエ「夢工房」

合同会社キャンイヤー　クロールアップ

株式会社 ＩＮＦＩＮＩＴＹ　でんでん

社会福祉法人未来福祉会　就労継続支援B型事業所　CoCoCara

社会福祉法人 水光福祉会　就労支援センター　ほほえみ

医療法人　恵愛会　就労支援センター「緑の里」

社会福祉法人　サンテラス福祉会　多機能型事業所　福間サンテラス

一般社団法人あおぞら　日陽子の会

一般社団法人　福祉サポートセンタートイロ　福祉サポートセンタートイロ

株式会社 KYW　障がい者就労定着支援センターイキシア
株式会社 KYW

ワーク＆ライフサポートイキシアエンプロイメントタイプin宗像

合同会社BBKプロパティマネジメント　就労継続支援事業所B型すすきファーム

株式会社Standup　就労支援センター　すたんどあっぷ

特定非営利活動法人　丘の上の街　障害者就労支援　丘の上の街

社会福祉法人 玄洋会　障害福祉サービス事業所「浜千鳥」

株式会社　KYW

ワーク＆ライフサポートイキシアオフィスタイプin宗像

株式会社　KYW　障がい者就労定着支援センターイキシア田熊事業所

エスペリオン株式会社　在宅型就労移行支援　ホープ福岡

特定非営利活動法人　宗像コスモス会 宗像コスモス会共同作業所

社会福祉法人 和奏会　宗像学園

社会福祉法人 和奏会　宗像多機能型事業所

【就労移行支援】

企業などでの就職を希望する障がいのある方が、就労に必要な知識や能力向上のために必要な訓練を行うことができるサービスです。利用期限は2年間です。

【就労継続支援A型・B型】

就労したい気持ちはあるが、障がいを理由に、企業などで働くことが難しい方が、軽作業などの就労訓練を行うことができるサービスです。B型は、雇用契約を結ばない一方で成果に対する報酬を受け取ることができます。A型は、雇

用契約を結び、最低賃金額以上の給料が支払われます。どちらも、利用期限はありません。

【就労定着支援】

障がいのある方の、就労に伴って生じる生活面の課題について、事業所や家族との連絡調整などの支援を一定の期間にわたって行うサービスです。

株式会社 ゆり庵　ゆりワーク

名　称

合同会社 Ｄ＆Ｉ　Ｌｉｆｅ　Ｄ＆Ｉ　ライフ

社会福祉法人 起生会　アシスト宗像ワークセンター

オーガニックパパ株式会社　オーガニックパパ

社会福祉法人 宗像会　くすの木園

株式会社しょうふく　しょうふく

株式会社T-challenge　デイ・ワークセンターこみこみ

社会福祉法人 さつき会　はまゆうワークセンター自由ヶ丘

社会福祉法人 さつき会　はまゆうワークセンター宗像

株式会社 ゆり庵　ゆりジョブ
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就労支援

住　所 電話番号
就労

移行

就労

定着

就労

A型

就労

B型

中間市太賀1-1-11麻生ビル3階 093-701-8172 〇

中間市中央2-13-23 093-244-8866 〇 〇

中間市鍋山町13-16　１階 093-981-3462 〇

中間市中鶴1-16-28 093-287-1738 〇

中間市中央5-10-17 093-246-4868 〇

中間市桜台2-18-18 093-245-7001 〇

中間市小田ヶ浦2-2-28 070-5533-9325 〇

中間市中底井野1164-30 093-482-8281 〇

中間市扇ケ浦3-13-23 093-245-2111 〇

中間市通谷6-36-11 093-701-5313 〇

中間市長津2-22-14 093-244-2929 〇 〇

芦屋町緑ケ丘3843-6 093-223-3311 〇

岡垣町旭台4-19-21 093-701-8858 〇

岡垣町海老津2-4-15 093-281-1555 〇

岡垣町大字手野969 093-282-4860 〇

岡垣町東山田1-10-32 093-701-7222 〇

岡垣町鍋田2-1-5 093-283-0952 〇

岡垣町野間南4-7 093-282-0223 〇

遠賀町遠賀川1-6-3 093-293-6080 〇

遠賀町遠賀川3-1-2 093-293-6588 〇

遠賀町遠賀川1-6-3　麻生駅前テナント1F 080-9105-0781 〇

遠賀町旧停2-2-12 093-293-6588 〇

遠賀町島津字塚ノ元495-9 093-293-8931 〇

水巻町吉田西3-19-11 093-201-6151 〇 〇 〇

水巻町頃末北1-12-12 093-701-7312 〇 〇

福岡県ホームページ「指定障がい福祉サービス事業所一覧（令和５年２月１日現在）（２）施設系事業所一覧（居宅訪問系、グループホーム、相談支援事業所を除く）」を引用

特定非営利活動法人　きぬた　てぃーだＡ

社会福祉法人　政憲会　ワークセンターおんが

社会福祉法人はまゆう福祉会　はまゆうサポートセンター

株式会社ドリカムサポート　ドリカムワーク水巻

名　称

株式会社ドリカムサポート　ドリカムサポート遠賀

社会福祉法人つつみ会　就労継続支援B型　あゆみヶ丘

社会福祉法人日本傷痍者更生会　希望舎

一般社団法人アポロ　多機能型事業所　ポールスタ

特定非営利活動法人　きぬた　てぃーだ遠賀

株式会社勇会　ワークサポート勇おんが

特定非営利活動法人 ＡＦＯ　障害者就労移行支援サービス ウイング中間

一般社団法人オプティ　多機能型就労継続支援事業所いなほ

社会福祉法人　遠賀中間会　障がい福祉サービス事業所　みどり園

株式会社つつじ庵　多機能型事業所ジョビー

株式会社ドリカムサポート　ドリカムサポート岡垣

社会福祉法人岡垣睦福祉会　てのビレッジ

株式会社ライフクオリティ　だりあ

社会福祉法人　みんなの家会　ほのぼのファクトリーファーム

一般社団法人新生わくわく会　わくわくハッピー

NPO法人子どもの発達支援を考える会　一歩　就労移行支援事業所てとて

株式会社あいの里　障がい福祉サービス事業所 あいの里中間

社会福祉法人仲間会　障がい福祉サービス事業所　仲間園

合同会社be-h　スーベニア

NPO法人ネットワークぷらす北九州　アイリー

株式会社コローレ　コローレ

就労相談

名　称 住　所 電話番号

ハローワーク福岡東 福岡市東区千早6-1-1 092-672-8609

ハローワーク八幡 北九州市八幡西区岸の浦1-5-10 093-622-5566

若者ワークプラザ北九州
北九州市小倉北区浅野3-8-1AIMビル2階

（若者ワークプラザ内）
093-531-4510

福岡県若者就職支援センター（福岡センター） 福岡市中央区天神1-4-2エルガーラオフィス12階 092-720-8830

福岡県若者就職支援センター（北九州ブランチ） 北九州市小倉北区浅野3-8-1AIMビル2階 093-531-4510

福岡若者サポートステーション 福岡市中央区天神1-4-2エルガーラオフィス11・12階 092-739-3405

北九州若者サポートステーション
小倉北区浅野3-8-1 AIMビル2階

（若者ワークプラザ内）
093-512-1871

福岡県中高年就職支援センター
福岡市博多区博多駅東1-1-33

はかた近代ビル5階
092-433-9211

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

福岡支部・福岡障害者職業センター
福岡市中央区赤坂1-6-19ワークプラザ赤坂5階 092-752-5801

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
福岡支部・福岡障害者職業センター（北九州支所）

北九州市小倉北区萩崎町1-27 093-941-8521

障害者就業・生活支援センター　はまゆう（所轄：宗像・福津） 宗像市田熊5-5-2 0940-34-8200

北九州障害者しごとサポートセンター
（北九州障害者就業・生活支援センター）

北九州市戸畑区汐井町1-6ウェルとばた2階 093-871-0030

福岡県ホームページの福岡県ひきこもり支援社会資源情報、福岡労働局のホームページから引用

専門の職員が「働くためにはどうしたらよいか」「どんな仕事が向いているか」などの相談や、就業するために必要な支援に関する情報提供を行っています。
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地域活動支援センター

名　称 住　所 電話番号

地域活動支援センター ひだまり 宗像市田熊1丁目3−48 0940-39-3950

地域活動支援センター みどり 福津市花見が浜1-11-5 0940-34-9750

ふくとぴあ障害福祉サービスセンター 福津市手光南2-1-1 0940-34-3338

中間市障害者地域活動支援センター パルハウスぼちぼち 中間市通谷1-36-10（ハピネスなかま2階） 093-243-3387

身体障害者ディサービスセンター　いこいの里 岡垣町大字高倉598-1 093-283-2811

障害者支援センターさくら 遠賀町浅木3-18-33 093-293-8989

地域活動支援センター　はまゆう 水巻町吉田西3-19-11 093-201-8115
社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会のホームページから引用


共同生活援助（グループホーム）

名　称 住　所 電話番号

社会福祉法人宗像会　くすくすホーム 宗像市用山166-1 0940-37-2555

社会福祉法人さつき会　ライフアップはまゆう 宗像市田野字正吹310 0940-62-3144

株式会社ゆり庵　ゆり庵グループホーム 宗像市稲元6-10-9 0940-39-3156

社会福祉法人起生会　宗像ゆうなぎ 宗像市神湊西口450-5 0940-62-8188

社会福祉法人宗像福祉会　グループホームにじいろ 宗像市田久1-6-13 0940-47-2121

社会福祉法人起生会　玄海さつきの杜 宗像市上八1989-1 0940-62-8288

社会福祉法人　和奏会　宗像ホーム 宗像市吉留字惣原515-1 0940-39-2010

一般社団法人仲間たち　藤の木 宗像市陵厳寺4-9-18 0940-32-7839

特定非営利活動法人丘の上の街　レジデンス　丘の上の街 宗像市石丸1-5-1 080-3991-7778

合同会社BBKプロパティマネジメント　ミライホーム宗像 宗像市自由が丘南1-5-13 0940-35-5980

社会福祉法人緑和会　グループホーム　くりえいと 宗像市くりえいと2-11-8 0940-62-6333

医療法人恵愛会　グループホーム　ガーデンサンシャイン 福津市花見が浜1-11-3 0940-72-4409

株式会社真和　グループホーム　しんわ 福津市東福間2-16-4 0940-51-2020

社会福祉法人起生会　シーサイドヒルつやざき 福津市生家1773-2 0940-52-5198

社会福祉法人起生会　シーサイドヒルつやざきWEST 福津市生家1773-4 0940-52-5198

s-assist株式会社　メゾン・ド・コルザ 福津市渡字神田1480-7 0940-62-5131

社会福祉法人玄洋会　共同生活住宅　安ら居 福津市奴山603 0940-62-5056

株式会社コローレ　ポルト 中間市長津2-11-13 093-981-0457

社会福祉法人仲間会　仲間園ケアホーム 中間市朝霧3-10-5 093-245-5558
社会福祉法人まつかぜ会

指定日中サービス支援型　共同生活援助事業所　まつかぜ苑
芦屋町緑ケ丘3-8 093-221-4200

社会福祉法人岡垣睦福祉会　おはな 岡垣町大字手野400-1 093-282-4858

社会福祉法人はまゆう福祉会　グループホームはまゆう 岡垣町山田918 093-283-1304

株式会社つつじ庵　みやま邸 岡垣町旭台4-19-21 093-701-8858

社会福祉法人つつみ会　共同生活援助　あゆみヶ丘 岡垣町鍋田2-1-5 093-283-0952

社会福祉法人桃李会　つくしんぼ 遠賀町浅木3-18-39号 093-293-3540

コージーホーム合同会社　コージーホーム 水巻町高尾10-6 080-9140-7223

株式会社PSTC　わおんグループホーム水巻町えぶり 水巻町杁1-1-3 093-287-5278
福岡県ホームページ「指定障がい福祉サービス事業所一覧（令和５年２月１日現在）（３）共同生活援助（グループホーム）事業所一覧」から引用

障がいを抱えながら地域で生活する方が、日頃の生活に関する悩みを相談したり、ゆったり過ごしたり、地域と交流できるきっかけづくりをサポートします。

【Ⅰ型】専門職員（精神保健福祉等）を配置し、医療・福祉及び地域の社会基盤と連携強化のための調整、地域住民ボランティア育成、障がいに対する理解促進を図るための普及啓発事業を実施する。

　　　　 なお、相談支援事業を併せて実施又は委託を受けていることを要件としている。

【Ⅱ型】地域において雇用・就労が困難な在宅障がい者に対し、機能訓練、社会適応訓練、入浴等のサービスを実施する。

【Ⅲ型】創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進、日常生活に必要な便宜の供与を行う。

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談、入浴、排せつ、食事の介護、日常生活上の援助を行うサービスです。

家族会

名　称 住　所 電話番号

特定非営利活動法人　宗像コスモス会　宗像コスモス会家族交流会 宗像市田熊1-3-36（宗像コスモス会共同作業所内） 0940-37-3761

社会福祉法人はまゆう福祉会　はまゆう家族会（遠賀・中間） 水巻町吉田西3-19-11 093-201-6151

福岡県精神保健福祉会連合会ホームページから引用

定例会をひらき同じ悩みを持つ方々が気兼ねなく話をすることで、互いに助け合う場を作っています。
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ひきこもりに関する相談

名　称 住　所 電話番号

福岡県ひきこもり　地域支援センター 春日市原町3-1-7（福岡県精神保健センター内） 092-582-7530
福岡県ホームページ「福岡県ひきこもり地域支援センターのご案内」から引用

依存症専門医療機関

名　称 住　所 電話番号
アルコール

健康障がい
薬物

ギャンブル

等依存症

医療法人豊司会　新門司病院 北九州市門司区猿喰615 093-481-1368 〇 × ×

特定医療法人天臣会　松尾病院 北九州市小倉南区葛原高松一丁目2番30号 093-471-7721 〇 × ×

医療法人社団翠会　八幡厚生病院 北九州市八幡西区里中3丁目12番12号 093-691-3344 〇 × 〇

医療法人優なぎ会　雁の巣病院 福岡市東区雁の巣1丁目26番1号 092-606-2861 〇 〇 〇

うえむらメンタルサポート診療所 福岡市博多区綱場町5-1初瀬屋福岡ビル6Ｆ 092-260-3757 〇 〇 〇

医療法人社団飯盛会　倉光病院 福岡市西区大字飯盛664番地1 092-811-1821 〇 〇 〇

医療法人冨松記念会　三池病院 大牟田市大字三池855番地 0944-53-4852 〇 〇 〇

医療法人社団堀川会　堀川病院 久留米市西町510番地 0942-38-1200 〇 〇 〇

医療法人コミュノテ風と虹　のぞえ総合心療病院 久留米市藤山町1730 0942-22-5311 〇 〇 〇

医療法人和光会　一本松すずかけ病院 田川市大字夏吉142番地 0947-44-2150 〇 〇 〇

医療法人社団翠会　行橋記念病院 行橋市北泉3丁目11番1号 0930-25-2000 〇 〇 〇

医療法人十全会　おおりん病院 大野城市中央1丁目13番8号 092-581-1445 〇 〇 〇

福岡県立精神医療センター　太宰府病院 太宰府市五条3丁目8-1 092-922-3137 〇 〇 〇

医療法人十全会　回生病院 宗像市朝町200-1 0940-33-3554 〇 〇 〇

医療法人社団松和会　門司松ヶ江病院 北九州市門司区大字畑355番地 093-481-1281 〇 × 〇

医療法人社団筑水会　筑水会病院 八女市吉田1191番地 0943-23-5131 〇 × ×

社会医療法人聖ルチア会　聖ルチア病院 久留米市津福本町1012 0942-33-1581 〇 〇 〇

医療法人社団敬信会　大法山病院 田川市大字猪国690番地 0947-42-1929 〇 〇 ×

医療法人コミュノテ風と虹　のぞえの丘病院 久留米市上津町2543番地1 0942-22-3980 〇 〇 〇

福岡県ホームページ「依存症専門医療機関及び依存症治療拠点機関のご案内」から引用

　自助グループについて

　発達障がいについて

≪その他の関係資料については、下記ホームページをご参考ください≫

　　福岡県ホームページ「ふくおかのセルフヘルプ・グループ（仲間に会いに行こう）冊子について」（PDFファイル）

　　https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/selfhelp-group.html

　　　https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/hattatsuiryoukikan.html

　　福岡県ホームページ「発達障がいのある方への支援に関する情報」

　　　発達障がいの対応を行っている医療機関リスト（Excel、PDFファイル）
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嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所
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１ 地域の現状及び課題 

（１）地域の概要 

 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所は、飯塚圏域（飯塚市・嘉麻市・桂川町）と直鞍圏域（直方市・

宮若市・鞍手町・小竹町） の 4 市 3 町を管轄。管内の面積は 620.84ｋ㎡、人口 274,706 人（令

和 4 年 4 月１日 令和４年度業務概要より）。人口は年々減少しており、高齢化率は 34.6％（令

和 4 年 1 月 1 日時点住民台帳より）と、全国・県と比較すると高くなっている。 

  管内の精神科病院が 8 病院、診療所が 6 か所、総病床数は 1,587 床である。 

  障がい者総合支援法に基づく地域自立支援協議会について、平成 21 年 4 月に飯塚圏域の「飯

塚圏域障がい者地域自立支援ネットワーク」と直方・鞍手圏域の「直鞍地区障害者等地域自立

支援協議会」が設置された。 

飯塚圏域では、令和 2 年度に精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築に向けての

協議を支援者間で実施。令和 3 年度からは協議メンバーに当事者や家族を加え、くらし部会を

設置。協議の場となっている。 

  直方・鞍手圏域では、平成 29 年度から地域生活支援拠点等準備会を設立し定例会議が実施さ

れ、令和 3 年 4 月から事業開始となる。令和 3 年度より精神障がいにも対応した地域包括ケア

システムの協議の場としてシステム構築に向けた情報交換会を開催。令和 4 年度は準備会の位

置づけで、令和 5 年度からは部会を設置予定である。 

 

（２）社会復帰促進事業の経過 

平成 20 年度から旧嘉穂保健福祉環境事務所で本事業を開始。平成 21 年 10 月事務所の統合

により嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所となり、平成 22 年度からは嘉穂地域のみでなく、鞍手地

域も含め管内全体を対象に本事業を実施してきた。 

～H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

国
の
動
向

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
取
り
組
み

入院医療中心から地域生活中心へ」

精神科病院における長期入院（社会的入院）の解消を目指す

精神障者が安心してくらせるまちづくり

退院

促進

事業

精神障害者地域移行支

援特別対策事業

精神障害者地域移行・

地域定着支援事業

精神保健福

祉法の一部

改正

第5期障害福

祉計画に係る

基本方針の

見直し

旧嘉穂保健福祉環境事務

所で本事業を実施
嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所で本事業を実施

地域移行・地域定着支援

事業の個別給付化

直鞍地区障がい者等地域自立支援協議会

飯塚圏域障がい者地域自立支援ネットワーク

研修会

関係機関へ

のアンケー

ト調査

処遇プラン普及事業

こころの健康手帳活用事業

○支援体制の構築

○顔の見える関係づくり

○支援体制の整備

○連携強化

自立支援関係機関会議

★検討内容 ①精神障害者支援の動向について ②医療機関での退院支援の内容や課題について ③地域の支援機関の役割や制度について 等

★社会資源情報誌「困ったときの１・２・３」作成及び３年ごとの改定

★事例紹介、事例検討

研修会 研修会 研修会

関係機関へのアンケートやヒアリング調査・630調査

社

会

復

帰

促

進

事

業

地域

定着

推進

事業

紹介及び説明 研修会（R元年度は退院後支援の研修会の中で説明）

飯塚圏域障がい者地域自立支援ネットワーク

研修会

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築

退院後

支援

退院後支援計画の作成

会議・研修会で啓発及び

第7次医療

計画

直鞍地区生活戦拠点事業準備会

退院後支援計画の作成

会議・研修会で啓発及び報告
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＜本事業の主な内容＞ 

①精神障がい者自立支援関係機関会議の開催 

国の動向や管内の状況、地域移行・地域定着に関する事例等をテーマに、情報交換や地 

域課題についての意見交換を行う。 

  ②管内の各種会議への参加 

飯塚圏域では、飯塚圏域障がい者地域自立支援ネットワーク、くらし部会、飯塚・嘉麻・

桂川圏域精神保健福祉関係者会議に参加。直鞍圏域では直鞍圏域精神障がいにも対応した

地域包括ケアシステムの構築に向けての情報交換会に参加。 

③社会資源の把握 

平成 22 年度より管内の医療機関や相談支援事業所、行政機関等の社会資源情報をまとめ

た冊子「困ったときの１・２・３」を嘉穂・鞍手地域で作成。3 年毎に改訂を行う。 

④医療と福祉の連携上における課題等の把握 

管内精神科病院や相談支援事業所に対し、ヒアリングやアンケート調査を必要時実施。 

  ⑤その他 

    処遇プラン普及や地域移行・定着支援に関する研修の実施。 

 

（３）精神保健福祉に関する地域診断に基づいた地域の課題 

630調査や ReMHRAD等を分析した結果、当所管内の平均在院日数は減少傾向にあるものの、 

全国・県と比較すると長い。今年度は管内の現状を圏域ごとに提示し、会議や研修会等での課

題の共有に努めた。以下 2点の課題が挙げられる。 

 

１）長期入院患者の退院支援について 

   当所管内も全国や県と同様に入院期間が 1 年以上、特に５年以上の患者の退院率が低い。

圏域ごとに医療機関の特色がある。両圏域とも入院期間が 1 年未満の患者は自宅退院が多い

のに対し、１年以上となると自宅外の退院が多くを占める。また年齢構成の影響もあると思

われるが、死亡退院の割合が全国・県と比較して多い。 

令和３年度より、管内両圏域において精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムに係

る部会や情報交換会が開始された。多機関で連携しながら地域課題の抽出を行い、地域移行

に関するデータなどタイムリーに情報提供していく必要がある。 

 

２）地域移行支援事業の利用がない 

   地域精神保健医療のあり方では、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築推

進が理念として明確化された。市町村の障害福祉計画でも事業を義務化され、地域移行促進

に向けての取り組みが求められている。当所管内では社会資源が豊富である一方で、地域移

行支援事業の実績がない状況が数年間続いている。医療・福祉分野双方に、精神障がい者の

地域移行を円滑に進めていく為の調整をしていく。今後も保健・医療・福祉関係者の協議の

場に参加し、重層的な連携による支援体制の構築を進めていきたい。 
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２ 各事業の実施状況及び今後の方針 

（１） 精神障がい者社会復帰促進事業 

１） 630 調査及び ReMHRAD による地区診断 

   精神保健福祉調査（以下「630 調査」と言う）や ReMHRAD 等による管内精神科病院の患

者等の状況及び地域の状況を分析した。飯塚・嘉麻・桂川圏域精神保健福祉関係者会議や直

鞍圏域精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けての情報交換会にて、分

析結果に基づく地域の特色や課題を情報提供した。 

 

２）精神障がい者自立支援関係機関会議の開催  

「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築」に向けて、地域移行支援をテー

マに研修会の開催を検討していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった。 

 

３）冊子「困ったときの１・２・３」   

平成 22 年度から作成している、管内の医療機関や相談支援事業所、行政機関等の社会資源

情報をまとめた冊子を令和 5 年 4 月に改訂。 

 

４）会議等に参加 

① 飯塚・嘉麻・桂川圏域精神保健福祉関係者会議…年６回 

     基幹相談支援センターの主催で、飯塚地区精神科病院 PSW や保健所保健師で実務レ

ベルの会議に定例的に参加。事例の相談や社会資源について情報共有の場となっている。

令和 2 年度より嘉麻市が参加し、くらし部会の方針等も協議している。 

② くらし部会…年６回 

     飯塚圏域にて令和 3 年度に部会として立ち上がり、事務局は嘉麻市と基幹相談支援セ

ンター。飯塚圏域の精神科医療機関、当事者グループ、家族会、当所が参加し、精神障

がいにも対応した地域包括ケアシステムに関する協議の場としている。 

    ③ 直鞍地域における精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築に向けての情 

報交換会…年 4 回 

     事務局は直鞍圏域の市町と基幹相談支援センター。直鞍圏域の市町の福祉分野担当者、

精神科医療機関、福祉サービス事業所、当所が参加。精神障がいにも対応した地域包括

ケアシステムに関する協議の場としている。 

 

（２）退院後支援事業 

  精神障がいのある人の退院後支援計画 

    国のガイドラインを受け、福岡県が平成 30 年 9 月以降に措置入院となった者（緊急措置

入院を含む）を対象として退院後支援計画を受けることを同意した者に計画策定をするこ

とになり、当所のマニュアルとして「退院後支援計画に係る担当の役割について（嘉穂・    

鞍手版）」を作成。それに基づき支援を行っている。 
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＜退院後支援計画策定状況＞ 

同意あり 内訳：転入者 同意なし 交付者 作成中 終了者 支援中

令和２年度 16 5 0 11 4 1 4 0

令和３年度 16 4 0 12
5

（R2年度作成中含

む）

0 3 2

令和４年度 17 4 1 13 4 0
4

（R3年度の支援者

含む）

2

計画交付した者 計画終了者

年度

対象者
（措置入院し

て当年度に退
院した人）

同意確認した者

 

 

（３）社会復帰促進事業促進のための今後の方針 

＜目標＞ 

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築」に向けて、管内関係機関との協議の場
を増やし、精神障がい者が地域で生活できることを目指す。 
 

＜事業内容＞ 

１ 精神障害者自立支援関係機関会議の開催 

２ 管内医療機関へ長期入院患者に対する地域移行支援事業の利用について働きかける 

３ 630調査、ReMHRAD等のデータから地区診断を行う。 

４ 2圏域の自立支援協議会や各関係会議との連携  

５ 精神障がいのある人の退院後支援（退院後支援計画の作成） 
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〈事業スキーム図〉 

 

精神障がい者が、住み慣れた地域で安心した生活を送ることができる。 

精神科医療機関 

 

・退院後生活環境

相談員、PSW 等 

地域の関係機関会議 

 

・研究会 PNC 

住まい 

 

・自宅、公営住宅等 

・グループホーム 

・アパート等 

嘉穂・鞍手保健福祉 

環境事務所 

 

・精神保健福祉部会 

・自立支援関係機関会議 

・医療保護入退院届 

・630 調査、ReMHRAD 

・啓発活動 
訪問看護 

社会参加 

就労 

障がい者基幹相談支援センター 

障害福祉介護サービス事業所 

地域包括支援センター 

市町 

自立支援協議会 

 

・飯塚地区、直鞍地区 
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田川保健福祉事務所

53





１ 地域の現状及び課題 

（１）地域の概要 

 田川保健福祉事務所の管轄地域は、福岡県の北東部に位置する田川市郡１市６町１村であり、令和４

年１０月１日現在、世帯数は５０，５２６世帯、人口は１１４，１３９人である。かつて筑豊炭田の中

核として国経済の原動力に大きな役割を果たしたが、エネルギー政策の転換に伴い炭鉱閉山。その後も

基幹産業が起業せず、生産年齢人口の流出による人口の減少を余儀なくされ、高齢化率は３７．４％（令

和５年４月１日時点）となっている。 

一方で、精神科病院は管内に６か所あり、精神科病床数は１，６０７床（令和４年９月末）、人口１

０万対１，３６１床と非常に多い地域である。さらに病院間で差はあるものの平均在院日数は長く、１

年以上の長期入院患者が約６５％を占めている。 

こうした状況の中、平成２１年度から当事業を開始し、精神障がい者が地域で安心して生活できるよ

うに地域支援体制の構築を目指し、個別支援事例の検討や関係者間の情報交換、協議、地域支援サービ

スについての理解促進にむけた研修会等を実施してきたところである。 

社会資源は県内ほかの地域と比べて多いが、管内市町村の相談支援体制の整備や庁内連携が十分とは

いえないこと、様々な要因が影響して患者や家族の退院に向けての理解が得られにくいこと、行政と医

療、地域の支援者が集まって協議できる場がない等、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構

築に含まれる地域移行や定着に向けた取組みが十分にはできていない状況である。 

 

（２）社会復帰促進事業の経過（資料１参照） 

 

（３）精神保健福祉に関する地域診断に基づいた地域の課題 

①管内の市町村では、相談支援事業所や地域包括支援センターなど地域の支援者や医療機関との連携、

保健所との連携、地域包括ケアシステムや精神疾患、精神障害に関する知識の習得、相談窓口の明

確化ができていない等の課題がある。 

 

                            （R5.2.3 行政職員研修会配布資料より） 
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②田川圏域では、1 年以上の長期入院者の割合が全体の 65％を占めている。また、65 歳以上の高齢

者の患者割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3 か月未満】        【3 か月以上 1 年未満】    【1 年以上】 

 

 

 

 

 

 

（R2 年度 ReMHRAD より） 

 

③精神障害者の地域移行を進めるにあたり、長期入院から地域への退院については、環境が変わるこ

とへの本人の不安があること、入院に至るまでに本人への対応で家族が疲弊してしまい、退院に向

けての家族の協力、理解が得られにくいこと、8050 問題等本人家族の高齢化により社会復帰に向

けての意欲が減退している等、複数の要因が影響して地域移行が進んでいない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 2 年度管内の精神科病院を対象に行ったアンケート結果より） 

 

④措置入院者に対する退院後支援計画について、対象者の病識の欠如や高齢による認知機能の低下な

どから計画作成の同意を得ることが困難なケースが多い。また、措置解除ができても退院可能なま

でに症状が落ち着かないため、引き続き入院加療の必要性があり退院の目途が立たない等の理由か

ら、計画を作成して支援できている対象者が少ない。 

全年代
６５歳
未満

６５歳
以上

全年代
６５歳
未満

６５歳
以上

全年代
６５歳
未満

６５歳
以上

田川市 52 15 37 63 13 50 287 65 222
福智町 38 7 31 43 5 38 108 26 82
添田町 13 2 11 6 0 6 29 5 24
川崎町 18 4 14 26 3 23 75 13 62
大任町 4 1 3 3 1 2 13 1 12
糸田町 6 0 6 10 0 10 22 5 17
香春町 6 1 5 8 0 8 22 4 18
赤村 0 0 0 5 1 4 5 2 3
田川圏域計 137 30 107 164 23 141 561 121 440
構成割合（％） 15.8 22 78 19 14 86 65 22 78

福岡県 3,155 3,040 10,525 5,555 11,165
構成割合（％） 18.9 18.2 62.9

１年以上
入院患者数（人） 入院患者数（人） 入院患者数（人）

住所地
３ヵ月未満（急性期） ３ヵ月以上１年未満
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【図１】 

 

 

 

 

 

 

 

⑤支援者が対象者の異変に気付いても、必要な医療に繋げる等の早めの対処行動をとる必要性を理解

できずに措置入院となっていた事例がある。 

 

２ 各事業の実施状況及び今後の方針 

（１） 精神障がい者社会復帰促進事業 

〇精神障害者地域支援関係機関研修会 

  実施日時：令和５年１月２７日（金） 

  対  象：精神障害者の社会復帰を支援する者 

       市町村障害福祉担当課、精神科医療機関 PSW、地域包括支援センター、 

基幹相談支援センター、相談支援事業所、就労支援事業所 

  内  容：第１部 情報提供 

       「精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムとは？」 

       福岡県田川保健福祉事務所 健康増進課 精神保健係 岩井 咲姫 

       第２部 事例紹介 

       「精神障がい者の地域生活に向けての支援について」 

       田川地区障がい者基幹相談支援センター 相談員 久米 隆広 氏 

       第３部 意見交換会 

  参加機関：【所属】               【職種】 

 

 

 

 

 

今後の課題 

・これまで実施した研修会や会議において、市町村職員の参加が少ないため、今回は直接市町村の

担当課に訪問して研修会の案内を行った。しかし、参加者はほとんどが相談支援事業所の相談員

で、市町村や医療機関からの参加は少なかった。今後は対象者を絞るとともに、その対象者が出

席できるよう日程調整を行うなどの配慮も行う必要がある。そして、その対象者に合った内容の

研修を実施するために、アンケートの実施や引き続き日頃の業務で顔の見える関係づくりや課題

に感じていることの共有を行っていく。 

・今後の要望として、引き続き地域の支援者同士の情報交換の場や医療機関との情報共有の場を望

む意見がある。顔の見える関係づくりや地域包括ケアシステムについての理解を得るためには、

地域の支援者同士が意見交換できる場を継続して調整する必要があると考える。 

退院後支援計画実施状況（R4.4.1～R5.3.31）

20
17

うち、同意が得られた件数　(件) 4
2
2
2

1

1年度途中で支援が中止となった件数　(件)

措置入院(緊急措置入院のみを含む)患者数　(人)

計画作成に同意するかどうか本人へ確認を行った件数　(件)

年度末時点において計画作成中の件数　(件)

会議を開催した件数　(件)

計画を交付した件数　(件)

計画に基づく支援を終了した件数　(件)
　（転居等で他保健所等へ計画を引き継いだ場合を含む）
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（２）退院後支援事業 

  〇退院後支援計画について 

   実施状況：【図１】を参照 

   今後の課題 

   ・地域の課題④で記載した内容と同様。病識の欠如や高齢による認知機能の低下などから計画作

成の同意を得ることが困難なケースが多い。また、病状が安定しないために退院できないこと

で、計画の実施までに至っていない事例も多い。計画実施までに至った事例については、今後

も引き続き地域の支援機関とともに取り組んでいく。 

 

（３）その他の取組 

  〇処遇プラン普及事業について 

   実施状況：管内精神科６病院のうち、２病院において作成。 

        （１病院から３事例、１病院から１事例について報告あり。） 

   今後の課題 

   ・処遇プランを作成していない病院に理由を確認すると、どの病院も「対象者がいないため」と

の回答だった。 

   ・地域の課題②と③より、高齢者の長期入院患者が多いことや複数の要因によって退院できてい

ない状況から、処遇プランを用いた退院支援について研修会を行う。地域移行できそうなケー

スの検討や積極的に処遇プランを活用して退院促進に取り組む必要性について周知する必要

がある。 

 

（４）社会復帰促進事業促進のための今後の方針 

 ・地域の課題①、②、③、⑤に対して、下記会議と研修会を実施予定。 

〇精神障がい者社会復帰促進事業について  

・精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムに関する担当者会議 

   実施日時：令和５年５月２９日（月）１４：００～１６：００ 

   対  象：管内市町村の精神保健福祉担当課 

   内  容：第１部 情報提供 

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた行政の役割」 

福岡県田川保健福祉事務所 健康増進課 精神保健係 岩井 咲姫 

第２部 担当者会議 

（1）保健所の精神保健福祉事業について 

（2）各市町村の障害福祉計画に基づいた地域包括ケアシステムの取組み状況と課題の

確認 

 〇処遇プラン普及事業について 

 ・退院促進に向けた医療機関職員研修会 

  実施日時：令和５年１０月下旬 

  対  象：管内精神科医療機関の看護師と精神保健福祉士 

  内  容：第１部 事例紹介 

       「処遇プランを用いた退院支援」 

       第２部 意見交換会 
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・地域の課題④、⑤に対して、下記の取組みを今後も行う。 

〇ケース会議の実施 

 支援者同士の役割確認や状態悪化のサインとその時の対応について確認する。 

〇支援者同士の情報共有 

〇精神保健福祉センター等で行われる研修会等の案内周知 

〇事例検討会 

 対応困難事例について関係者で集まり、統一した支援方針や具体的な支援内容について確認する。 

 

３ 社会資源名簿（資料２を参照） 
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資料１
年
度

日時 内容 対象者
参加人数

（当課を含まず）

第1回
H2１年9月16日（水）
14：00～16：00

事前ミーティング
H21年12月3日（水）
14：00～16：00

第2回
H22年1月20日（水）
14：00～16：00

第3回
H22年３月17日（水）
14：00～16：00

田川地区精神障害者地域支援関係機関実務担当者会議
＜第１回＞
・会議の主旨説明　　　・委員自己紹介　　・他の地域の概況説明

＜事前ミーティング＞
・第2回のテーマ･内容の検討及び今後の方向性について情報交換

＜第２回＞
・事業目的の確認
・市町村及び精神科病院相談窓口一覧表の提示
・疾患の理解「統合失調症とは」（統合失調症のDVD視聴）
・事例紹介

＜第３回＞
・「地域体制整備コーディネーター・行政担当者第２回全国研修会」報告
・長期入院被保護者社会復帰促進事業の事例を通して活動内容紹介
　　当所社会復帰CAより

・精神科病院、市町村、地域活動支援センター、相
談支援事業所、障害者就業・生活支援センター、
訪問看護ステーション の担当者２０名
・オブザーバー（精神保健福祉センター１名、当所
保護課職員２名）

第１回
委員：17名
オブザーバー：３名

事前ミーティング
委員：3名
オブザーバー：１名

第２回
委員：16名
オブザーバー：2名

第３回
委員：1６名
オブザーバー:4名

・市町村及び精神科病院の相談窓口一覧表を作成

H23年3月24日
14:00～15:05

田川地区精神障害者地域支援関係機関会議（代表者会議）
・精神障害者地域支援事業（福岡県田川保健福祉事務所）の概要について
・田川地区精神障害者地域支援関係機関会議実施要領について
・実務担当者会議及び個別支援会議の報告
・国の動向について（精神保健福祉センターより）

筑豊管内精神科病院院長
市町村の精神障がい福祉担当課長
家族会会長
地域活動支援センター所長
　など委員１７名

委員14名

事前ミーティング
H22年11月4日（木）
14：00～15：40

第1回
H22年11月17日（水）
14:00～16:00

事前ミーティング
H２３年２月１７日
14:30～16:00

第2回
H23年3月10日（木）
14:00～16:00

実務担当者会議
＜第１回会議事前ミーティング＞
・第1回の内容の検討

＜第１回＞
・精神障害者地域支援事業（福岡県田川保健福祉事務所）の概要について
・田川地区精神障害者地域支援関係機関会議実施要領について
・精神障害者地域支援事業（福岡県田川保健福祉事務所）イメージ図について
・個別支援事例の選定基準、事例提出様式、連絡の具体的方法について
・地域生活のための課題と対応策の検討（グループワーク第１回）

＜第２回会議事前ミーティング＞

＜第２回＞
・個別支援会議の報告
・国の動向について（精神保健福祉センターより）
・地域生活のための課題と対応策の検討（グループワーク第２回）

・精神科病院、市町村、地域活動支援センター、相
談支援事業所、障害者就業・生活支援センター、
訪問看護ステーション の担当者２０名
・オブザーバー（精神保健福祉センター１名、当所
保護課職員２名）

事前ミーティング
委員：４名
オブザーバー：１名

第１回
出席者：１５名（欠席８
名）

事前ミーティング
オブザーバー：２名

第２回
出席者：１７名（欠席
者６名）

個別支援会議（事例検討会議）
・4事例8回
・事例に定義を設け、実施

・病院担当者（主治医、PSW、看護師)
・個別に応じて、当所保護課CW、市町村保健師、
相談支援事業所PSW
・必要時、施設スタッフ、民生委員、（場合によって
は本人・家族）等

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂

H24年2月27日（月）
14:00～15:22

田川地区精神障害者地域支援関係機関会議（代表者会議）
・H23年度田川地区精神障害者地域支援事業の報告
　　実務担当者会議及び個別支援会議の報告
　　　　＊長期入院患者退院促進事業の状況について（保護課所管事業）
　　今後の予定
・意見交換
・精神医療保健福祉の動向について

精神科病院院長
市町村の精神障がい福祉担当課長
家族会会長
地域活動支援センター所長
　など委員１７名

委員13名

第１回
H23年10月5日（水）
14:00～16:10

第２回
H24年2月20日（月）
14:00～16:00

実務担当者会議
＜第１回＞
・H22年度田川地区精神障害者地域支援事業の報告
・個別支援会議の経過報告
・地域生活のための課題と対応策について（話題提供及び意見交換）
　話題提供１　「精神科病院での退院支援と地域での関わりについて」
　　一本松すずかけ病院　永井PSWより
　話題提供２　「相談支援事業の現状と課題について」
　　相談支援事業ゆう　相談支援専門員　三宅氏より
・精神障害者を取り巻く障害者施策の動向について
　　精神保健福祉センターより

＜第２回＞
・個別支援会議の経過報告
・地域生活のための課題と対応策について（話題提供及び意見交換）
　話題提供１　「田川地区における生活保護の現状について」
　　当所保護課　舩津課長より
　話題提供２　「福岡県長期入院被保護者社会復帰事業について
　　　　　　　　　　～精神障害者の社会復帰の現状と課題～」
　　当所社会復帰CAより

・精神科病院、市町村、地域活動支援センター、相
談支援事業所、障害者就業・生活支援センター、
訪問看護ステーション の担当者２０名
・オブザーバー（精神保健福祉センター１名、当所
保護課職員２名）

第１回
出席者１９名

第２回
出席者２２名

個別支援会議（事例検討会議）
・５事例について実施
・（参考）当所における個別ケース会議
①地域移行支援　　　･･･５件
②地域移行･定着支援 ･･･５件
③地域定着支援　　　･･･３件
④その他　　　　　　･･･６件
実件数：１９件　会議開催延件数：６９件

・病院担当者（主治医、PSW、看護師）
・生活保護担当職員
・自立支援事業所職員

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂
田川地区精神障害者地域支援関係機関会議
①情報提供「精神障害者を取り巻く施策の動向
　　　　　　　　～障害者自立支援法及び精神医療の改革～」
　　　福岡県精神保健福祉センター　技術主査　原田　優美子氏
②情報交換「地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）の進捗状況」
　　話題提供（その１）行政の立場から
　　　香春町福祉課福祉係　主査　安藤　芳文氏
　　話題提供（その２）相談支援事業所の立場から
　　　ゆう　相談支援専門員　三宅　京子氏

・精神科病院（６箇所）
・障害者自立支援法における指定特定相談事業
所及び指定一般相談事業所（１０箇所）
・訪問看護ステーション（１４箇所）
・障害者就業・生活支援センター（１箇所）
・市町村の障害者自立支援担当課及び保健事業
担当課
・当所保護課

39名

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂
・田川市郡指定相談支援事業情報交換会への参加

H25年3月6日（水）
14：00～16：00
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23
年
度
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H26年3月6日
13：30～16：00

地域支援関係機関会議
①講話「精神保健福祉法の改正と地域移行」
　　福岡県立大学　教授　住友　雄資氏
②講話「地域で生活する精神しょうがい者の方」
　　NPO法人ハートフルボイス　理事長　村上　拓氏

・精神科病院
・市町村（地域包括支援センター含む）
・相談支援事業所
・障害者就業・生活支援センター
・訪問看護ステーション

46名

H26年2月21日
14：00～16：00

地域支援関係機関研修会
①講話「改正精神保健福祉法について」
　　精神保健福祉センター
②講話「精神科病院における患者の退院支援・調整のシステム化と事例報告」
　　太宰府病院

・精神科病院
・市町村
・相談支援事業所
・精神保健福祉センター

99名

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂

第1回
H26年11月19日(水)
10：00～12：00

第2回
H27年3月19日(木)
14：00～16：05

地域支援関係機関会議
＜第1回＞
①情報交換
・自己紹介
・退院後生活環境相談員の業務内容等
・医療保護入院者退院支援委員会の開催状況等
・その他
②情報提供　「たていわ病院における退院支援の取り組み状況について」
　たていわ病院　精神保健福祉士　松藤　智恵子氏

＜第2回＞
①講話　「改正精神保健福祉法における医療と福祉の連携」
　相談支援事業ピアッツァ桜台　精神保健福祉士　前田　秀和氏
②意見交換（グループワーク）
　テーマ「医療と福祉の連携について～それぞれの立場でできること～」

・精神科病院
・市町村
・相談支援事業所
・当所社会福祉課

第1回
14名

第2回
22名

H27年1月30日(金）
14：00～16：00

地域支援関係機関研修会
講話　「精神疾患の理解と対応～統合失調症と気分障害を中心に～」
　精神保健福祉センター　 所長　楯林　英晴氏

・市町村（地域包括支援センター含む）
・相談支援事業所
・就労支援事業所
・グループホーム
・救護施設
・当所保護課

50名

関係機関への聞き取り及びアンケート調査
①多淫支援の取組み状況等を把握
②グループホームへのアンケート調査（精神障害者の受け入れ状況等）

①・精神科病院
　・相談支援事業所
　・田川市
②グループホーム（23か所⇒回答19か所）

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂

第1回
H27年11月5日(木)
13：30～15：30

第2回
H27年12月21日(月)
13：30～15：30

地域支援関係機関会議
＜第1回＞
①情報提供　「精神保健福祉法の基礎知識」
　　精神保健福祉センター　相談指導課長　糸瀬　孝子氏
②グループワーク　「地域の支援機関の役割について」

＜第2回＞
①情報提供　「障害者福祉施策の概要及び社会資源の基礎知識」
　　精神保健福祉センター　参事　櫻木　初美氏
②田川地区精神保健福祉社会資源の説明
③事例検討　「精神症状がある未受診の高齢者への支援について」

・精神科病院
・市町村
・相談支援事業所
・居宅介護支援事業所
・訪問看護事業所

第1回
29名

第2回
20名

H27年11月26日(木)
13：30～16：00

地域支援関係機関研修会
①講話　「精神疾患の基礎知識と対応について」
　　精神保健福祉センター　精神科医師　藤本　昌大氏
②情報交換
・精神障がい者との関わりの中で困っていること等

・精神科病院
・市町村
・相談支援事業所
・就労支援事業所
・居宅介護支援事業所
・グループホーム
・訪問看護事業所

47名

第1回
H28年8月18日(木)
精神保健福祉部会時

第2回
H28年11月22日(火)

第3回
H29年2月28日(火)

精神障害者地域支援関係機関会議
＜第1回＞
①情報提供
　管内関係機関の社会復帰（地域移行・地域定着）取り組み状況
　こころの健康手帳、処遇プラン事例集の紹介
②地域生活支援拠点について情報提供（田川市から）
③地域移行機能強化病棟の紹介（見立病院から）

＜第2回＞
①講話「精神疾患の基礎知識と対応について」
　一本松すずかけ病院　精神保健指定医　島子　智之氏
②事例検討（グループワーク）
③その他情報提供

＜第3回＞
①情報提供
②講話「地域移行・地域定着に向けて」
  大川病院地域連携室　精神保健福祉士　刀根　祐一氏
③その他情報提供

第1回
精神保健福祉部会出席者（市町村、特定相談支
援事業所、田川市社協、見立病院、上野病院、田
川市郡民生児童委員協議会、わかば会、警察）

第2回
・精神科病院
・訪問看護事業所
・相談支援事業所
・就労支援関係事業所

第3回
・精神科病院（退院後生活環境相談員）

第1回
14名

第2回
35名

第3回
10名

H29年1月27日(金)
病院内研修会
①情報提供「管内の状況及び事業について」
②講話「地域移行・地域定着に向けて～処遇プランを用いて～」
  大川病院　精神保健福祉士　刀根　祐一　氏

見立病院職員 51名

H28年7月～8月実施
アンケート調査
＜方法＞
調査用紙の郵送及び電話
＜調査項目＞
・各市町村の自立支援協議会の実施状況、利用計画策定件数、地域移行・地域定着支
援件数
・各相談支援事業所の地域移行・地域定着支援の状況
・各精神科病院の退院支援委員会、地域移行・地域定着支援の状況
・各グループホームの精神障がい者の受け入れ状況等

・市町村
・精神科病院
・相談支援事業所
・グループホーム

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂
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H30年1月30日(火) 精神障がい者地域支援関係機関研修会
講話「パーソナリティ障害の理解と関わり方」
　福岡県立大学人間社会学部　教授　小嶋　秀幹氏

64名

H29年2月8日(木) 精神障がい者地域支援関係機関会議
１管内の情報提供
①「田川管内の地域移行・地域定着について」
　　田川保健福祉事務所
②「処遇プラン事例を活用した地域移行・地域定着支援
　　の取組について」
　　英彦山病院　院長　原口　聖氏
　　英彦山病院　医療連携相談室長　川越　愼吾氏
　　障害者就労移行支援サービスウイング　所長　中野　妙子氏
２演習
　処遇プラン作成

30名

H29年11月15日(水)
院内研修
①情報提供（こころの健康手帳、処遇プラン等）
②講話「地域移行・地域定着に向けて～処遇プランを用いて～」
　大川病院地域連携室　精神保健福祉士　刀根　祐一氏

一本松すずかけ病院職員 84名

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂
・田川市障害者総合支援協議会相談支援部会への参加

H30年10月1日(月) 精神障がい者社会復帰促進事業企画会議
意見交換会
①各機関での取組みにおける課題
②今後の精神障がい者社会復帰促進事業について
③その他

精神科病院
訪問看護事業所
相談支援事業所
グループホーム
就労支援事業所

10名

H30年12月14日(金) 田川地区精神障がい者地域支援関係機関会議
①講演「退院意欲のあがる地域協働による退院支援」
　油山病院　地域医療連携部課長　内野　秀雄氏
②意見交換会
　

精神科病院（看護師・PSW等）
指定一般相談支援事業所（相談員等）
当所退院コーディネーター

22名

H31年3月14日(木) 精神障がい者地域支援関係機関研修会
１情報提供
①「精神障がいのある人の退院後支援について」
　　精神保健福祉センター　社会復帰課長　安在　晴美氏
②「田川地域の地域移行・地域定着における現状・課題について」
　　田川保健福祉事務所
③「処遇プランを活用した取組みについて」
　　一本松すずかけ病院　精神保健福祉士　片桐　絹代氏
２演習：処遇プランの作成
ファシリテーター　英彦山病院　医療連携相談室長　川越　愼吾氏

精神科病院
訪問看護事業所
相談支援事業所
グループホーム
就労支援事業所
市町村
当所退院コーディネーター

34名

H30年11月29日(木)～12
月7日(金)

アンケート調査
＜方法＞
調査用紙をファックス又は電子メールで返送
＜調査項目＞
・過去3年間（H27～29年）の退院状況（年齢別、入院期間別、退院先別）
・相談支援事業所との連携した支援について（どの時点で連絡をしているか、連携
において感じている課題）

精神科病院

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂
・田川市障害者総合支援協議会相談支援部会への参加

第1回
R1年12月12日(木)
13：30～15：45

第2回
R2年1月30日(木)
15：00～17：05

田川地区精神障がい者地域支援関係機関会議
＜第1回＞
①活動紹介
②情報提供
「田川管内の地域移行・地域定着の現状・課題」
　　田川保健福祉事務所　健康増進課　精神保健係
「田川管内の地域移行支援の取組み状況」
　　一本松すずかけ病院　精神保健福祉士　宮坂　彰子氏
　　相談支援事業ゆう　　相談支援専門員　大塚　孝史氏
③グループワーク「田川管内で地域移行・地域定着が進まない一番の問題点はどこ
だろう？」

＜第2回＞
事例検討会
テーマ「長期入院患者の地域移行」
事例提供者　一本松すずかけ病院　精神保健福祉士　宮坂　彰子氏
アドバイザー　うえむらメンタルサポート診療所　院長　上村　敬一氏

精神科病院
指定一般相談支援事業所
グループホーム
訪問看護ステーション
市町村
田川公共職業安定所
当所退院コーディネーター

第1回
26名

第2回
24名

R2年2月21日(金)
14：00～16：05

PNC兼精神障がい者地域支援関係機関研修会
講演「アンガーマネジメント」
　新行橋病院　診療心理士　平﨑　典子氏

筑豊管内の精神科病院・クリニック
嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所

64名

R1年7月30日(火)
13：30～14：50

出前講座（第1回田川圏域支援関係機関勉強会における講演）
（主催：障害者就業・生活支援センターじゃんぷ）
①「地域移行支援の取組みと関係機関との連携について
　　～田川圏域の現状と今後について～」
　　田川保健福祉事務所　健康増進課　精神保健係
②「地域移行支援の取り組み～当院での退院支援において～」
　　一本松すずかけ病院　精神保健福祉士　福岡　麻美氏
③「地域移行支援の取組みと関係機関との連携について
　　～田川圏域の現状と今後について～」
　　相談支援事業ゆう　精神保健福祉士　大塚　孝史氏

・障害者就業・生活支援センターじゃんぷ
・就労移行支援事業所
・相談支援事業所
・精神科病院
・社会福祉協議会
・高等学校
・困りごと相談室
・当所保護課ACR

24名

・田川地区精神保健福祉社会資源名簿の改訂
・田川市障害者総合支援協議会相談支援部会への参加
・一本松すずかけ病院及び相談支援事業ゆうとが連携し、モデル的に取組む地域移
行支援に対する取組み（取組み促進に向けた調整、進捗状況の把握、会議等での報
告）
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・田川地区精神保健福祉社会資源情報一覧の作成
・田川地区自立支援協議会事務局会議、相談支援部会、地域支援部会への参加

・市町村ヒアリング（こころ室依頼で全市町村実施） 管内８市町村担当部署へ実施。

・医療機関へのアンケート調査 管内の精神科病院（６病院）

・田川地区精神保健福祉社会資源情報一覧の作成
・田川地区自立支援協議会事務局会議、相談支援部会、地域支援部会への参加

相談支援事業所の職員、GHの職員、基幹相談支
援センターの職員

・田川地区自立支援協議会事務局会議、相談支援部会において、「精神障がいにも対応
した地域包括ケアシステム」の国の動向や管内の状況、課題について問題提起

相談支援事業所の職員、GHの職員、基幹相談支
援センターの職員

・現任教育研修を兼ねた事例検討会の実施　 管内市町村の保健師、訪問看護、地域包括支援
センター、所内保健師を中心とした職員

R5年1月２７日（金）
14:00～16:00

〇精神障害者地域支援関係機関研修会
1部 情報提供「精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムとは？」
2部 事例紹介「精神障がい者の地域生活に向けての支援について」
3部 意見交換会

精神障害者の社会復帰を支援する者
（市町村障害福祉担当課、PSW、地域包括
支援センター、基幹相談支援センター、相談
支援事業所、就労支援事業所）

１7人

・田川地区精神保健福祉社会資源情報一覧の作成
・相談支援部会、地域支援部会への参加
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資料２ 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田川地区精神保健福祉社会資源情報一覧 

相談機関

令和５年６月時点 

管轄地域 名　　称 担　当　部　署 住　　所 電話

田川郡 福岡県田川保健福祉事務所保護課 田川市伊田3292-2 42-9311

田川市
田川市福祉事務所
（田川市役所）

生活支援課 田川市中央町1-1 44-2000

＜福祉事務所：生活保護に関する窓口＞

<地域包括支援センター>
名　　称 住　　所 電話

田川市地域包括支援センター 田川市大字伊田2735-13 スマイルプラザ田川内 42-9420

香春町地域包括支援センター 香春町高野994　　なごみの杜 32-2855

添田町地域包括支援センター 添田町大字添田1247－1 41-3888

糸田町地域包括支援センター 糸田町1971番地1　　糸田町社会福祉センター内 26-9090

川崎町地域包括支援センター 川崎町大字田原804番地 72-3155

大任町地域包括支援センター 大任町大字大行事3090 41-8060

赤村地域包括支援センター 赤村大字内田1188　赤村役場内 62-3330

福智町地域包括支援センター 福智町金田1272番地1 22-9502

名　　称 担　当　部　署 住　　所 電話

福岡県田川保健福祉事務所 健康増進課　精神保健係 田川市伊田3292-2 42-9307

田川市役所 高齢障害課　障害者支援係 田川市中央町1-1 85-7130

田川市保健センター 保健福祉課　保健センター 田川市大字伊田2550-1 44-8270

香春町役場 保険健康課　健康づくり係 香春町大字高野994 32-8401

健康子育て応援課
健康・子ども保健係

31-5001

福祉環境課
福祉・障がい者支援係

82-1232

糸田町役場 子育て支援課 糸田町1975-1 26-1233

糸田町保健センター 健康福祉課　保健衛生係 糸田町1971-1 49-9020

川崎町役場 福祉課　福祉係 川崎町大字田原789－2 72-3000

川崎町保健センター 健康づくり課　健康促進係 川崎町大字田原804 72-7083

住民課　衛生係 63-3003

福祉課　福祉係 63-3004

住民課　健康増進係

住民課　福祉環境係

高齢障がい福祉課　障がい者福祉係 22-7762

赤村役場 赤村大字内田1188 62-3000

<行政機関>　　　　　　

福智町役場

健康子育て支援課　こどもみらい係
健康子育て支援課　　　　　　健康係 福智町金田937－2

22-3700

添田町役場 添田町大字添田2151

大任町役場 大任町大字大行事3067

<社会福祉協議会>
名　　称 住　　所 電話

田川市社会福祉協議会
田川市大字伊田2735-13
スマイルプラザ田川内

44-5757

香春町社会福祉協議会
香春町大字高野727
地域福祉センター「香泉荘」内

32-4616

添田町社会福祉協議会
添田町大字添田1573
ふれあいの館そえだジョイ

88-2511

糸田町社会福祉協議会
糸田町1971-1
糸田町社会福祉センター内

26-4540

川崎町社会福祉協議会
川崎町大字田原804
川崎町総合福祉センター内

72-5244

大任町社会福祉協議会
大任町大字大行事3090
老人福祉センター内

63-4828

赤村社会福祉協議会
赤村大字内田1199
赤村役場内

62-3004

福智町社会福祉協議会
福智町金田1154-2
金田社会福祉センター内

22-6631

<就労について>
名　　称 住　　所 電話

障害者就業・生活支援センター
じゃんぷ

田川市大字夏吉
4205-3

23-1150

ハローワーク田川 田川市弓削田184-1 44-8609

筑豊若者サポートステーション
飯塚市吉原町6番1号
あいタウン3Ｆ

0948-26-
6711

※若者サポートステーションについては対象年齢が１５～４９歳まで。

名　　称 住　　所 電話

田川警察署 田川市平松町3-36 42-0110

<警察署>

電話

42-7606
（会長宅）

名　　称
田川地域精神障がい者家族会
（わかば会）

<家族会>

名　　称 住　　所 電話

ゆう・もあ 田川市大字夏吉4205-7 46-9505

※発達障害児者及びその家族、支援者への支援や相談
を行っています。診断を受けていない方も利用できます。

<福岡県発達障がい者支援センター>

名　　称 住　　所 電話

田川市　生活支援課　自立支援係
（市民ふれあい支援センター）

田川市中央町１番１号 85-7126

福岡県自立相談支援事業所
（嘉穂郡・田川郡）　困りごと相談室

田川市伊田3292番地13
田川保健所別館1Ｆ

44-8631

<生活困窮者自立相談支援機関>

<住まいついて>
名　　称 住　　所 電話

一般社団法人 そーしゃる・おふぃす
宮若市本城405番地
光不動産ビル201号

0949-28-8102

※住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への住宅の情報提供、入居相談等の居住支
援法人。
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名　　称 住　　所 電話

福岡県ひきこもり
地域生活支援センター

春日市原町3‐1‐7
南側2階

092‐582‐
7510

不登校・ひきこもりサポートセンター
（福岡県立大学）

田川市伊田4395 42‐1346

ひきこもり地域支援センター
サテライトオフィス

田川市猪国2559 45‐1155

<ひきこもりについて> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関

<基幹相談支援センター>
名　　称 住　　所 電話

田川地区障がい者基幹相談支援センター
田川市大字伊田２７３５-１３
（ｽﾏｲﾙﾌﾟﾗｻﾞ内）

23-0400

名　　称 住　　所 電話

福岡県精神保健福祉センター 春日市原町3‐1‐7　南側2階 092-582-7510

※県民の精神的健康の保持増進、精神障害者の自立・社会参加促進の援助を総合的
に推進すること目的とした施設。その他、調査研究、組織の育成、精神保健福祉手帳等
の事務も行っています。

名　　称 住　　所 電話
地域移行
定着担当

ゆう 田川市川宮１５２４番地の８ 46-2678 〇

障がい者支援センターくれそん 田川市夏吉4205番地3 46-9503 〇

西友苑相談支援事業 田川郡福智町大字神崎１５３３番地の１５１ 22-3939 〇

振風苑 田川郡福智町伊方4050番地 47-3000

障がい者相談支援センター　リンクサービス 田川市奈良１５２９－２２３ 48-1223 〇

株式会社　よろこび 田川郡大任町大字大行事3090 41-8030

ほほえみ 田川市大字夏吉字長尾4203番地の3 50-7177 〇

相談支援センター　ムーンサークル 田川市糒字坂本1237番地の3 42-6300

相談支援センターオレンジ 田川郡添田町野田１４９４番地の１ 82-4443 〇

つくしの里相談支援センター 田川市川宮852番地8 85-8858

相談支援事業所　ひかり 田川郡福智町神崎708番地 22-5529

相談支援事業所　たっくの森 田川郡川崎町大字田原１３８２ 72-7599

香春町社会福祉協議会　障がい者相談支援事業所 田川郡香春町大字高野７２７番地 32-4616

相談支援センター　アイリス 田川郡川崎町大字池尻４５７－１ 49-1122

相談支援センター　アイオーン 田川市川宮１５２４－９ 23-0333

川崎町社会福祉協議会障害者相談支援事業所 田川郡川崎町大字田原804番地 72-5244

相談支援事業所くりえいと 田川市大字弓削田3237番地 85-8080

相談支援事業所ひかり 田川郡川崎町大字川崎529-3 72-5085

相談支援事業所　太陽の家 田川市宮尾町11-11 85-8703

相談支援事業所　Ｇ－on 田川郡糸田町１０４５－２４ 26-2136

相談支援センター　ぷらす 田川市夏吉348番地 88-9178

あっとほーむ 福岡県田川郡糸田町中糸田2448-1 26-9200

相談支援ステーション　リリ 田川市千代町１－１０ 23-2255

相談支援事業所　陽なたぼっこ 田川市夏吉２１３３番地 080-4938-9782

相談支援ステーション里ごころ 田川市夏吉７４９番地１０ 23-2332

相談支援せんたーゆあーず 田川郡川崎町大字安眞木字土畑3783番地3 23-0326

ひかり相談支援事業所 田川郡川崎町池尻395-1 23-0634

相談支援事業所えがおに 田川郡添田町桝田1552番地の5 31-2017

相談支援センター　コムサポート 田川郡赤村大字内田817 080-7985-6866

相談支援事業所はる 田川市伊田2717番地9010号 85-8864

<相談支援事業所>

名　　称 住　　所 電話 デイケア
デイナイト

ケア
ショート
ケア

訪問看護

一本松すずかけ病院 田川市夏吉142 44-2150 〇 〇 〇

大法山病院 田川市猪国690 42-1929 〇 〇 〇 〇

見立病院 田川市大字弓削田3237 44-0924 〇 〇 〇 〇

英彦山病院 添田町大字中元寺844-14 82-1300

上野病院 福智町上野3420 28-2182 〇

田川慈恵病院 福智町弁城3552 22-1887 〇

<精神科病院>

資料２ 
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通所施設

<訪問看護ステーション>
名　　称 住　　所 電話

ひな訪問看護ステーション 田川市伊田1126-6 42-1183

医療法人昌和会　訪問看護ステーション
であい

田川市弓削田940番地1 42-8481

暖家の丘
訪問看護ステーション

田川市糒824番地20 49-0533

訪問看護ステーション
はれるや

田川市日の出町8番10号 85-9071

えくぼ訪問看護ステーション
田川糒営業所

田川市大字糒1892 23-0301

訪問看護ステーション
リアン

田川市千代町8-4
丸の内ビル3階

85-9853

訪問看護ステーション慈愛 田川市大字伊加利1955-26 85-8954

訪問看護ステーション　ここあ 田川市弓削田3299番地 23-0838

訪問看護ステーション　リリ 田川市千代町1-10 23-2245

訪問看護ステーション
あけぼの

香春町中津原1251番地1 32-3202

はろうず訪問看護ステーション 香春町中津原1246番地17 32-5275

株式会社
眞希訪問看護ステーション

添田町庄2180番地1 31-4237

りはなす
訪問看護ステーション

糸田町上糸田2241番地9 85-8110

さん愛訪問看護ステーション 香春町大字香春1660－1 46-3151

名　　称 住　　所 電話

ゆらら
訪問看護ステーション

川崎町川崎337-10 72-6577

あい愛田川訪問看護ステーション 川崎町池尻993-1 23-1511

訪問看護ステーション　りぼん 川崎町川崎字古大日823番地4 23-0607

訪問看護ステーション　花楓 福智町伊方4845－1 75-8965

あやめ訪問看護ステーション 福智町弁城2127-2 85-8941

えくぼ訪問看護ステーション 福智町上野3679-3 85-8331

訪問看護ステーション　すなお 福智町神崎1098番地237 22-0011

訪問看護リヴ 福智町赤池628番地 28-4733

Ｌux（ルークス）訪問看護ステーション 福智町伊方2811番地 23-2907

NPO法人
むゆうげん訪問看護一会

田川市大字夏吉1205番地１１ 45-7500

ルピナス
訪問看護ステーション

添田町大字添田1242‐21 82-2130

訪問看護ステーションわんず 田川市大字伊加利1955‐56 88-9134

ユートピア訪問看護リハビリステーション 赤村大字内田346‐5 41-1001

訪問看護ステーションカルム 田川市糒2279－5 23-0561

<医療機関による相談窓口>　※無料

名　　称 住　　所 電話

こころの相談センターすずかけ
香春町大字中津原1810－1 0120－180－322

※平日（月曜日～金曜日）10時～12時、14時～16時（要予約）



※平日（水曜日～金曜日）17時～20時（1回30分、予約無し対応可）

※第1・第3土曜日14時～16時（来所相談可、予約無し対応可）

名　　称 電話

こころのホッとダイヤル（大法山病院）
080－1655－5127

※平日（月曜日～金曜日：祝日等を除く）10時～16時

名　　称 住　　所 電話 就労移行支援 就労継続支援(A型) 就労継続支援(B型)

ジョブサポートみろく 田川郡福智町弁城２６４１番地６ 22-3221 〇 〇 〇

障害者支援サービス　ウイング 田川市弓削田１７６５－６ 45-0600 〇

トータルライフサポートあゆみ 田川郡福智町赤池４１８番地２７ 28-5068 〇

たいよう 田川郡川崎町田原１２８－４ 73-9111 〇 〇

ぱねっと 田川郡添田町添田２１４１－２ 31-3100 〇

ドリカムサポート田川 田川市栄町１番５号 85-8286 〇

障がい者就労支援センタ－　あいジョブ 田川郡添田町添田1267－1 31-4245 〇

就労継続支援A型事業所ベストスマイル 田川市本町３－１ 23-0143 〇

azul 川崎 田川郡川崎町川崎２７７１番地３ 23-0671 〇

寺子屋作業所　ほのぼのの家 田川市弓削田８００番地４ 42-8076 〇

つくしの里 田川市大字川宮１５２４番地の１０ 44-5615 〇

瑞穂学園 田川郡赤村大字内田１４７４番地 62-2129 〇

のぞみの里就労支援事業所 田川郡大任町大字今任原字向ヶ迫３４０１番地１２９ 63-4567 〇

多機能型事業所千樹の森 田川市大字奈良１５２９番地２２３ 50-8200 〇

すみれアクティブセンター 田川郡川崎町池尻１３１３－４５ 50-8415 〇

秀峰園 田川郡川崎町大字川崎字六郎原１４３０番地の１ 72-5615 〇

第２つくしの里 田川市大字川宮１５２４番地の１０ 42-9479 〇

香春学園 田川郡香春町大字中津原字福井２９２－１番地 32-5520 〇

英彦学園 田川郡添田町大字野田１４９４番地の１ 82-4443 〇

アドバンスセンター 田川市大字川宮１５２４番地の８ 45-2050 〇

田川学園 田川市大字夏吉１９４番地の２８６ 45-7332 〇

希望の家 田川郡福智町伊方4101-4 45-6800 〇

障がい者支援施設　真養園 田川市大字奈良１５２９番地の２２４ 48-1221 〇

コミュニティ碧空 田川郡香春町大字中津原字池尾８６２－１ 48-2003 〇

障がい者ワーク・ライフ支援事業所　たっくの森 田川郡川崎町大字田原１３８２ 72-7599 〇

川崎学舎 田川郡川崎町大字川崎３５６９番地 72-5286 〇

サンライフ 田川郡赤村大字内田８１７番地 62-3377 〇

ユートピア学園 田川郡赤村大字内田３０７０番地 62-3074 〇

<就労移行支援・就労継続支援>
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住居について

（発行） 

福岡県田川保健福祉事務所 

（田川保健所） 

健康増進課 精神保健係 

清和園 田川郡福智町大字金田２７５番地の１８ 22-2190 〇

夢語り庵 田川市伊加利１９０５－７ 42-5753 〇

わぁくわく舎 田川郡香春町中津原１２５１番地１ 46-1900 〇

恵の森 田川市伊加利２１９５－４０　Ｋ－１ビル２階 85-8815 〇

サンライフ田川 田川郡福智町神崎1623番地2 85-8280 〇

障がい者就労支援サービスｏｎｅ　ｓｔｅｐ 田川市伊加利６６２番地１－２ 85-8655 〇

多機能型事業所スマイルホール里ごころ 田川市糒２０８５番地１３ 23-2331 〇

ワークステーション　みたて 田川市弓削田１１２８－１ 42-7110 〇

ライフワーク 田川郡香春町中津原2314番地3 23-0405 〇

障がい福祉サービス事業所　かなで 田川郡福智町伊方3238番地4 85-9700 〇

ふれあい 田川郡福智町上野３１３－１ 28-9222 〇

1'st Line 田川郡福智町神崎1614-5 23-2450 〇

ＬＩＮＫ 田川郡大任町今任原1672 23-0145 〇

就労継続支援Ｂ型西友 田川郡福智町金田1828-5 23-0424 〇

就労継続支援B型事業所　未来サポート 田川郡添田町大字添田2458-4 85-9464 〇

名　　称 住　　所 電話

ほのぼのの家グループホーム凸凹 田川市弓削田866-4 42-8076

グループホーム　あゆみハイツ 田川市夏吉１５１ 42-7739

グループホームあすなろ館 田川市大字伊田１１９９番地５ 72-7599

精神障害者グループホームであい 田川市弓削田１１４７番地１ 44-0924

英彦ホーム 田川郡添田町添田１０８５番地の１ 82-3747

ＴＵＫＵＳＩすまいるホーム 田川郡糸田町川宮１８８０－５ 26-0007

ＧＨ　オレンジハウス 田川郡福智町赤池５５１番地の２８ 28-6223

グループホーム　クローバー 田川郡福智町神崎１６２６番地３ 22-6025

グループホームみろく 田川郡福智町赤池４０９番地１２ 28-2477

共同生活援助事業所　香旬 田川市伊田石場浦２７０５番地１ 44-3600

如月ハウス 田川郡川崎町大字川崎３５６９番地 72-7404

ケアホーム西友 田川郡福智町赤池６８－２６ 22-0300

ひがしの杜 田川市夏吉８７８番地１ 63-4567

コミュニティ碧空 田川郡香春町大字中津原１２４９－６ 48-2003

障がい者共同生活ホーム　里ごころ 田川市大字糒１７８９番地１４ 46-0011

グループホーム　みのり
田川郡福智町赤池４１８番地７１
ピッティＦＵＫＵＣＨＩ１階１０１号

28-5068

心の家 田川市伊田1017 46-1000

グループホーム　歩 田川市栄町５番９号 62-2129

ケアホーム　リーフ 田川郡香春町香春１２７６番１ 32-2111

ケアホーム日和莉 田川郡福智町上野１１７－７ 28-3777

<グループホーム>
名　　称 住　　所 電話

グループホーム　太陽 田川郡川崎町田原１２８－４ 73-2333

ほんわか荘 田川市夏吉１９４－３７９ 45-1068

グループホーム　カトレア 田川市猪国２０１７－１ 42-3971

ふれあいの森 田川郡福智町伊方4487-2 22-6655

すみれの杜 田川郡川崎町大字池尻字大谷1313番地43 45-5647

グループホーム　青い鳥 田川市平松町１４番３号 85-8794

グループホーム　ゆーとぴあ 田川郡赤村内田３４６番地５ 62-2074

グループホームわかくさ 田川郡福智町神崎１９１０番地１ 22-2877

グループホームフォレスト 田川市夏吉４２０３番地２ 23-2328

グループホーム彩 田川郡香春町香春１３７９番地 85-8810

しろがね 田川市位登２００番地２ 50-8335

グループホーム　アベリア 田川郡糸田町3565-5　セジュール三和　102号室 26-1733

グループホーム　ほのか 田川郡福智町上野３８５７番地 090-3798-0981

グループホームそわか 田川郡福智町伊方４０３０番地１ 47-3333

障がい者グループホーム　さくらの杜 田川郡糸田町原1897 23-0630

スカイベース 田川郡川崎町池尻887-1 46-5080

モテナスby糸田 田川郡糸田町795-1 23-2330

グループホーム　さのり 田川市大字伊田1708番地13 85-8383

あゆみの杜 田川郡福智町神崎1533 23-0903

グループホーム七福神　えびす館 田川郡川崎町大字川崎1083-1 33-1683

陽だまり 福岡県田川市大字位登280-4 45-4327

＜施設入所支援＞
名  称 住  所 電話

障害者支援施設　第二みろく園 田川郡福智町大字伊方６１７番地の３ 48-3281

瑞穂学園 田川郡赤村大字内田１４７４番地 62-2129

障害者支援施設　西友苑 田川郡福智町大字神崎１５３３番地の１５１ 22-3939

障害者支援施設　月の輪苑 田川市大字糒字坂本１２３７番地３ 42-6300

みろく園 田川郡福智町大字伊方６１０番地 22-5233

糸田学園 田川郡糸田町４０１０番地の１ 26-1401

第二田川学園 田川市大字川宮１５２４番地の９ 42-9790

赤池学園 田川郡福智町赤池４７４番地１３８ 28-6224

あきさと園 田川市大字夏吉字長尾４２０３番地の３ 45-6800

障がい者支援施設　真養園 田川市大字奈良１５２９番地の２２４ 48-1221

川崎学舎 田川郡川崎町大字川崎３５６９番地 72-5286

金田学園 田川郡福智町大字金田２７６番地の２５ 22-6500
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令和４年度精神障がい者社会復帰促進事業（地域支援事業）報告 
 
１ 地域の現状及び課題 

（１）管内の概況 

北筑後保健福祉環境事務所の管轄区域は、県都福岡市の南東３０㎞に位置する朝倉市を中心
にうきは市、小郡市、筑前町、大刀洗町、東峰村の３市２町１村で構成され、総面積５５１．
６ｋ㎡、世帯数７１,２６９戸、人口１８３，３４９人（令和４年１０月１日現在）となってい
る。管内の精神科病院は５病院で、精神科病床は８４８床（令和５年３月末現在）である。 

    

（２）事業の経過 

   精神障がい者が住み慣れたところで安心して生活できるよう、地域支援体制の整備を図るこ
とを目的に、平成１９年８月から朝倉地域において、NPO 法人あゆみの会共同作業所に委託
し精神障がい者地域支援のあり方に関するモデル事業として開始した。平成２０年度からは精
神障がい者への地域支援をより充実強化するため県保健福祉環境事務所が実施主体となり、精
神障がい者地域支援会議を実施してきた。 

    
 （３）課題 
   ①入院中からの地域移行に向けた支援体制の強化（市町村を巻き込んだ支援の強化） 
   ②多職種による支援の充実、関係者のスキルアップ 
   ③精神障がい者に対する地域住民の理解 
 
２ 実施状況 
  新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業方法を工夫し実施した。 
（１）精神障がい者社会復帰促進事業 

①地域支援会議 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 

コロナ禍ではあったが、数年ぶりに全関係機関参集の会議を実施した。 
今年度は市町村に「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」の取組・進捗状況等について

報告していただいた。協議の場の設定についてはどの市町村も検討段階であるが、既存のものを活用
するなど、設定につながるよう助言や情報提供等必要な支援を行っていく必要があると考える。 
医療機関からは退院困難患者等について、実際に退院した事例等を挙げての報告もしていただいた。

また今回、退院後支援事例を紹介し、実際に支援した関係機関からも話をしていただいたことで、参
加者が支援方法等について少しでもイメージすることができたのではないかと考える。会議終了後の
アンケートでは、全内容で「大変参考になった」「参考になった」が 95％を占めており、目標は達成
できたと考える。今後も「ReMHRAD」を活用した市町村毎の情報整理・分析を続けていき、国の動向
等新しい情報について積極的に情報提供していくとともに、地域の支援者が興味を持ち、スキルアッ
プや連携強化につながるような内容を引き続き計画していく必要がある。 

 
②個別支援会議 

期 日 内  容 参加者数  

令和 4年 

10月 27日 

 

（１）情報交換・情報提供 
①保健福祉環境事務所における社会復帰促進事業につい 
 て 
②市町村における「にも包括」取組状況 
③精神科医療機関・相談支援事業所への事前アンケート結 
 果 
④データに基づく現状把握（ReMHRADより） 
⑤国の動向について 
（２）事例紹介 
 ①措置入院者の退院後支援について 
 ②措置入院者、医療保護入院者の退院後支援事例について 

・精神科病院 
・指定一般相談支援
事業所 
・市町村 
・福岡県精神保健福
祉センター 

２７名 

 対象者実数 述べ回数 
（再掲）退院後支援計画

に関すること 
（再掲）医療観察法
に係るケア会議 
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【考察】 

措置解除や退院後支援計画等、措置に係るものの会議件数は、昨年度に比べて増加していた。コロ
ナの状況は続いていたが、感染対策を講じながら会議を実施することができた。保健所主催でも適宜
実施できており、関係者の顔の見える関係の構築、支援体制の確認に役立った。 

参加者の選定について、特に市町村保健師や福祉担当部署、就労支援機関等への参加を今後も積極
的に呼びかけていきたい。 

 
③地域移行支援連絡会 
以下の④地域支援研修会での事例紹介と連動させ実施。詳細は以下のとおり。 

 
④地域支援研修会 

場 所・日 時 目 的・内 容 参加機関 

R５年 
２月３日（金） 
13:00～14:00 
 

＜目的＞ 

「にも包括」構築に向け、支援者の研修を実施した。
特に、退院後支援計画事例をとおして学びを深め、関係
機関の連携強化を図ることを目的とした。 

 
＜内容＞ 
（１） 退院後支援計画について 概要説明 
（２） 事例紹介～措置入院者の退院後支援の実際～ 

①医療機関からの事例紹介 
②関係機関から支援内容について紹介 
③退院後支援計画終了後の支援について 

 
 ＊Zoomにて実施 

管内精神科病院、精

神科診療所、相談支

援事業所、市町村 

 １７か所、のべ５３名 

【考察】 
コロナ禍前は、管内精神科病院 5 か所に出向いて実施していたが、コロナ禍にて病院内での実施が

困難になったため、昨年度から Web 研修とした。今年度は退院後支援計画についての概要説明と事
例紹介を行い、実際に支援に携わった関係機関から支援内容について紹介していただく時間を設けた。
退院後支援計画での支援に携わったことのない機関にも紹介することができ、支援方法や連携体制等
についてイメージでき、学びを深める機会になったのではないかと考える。また、地域支援会議と関
連した内容で実施し、地域移行支援連絡会とも連動させたことで、事業に一貫性を持たせることがで
きたと考える。 

 
 
（２）退院後支援事業 

精神障がいのある人の退院後支援計画の策定（平成３０年９月開始）R5.3.31現在 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

R２年 ５５ ７６ １１ ６ 

R３年 ４１ ５２ ８ ０ 

R４年 ４２ ６７ １３ ０ 
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【考察】 
退院後支援計画は制度開始から約４年経過し、医療機関、保健福祉環境事務所、地域の支援機関の

支援体制が構築されてきている。また、市町村へも積極的に声掛けし、支援体制の強化に努めてきた。 

 支援計画に同意しなかった方についても従来どおりの支援を行っており、今後も地域生活を継続で
きるよう努めていく必要があると考える。 

 
（３）その他の取組 
  ①市町村ヒアリング 

・「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」の取組状況の把握や、情報交換等を行うこ
とを目的に６月～７月にかけて市町村に出向き、ヒアリングを行った。 

②アンケート調査（管内精神科病院、指定一般相談支援事業所） 
 ・地域移行支援の実績や取組状況、課題についてアンケートを実施した。また医療機関に対し

ては、新たに『退院困難患者について』の項目を設け、退院困難患者について、退院困難理
由や退院の意向があり退院できない者の管内精神科病院の状況を確認した。 

③精神障がい者地域定着推進事業 
処遇プラン・こころの健康手帳については、相談支援事業所のマンパワー不足等の理由で積極的

な活用に至っておらず、令和４年度実績はなし。    

 

（４）今後の方針 

①「にも包括」に関わる支援者の連携強化を促進する。 
   ・地域支援会議の開催 

・支援者を対象とした研修会の実施 
  

②多職種による個別支援の充実、スキルアップを行い、連携を促進する。 

・個別支援会議の実施や充実化を図る。 

・措置入院患者の退院後支援計画策定時等において、市町村職員等へ関わってもらうよう積
極的に働きかけることで、関係機関との連携体制構築と関係職員の相談対応能力向上を目
指す。 

③精神障がい者への正しい理解を深め、精神障がい者が安心して生活できる地域を目指す。 

・機会をとらえて地域住民を対象とした講話を実施する（ゲートキーパー研修等）。 

・「北筑後地区精神保健福祉社会資源情報一覧」を年１回更新する。 

   

３ 北筑後地区精神保健福祉情報一覧の更新（令和４年度版）・配布 
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１ 地域の現状及び問題点 

（１）地域の概要 

管内は、福岡県の南部に位置し、大牟田市・柳川市・八女市・筑後市・大川市・みやま市・大木町・

広川町の６市２町からなっており、加えて医療圏は、久留米、八女・筑後、有明の３つに及ぶ。管内

の総面積は８７８．０ｋ㎡、人口３８０，０１７人、高齢化率は３３．５％（令和４年４月１日現在）

となっている。管内の精神科病院は９病院で、精神科病床は２１３０床である。 

精神科病院入院患者の状況としては、入院が１年以上の患者数が、全国平均の約４倍となっている

市町もあり、入院が長期化している傾向にある（表１）。また障害者総合支援法に基づく自立支援協

議会は、管内全市町で設置されている。市町によって差が大きいことなど管内の状況を考慮すると、

広域的に地域以降・地域定着を推進していけるよう「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」

の構築を進めていく必要がある。 

表１ 管内市町別の精神科病院入院患者状況 

市町 大牟田市 柳川市 みやま市 八女市 筑後市 広川町 大川市 大木町
総人口 108,455 62,899 34,979 59,832 48,462 19,758 32,008 13,624
入院患者数 757 232 137 258 135 49 121 43
3か月未満入院患者数 68 28 19 64 34 18 14 8
3か月以上1年未満入院患者数 107 30 21 35 16 10 16 11
1年以上入院患者数 582 174 97 159 85 21 91 24

1年以上入院患者の割合 76.9% 75.0% 70.8% 61.6% 63.0% 42.9% 75.2% 55.8%
うち65歳以上入院患者数 430 116 60 112 53 10 60 16
65歳以上割合 73.9% 66.7% 61.9% 70.4% 62.4% 47.6% 65.9% 66.7%
全国比較（人口10万人あたり） 519.8 267.6 265.1 256.5 171.6 107.4 272.7 170.4
全国 136.2 3.82倍 1.96倍 1.95倍 1.88倍 1.26倍 0.79倍 2.00倍 1.25倍  

人口：令和４年度南筑後保健福祉環境事務所事業概要 

入院患者数：ReMHRAD ２０２１年度 ６３０調査（精神保健福祉資料）に基づく入院患者数 

 

（２）事業の経過 

平成２１年度から有明保健医療圏で地域支援関係機関会議（自立支援関係機関会議）を開始し、平

成２２年度・２３年度は医療圏ごとに、平成２４年度からは医療圏合同で会議を実施している（図１・

表２）。 

図１ 事業の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 地域支援事業「研修」内容の経過  講演会実施状況について（支援機関従事者が対象） 

年度 テーマ 講師 

H25 
「みんなで支え合う地域づくり」 

～精神障がい者の地域生活を支えるために～ 

西九州大学准教授  

橋本 みきえ氏 
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H26 
「精神障がい者の地域生活を支えるために」 

～支援者に必要な視点とﾈｯﾄﾜｰｸづくりについて～ 

地域生活支援センター長 

今野 えり氏 

H27 
「当事者の社会参加をはばむもの」 

～地域で支え合う精神障がい者の支援について～ 

国際医療福祉大学福岡保健医療学部 

教授 原口 健三氏 

H28 
精神障がい者を地域で支えるための支援者の連携について」 

～長期入院被保護者社会復帰促進事業の実践から～ 

保健医療経営大学保健医療経営学部 

教授 泉 賢祐氏 

H29 
「精神障がい者の地域移行・地域定着への関係機関
の在り方について」～厚生労働省の最近の動向～ 

帝京大学福岡医療技術学部 

准教授 櫻木 初美氏 

H30 「病院から在宅へ 医療、保健、福祉の連携」 
福岡県立精神医療センター太宰府病院  
地域医療連携室 窪井かおり氏 

R1 
精神科病院における精神保健福祉士の役割と地域連
携について 

筑水会病院 地域医療推進部長  

大隈 岩雄 氏 

R3 
地域包括ケアシステムの構築に向けた自治体の取り
組み 

聖マリア学院大学 

教授 眞﨑 直子氏 

R4 
精神障がいのある方も安心してともに暮らせる地域
づくり 

・久留米市南部障害者基幹相談支援
センター長 松下 航氏 

・障害者地域生活支援センターのぞ
えの杜 原口 泰裕氏 

・久留米市上津校区野添町内会長 
西川 勝氏 

     ※令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症拡大を受け中止 

 

（３）課題 

ヒアリングやアンケート調査及び会議等を通して、「支援者同士の連携の促進」、「幅広いニーズに

対応できる人材育成」、「地域住民の理解を促す普及啓発」、「入院者のニーズに応じた退院先やサービ

スの確保」、「長期入院者の退院意欲推進の働きかけ及び家族支援」が課題であると分かった。 

特に「支援者同士の連携の促進」については、どの支援機関も課題と捉えており、市町における庁

内連携や地域の支援機関と医療機関の連携体制の構築や、連携促進のための顔の見える関係づくりが

必要である。 

 

（４）令和４年度事業目標 

管内市町が、精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムを構築できるよう支援するとともに、

精神科病院等関係機関の理解を促し、協働で取り組んでいけるよう広域での体制作りを図る。 

 

２ 各事業の実施状況及び今後の方針（図２） 

（１）精神障がい者地域支援事業 

ア 地域支援関係機関研修会 

実施日時 内容 

令和 4年 

10月 14日 

＜目的＞精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築推進に向け、地域支援

者の理解を深め、管内関係機関における共通認識を図る。また先発的な取組

み事例を参考に、地域の実情を考慮した具体的な方策を検討することを促す。 

＜内容＞ 

情報提供：「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」担当：当所保健師 

講  演：「精神障がいのある方も安心して共に暮らせる地域づくり」 

講師① 久留米市南日障害者基幹相談支援センター センター長 

② 障害者地域生活支援センターのぞえの杜 精神保健福祉士 
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③ 久留米市上津校区野添町内会 会長 

＜参加機関＞管内の精神科病院、精神科クリニック、精神科訪問看護ステーション、

相談支援事業所、指定障がい福祉サービス事業所（居宅介護）、市町福祉・

保健担当部署 （計 30か所 41名） 

  【成果・今後の方針】 

参加者アンケート結果より、ほとんどの回答者が「大変参考になった」「参考になった」と回答し

た。特に、「様々な視点からの話を聞けて良かった」等の意見も寄せられ、大変好評であった。また、

アンケート結果から、にも包括構築について「地域課題の共有」「組織内の体制づくり」「関係機関と

の連携」「職員育成」が課題とする回答が多かった。今後、関係機関と連携しながら課題解決に努め

る。 

 

  イ 地域支援関係機関会議 

実施日時 内容 

令和 4年 

12月 22日 

＜目的＞精神障がい者の地域移行に向けた体制づくりについて各機関から現状や課

題、今後の取組みについて意見交換を図る。 

＜内容＞ 

報  告：「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」担当：当所保健師 

情報提供：「市町ヒアリングや基幹相談支援センターへのアンケート、地域支援研修会

後アンケートからみえた現状と課題について」担当：当所保健師 

協  議：「精神障がい者の地域移行に向けた体制づくり―現状・課題・今後の取組―」 

     スーパーバイザー：聖マリア学院大学 眞﨑直子教授 

＜参加機関＞管内の精神科病院、相談支援事業所、市町福祉・保健担当部署、家族会、

精神保健福祉センター （計 20か所 20名） 

  【成果・今後の方針】 

管内市町は「にも包括」の取組みがあまり進んでいないため、『地域の現状と課題の共有、今後の

取組み』に焦点を絞って検討した。参加者から「地域の現状に関する情報提供がありがたかった」と

の意見があり、地域の現状を一緒に考える機会となった。『今後の取組み』については時間が足りず

意見交換が十分にできなかった。今後、地域の支援者らとともに地域課題解決に向け検討していく。 

 

ウ 普及啓発（研修会）等 

実施日時 内容 対象者 

令和 4年 

9月 21日 

【講話】 

「精神障がいにも対応した地域包括ケアシ

ステムの構築に向けて」 

広川町民生委員・児童委員・社会福祉

協議会職員等 50 名 

令和 4年 

11月 7日 

【講話】 

① 「精神保健福祉活動における危機介入に

ついて」 

② 「精神障がいにも対応した地域包括ケア

システムの構築に向けて」 

大牟田市「包括ケア会議」参加者 46

名 

（主任介護支援専門員、社会福祉士、

保健師、看護師ほか） 

 

令和 4年 

12月 13日 

【情報提供】 

社会資源情報誌の紹介 

大川市民生委員・児童委員 46名 

令和 5年 

2月2日 

【講話】 

「精神障がいにも対応した地域包括ケアシ

ステムの構築に向けて」 

南筑後ブロック地域保健師協議会所属 

保健師等 10 名 

【成果・今後の方針】 

令和４年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症流行に伴い啓発の機会の確保が難しか

ったが、４件の実施の中で、「にも包括」や精神障がい者の支援への理解を深め、支援者間の関係作

りのきっかけとなった。今後も、市町と連携し、一般住民や関係機関に精神障がい者への理解を深め
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ていただけるよう、積極的に取り組んでいく。 

図２ 当所における取組内容 

（２）退院後支援事業 

平成３０年３月、国において「地方公共団体による精神障害者の退院後支援に関するガイドライン」

が示されたことを受け、本県においても、平成３０年９月から保健所が主体となり、医療機関、市町

村、相談支援事業所等と連携して、措置入院者のニーズに応じ、必要な支援を受けられるよう退院後

の環境を整備し、地域で安心して生活できるよう退院後支援計画を作成し、支援している（表３）。 

 

表３ 当所の退院後支援計画の取組状況(人) ※R5年 3月末時点 

 Ｈ３０年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 計 

管内居住の措
置入院者(入
院時点) 

当所措置分 ２１ ２７ ２９ ２７ １９ １２３ 

他所措置分 ０ ３ ２ ２ ２ ９ 

内 
訳 

計画 
作成 
対象者 

同意確認待ち １ １ ２ ０ ６ １０ 

同意あり 
（作成予定） 

０ ０ １ １ ３ ５ 

計画書交付 
（支援中） 

１ ０ ０ ０ ２ ３ 

終了 ９ １２ １１ ２ １ ３５ 

同意なし（中止含む） ９ １０ １１ １８ １２ ６０ 

他保健所へ移管 １ ４ ４ ５ １ １５ 

【成果・今後の方針】  

退院後支援計画策定に向けて、入院当初から医療機関との情報共有を行い、同意が得られるよう 

引き続き支援していく。 

 

（３）その他の取り組み 

ア 管内８市町へのヒアリング 

令和３年度は、大牟田市内５精神科病院へヒアリング調査を行った。今年度は、管内８市町に対し

てヒアリング調査を実施し、「にも包括」構築を進める上での課題や保健所に求める役割について確

認した。 
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【成果・今後の方針】  

   管内各市町において、精神障がいに特化した協議の場の設置が進んでいない現状や、他の支援機

関との情報共有の難しさ等の課題、継続した普及啓発の必要性について把握することができた。ま

た、ヒアリングを通して、顔の見える関係づくりを行うことができたため、今回のヒアリングで明

らかになった管内市町の実情を踏まえ、連携、支援体制構築を図っていく。 

 

イ 管内基幹相談支援センター（５カ所）へのアンケート調査 

管内８市町のうち、５市町に設置されている基幹相談支援センターに対して、アンケート調査を

行った。地域相談機関の中核的を担う、基幹相談支援センターの現状や抱える課題の把握に努めた。 

 

 

 

 

 

【成果・今後の方針】 

基幹相談支援センターの体制および、業務内容ごとに実施状況の差がある現状、地域移行・地域

定着の促進や人材確保・育成等が課題であることを把握することができた。今後も個別事例対応や、

協議の場を通して連携を深め、地域の支援体制整備のため協働していく。 

 

ウ 「社会資源情報誌―南筑後版―」の作成 

管内８市町に所在する（または管内地域をサービス提供エリアとする）、精神障がい者を対象と

した相談機関や医療機関、グループホーム、自助グループ、各種サービス事業所等（約 250カ所）

についてまとめ、社会資源情報誌を作成。関係機関へ周知、当所ホームページに掲載した（令和４

年 10月発行）。 

【成果・今後の方針】 

係内外の事業内で紹介すると、「このような情報誌を必要としていた」との声が多く聞かれた。

今後も、内容の改訂を重ね、より使いやすくわかりやすい媒体となるよう努めていく。 

 

（４）精神障がい者地域支援事業の課題と今後の取組みについて 

課題 今後の取組み 

〇精神障がいに関する普及啓発の継続

的な実施が必要。 

＜地域住民の精神障がいに対する正しい理解の促進＞ 

①出前講座等の機会を捉え、精神障がいに関する正しい

理解の普及啓発を行う。 

②普及啓発活動の実施にあたっては、市町の参画を促し

連携する。 

〇基幹相談支援センターの体制および

業務内容ごとに、実施状況に差があ

る。 

〇地域移行・地域定着の促進や人材確

保・育成等が必要。 

〇市町における庁内連携や地域の支援

機関と医療機関の連携体制の構築が

必要。 

 

＜関係機関との連携強化＞ 

①個別事例の支援を通して、患者本人のニーズに合わせ

て精神科病院と市町・地域支援関係機関をつなげ、情

報共有と連携を行っていく。 

②措置入院者への退院支援においては精神科病院だけ

でなく市町をはじめとした地域の支援者の参加を促

す。 

実施時期・方法 内容 対象者 

令和 4年 7月 28日～8月 10日 

オンライン 

精神障がい者地域支援の取り

組み状況について 

管内８市町「にも包括」担当部

署（福祉課障がい福祉担当） 

実施時期 内容 対象者 

令和 4年 8月 ・事業所の概況について 

・業務内容について 

・「にも包括」構築について  

管内の基幹相談支援センター

５カ所（柳川市、八女市、大

川市、みやま市、広川町） 
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〇管内各市町において、精神障がいに

特化した「協議の場」の設置が進ん

でいない。 

〇「地域課題の共有」「組織内の体制づ

くり」「関係機関との連携」「職員育

成」が必要。 

 

＜精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステム構

築の推進＞ 

①「にも包括」構築状況について管内市町を対象にアン

ケート調査を実施し、地域の課題や支援者のニーズを

把握することで研修会等に反映する。 

②精神障がい者が安心して地域で暮らせるよう、研修会

や会議等で地域の現状・課題を病院職員や地域支援者

間で共有し、課題解決に向けて協議を行う。 
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【南筑後地区】 

大牟田市、柳川市、八女市、筑後市 

大川市、みやま市、大木町、広川町 

【作成】福岡県南筑後保健福祉環境事務所 健康増進課 精神保健係（令和 4 年１０月） 
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市 町 

（福祉）自立支援医療（精神通院医療）、精神障害者保健福祉手帳、障がい福祉サービス等の申請窓口です。 

（健康）健康に関する相談窓口です。 

 
 

精神保健福祉センター 

こころの健康や精神保健・医療・福祉に関する専門的な相談を受け付けています。 

 

 

警 察 署 

 

名　　称 所 在 地 電話番号

福祉 福祉課　障害福祉担当 0944 - 41 - 2663

健康 健康づくり課 0944 - 41 - 2668

福祉 福祉課　障がい者福祉係 0944 - 77 - 8514

健康 健康づくり課　健康係 0944 - 77 - 8536

福祉 福祉課　障がい者福祉係 0943 - 23 - 1335

健康 健康推進課　保健指導係 0943 - 23 - 1352

福祉 福祉課　障害者支援担当 0942 - 65 - 7022

健康 健康づくり課　健康増進担当 0942 - 53 - 4231

福祉 福祉事務所　福祉係 0944 - 85 - 5532

健康 健康課　健康推進係 0944 - 86 - 8450

福祉 福祉課　障がい福祉係 0944 - 64 - 1518

健康 健康づくり課　健康係 0944 - 64 - 1515

福祉 健康福祉課　福祉チーム 0944 - 32 - 1060

健康 健康福祉課　健康増進チーム 0944 - 32 - 1280

福祉 福祉課　福祉係 0943 - 32 - 1113

健康 住民課　健康係 0943 - 32 - 1112

八女市役所
〒834ー8585

八女市本町647

筑後市役所
〒833ー8601

筑後市山ノ井８９８

大川市役所
〒831ー8601

大川市酒見256ー1

担　当　課

大牟田市役所
〒836ー8666

大牟田市有明町2ー3

柳川市役所
〒832ー8601

柳川市本町87ー1

大木町役場
〒830ー0416

大木町八町牟田255ー1

広川町役場
〒834ー0115

広川町新代1804ー1

みやま市役所
〒835ー8601

みやま市瀬高町小川5

名　称 〒 所 在 地 電話番号

福岡県精神保健福祉センター 816-0804 春日市原町3ー1ー7　南側2階 092-582-7510

名　称 〒 所 在 地 管 轄 電話番号

大牟田警察署 836-0843 大牟田市不知火町3ー8 大牟田市 0944-43-0110

柳川警察署 832-0823 柳川市三橋町今古賀53ー1 柳川市、みやま市 0944-74-0110

八女警察署 834-0031 八女市本町465 八女市、広川町 0943-22-5110

筑後警察署 833-0031 筑後市山ノ井338 筑後市、大川市、大木町 0942-52-0110

相談するところ 

 

〇こころの健康相談〇 

保健所では、こころの悩みや不安等の相談を 

受け付けています。（無料） 

・保健師による相談（随時受付） 

平日 ８時３０分～１７時１５分 

・精神科医師による相談（予約制） 

柳川会場：毎月第１・２木曜 １３：00～15：00 

八女会場：偶数月第３月曜 1４：３0～1６：00 

：奇数月第４月曜 １４：３０～１６：００ 

大牟田会場：毎月第３水曜 13：００～１５：００ 

大川会場：偶数月第４水曜 13：３０～１５：３０ 

大木会場：奇数月第４水曜 13：３０～１５：３０ 

電話番号 FAX

0944-72-2176 0944-74-3295

名　　　　称

福岡県南筑後保健福祉環境事務所

健康増進課 精神保健係

所　　在　　地

〒832-0823　柳川市三橋町今古賀8ー1

　　　　　　　　(柳川総合庁舎１階)

※詳しくは、☎（０９４４）７２―２１７６ まで。 
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相談支援事業所 

障がい者が自立した生活を送ることができるよう、福祉に関する各種の相談を受け付けています。 

（計画相談）福祉サービス利用のための「サービス等利用計画」を作成し、連絡調整を行います。 

（地域移行）施設・病院から地域生活に移行するための相談や必要な支援を行います。 

（地域定着）単身で生活している障がい者を対象に常時連絡体制を確保し、緊急時に必要な支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

名　　称 〒 所　在　地 電話番号
計画

相談

地域

移行

地域

定着

1 相談支援センター　オリーブの木 836-0003 大牟田市唐船２６４ー１ 0944-88‐8120 〇

2 ケアプランセンター光 836-0811 大牟田市八尻町3ー２３ー１ 0944-88-9538 〇

3 障害者生活支援センター　ハーツ 836-0853 大牟田市上町１ー２－５－１ 0944-59-0803 〇 〇 〇

4 ふれあいの森　あじさい 836-0862 大牟田市原山町１－６ 0944-55-8555 〇 〇 〇

5 相談支援事業所　ともだちのいえ 837-0923 大牟田市新町346ー3 0944-32-9728 〇

6 相談支援センター　さくら 832-0074 柳川市元町１ー３ 0944-88-9382 〇

7 柳川療育センター 832-0813 柳川市三橋町棚町218ー1 0944-73-0039 〇 〇 〇

8 宝箱相談支援センター　プラン柳川 832-0827 柳川市三橋町蒲船津1237ー7 0944-８８-９９０８ 〇 〇 〇

9 柳川市障害福祉相談室　きらり 839-0252 柳川市大和町栄234 0944-76-4411 〇 〇 〇

10 障害者サポートセンター陽だまりの里 834-0015 八女市本２５７５ー１ 0943-30-3055 〇 〇 〇

11 指定相談支援事業者　ゆうゆう 834-0006 八女市吉田1540ー5 0943-22-2630 〇 〇 〇

12 むらさき 834-0015 八女市本２２２８ー２ 0943-22-2250 〇

13 蓮の実団地　よろず屋 834-0023 八女市馬場６ー１ 0943-30-3111 〇 〇 〇

14 相談支援センター　ほっぷ 834-0024 八女市津江高島565ー3 0943-24-8025 〇 〇 〇

15 相談支援事業所　リーベル 834-0031 八女市本町１７ー２ 0943-22-8084 〇 〇 〇

16 相談支援センター悠 834-0063 八女市本村４２５ー４２ 清水ビル1階4号室 0943-24-8486 〇

17 指定特定相談支援事業所　candy house 834-1221 八女市黒木町今548ー2 0943-42-0105 〇

18 筑後市障害児・者相談支援事業所ちくたくネット 833-0032 筑後市野町６８０ー１ 0942-52-6699 〇 〇 〇

19 相談支援事業所　ねんりん 833-0002 筑後市前津中牟田1965ー1 0942-53-8211 〇

20 指定相談相談事業所　プラム．ちくご 833-0003 筑後市羽犬塚515ー2 0942-27-7941 〇

21 県南障害者サポートセンター 833-0014 筑後市尾島５４１ 0942-52-3183 〇

22 ココkara 833-0014 筑後市尾島１１８ー２　６号 0942-27-5394 〇

23 大川障害者相談センター 831-0007 大川市道海島８５９ 0944-88-1213 〇

24 木の香園相談支援センター 831-0032 大川市北古賀245ー3 0944-32-9490 〇 〇 〇

25 障がい者相談支援センター　ひまわり 831-0035 大川市津12ー1　ひまわりビル 0944-88-8693 〇

26 障がい者相談支援事業所　アシスト 835-0007 みやま市瀬高町長田１６０３ 0944-67-7575 〇 〇 〇

27 指定相談支援センター　ホープ 835-0023 みやま市瀬高町小川２５０－２ 0944-63-3021 〇 〇 〇

28 みやま市社協　相談支援センター 835-0023 みやま市瀬高町小川270 0944-62-3311 〇

29 相談支援事業所　くすの木 839-0221 みやま市高田町下楠田２１９５ー１ 0944-22-2535 〇

30 指定相談支援事業所 おおき 830-0416 大木町八町牟田538ー1 0944-78-3098 〇 〇

31
姫野病院　居宅介護支援センター

指定特定相談支援事業所
834-0115 広川町新代2316 0943-32-6117 〇

32 相談支援事業所　風と虹 834-0115 広川町新代1389ー73４ 0943-22‐8686 〇

33 相談支援事業所　しるし 834-0121 広川町広川１４４９ー６ 0942-64-9225 〇
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地域包括支援センター 

ケアマネージャーや社会福祉士、保健師等が中心になって、高齢者の日々の暮らしを様々な側面からサポート

する高齢者のための総合相談窓口です。 

 

精神科病院 

精神科病床があるため、外来治療だけでなく、入院治療も可能な医療機関です。 

 

市町名 〒 所 在 地 電話番号

中央地区(大牟田中央、大

正、中友、白川、平原)
836-8666 大牟田市有明町2ー3（笹林公園内仮庁舎1階） 0944-41-2676

手鎌地区(明治、手鎌) 836-0004 大牟田市手鎌1300ー42（手鎌地区公民館内） 0944-59-6020

吉野地区(上内、吉野、倉

永)
837-0912 大牟田市白銀781ー3（吉野地区公民館内） 0944-41-6025

三池地区(髙取、三池、羽

山台、銀水)
837-0921 大牟田市三池629ー2（三池地区公民館内） 0944-41-5506

三川地区(みなと、天領) 837-0072 大牟田市上屋敷町1ー12ー3（三川地区公民館内） 0944-41-5298

駛馬・勝立地区(駛馬、天

の原、玉川)
836-0086 大牟田市馬込町1ー20ー1（駛馬地区公民館内） 0944-41-2020

柳川市 ― 832-8555 柳川市三橋町正行431（柳川市役所三橋庁舎1階5番窓口） 0944-75-6321

八女地域 834-8585 八女市本町647（八女市役所　介護長寿課内） 0943-23-1203

立花地域 834-8555 八女市立花町原島95ー1（八女市役所　立花支所1階） 094３-24-9822

黒木地域 834-1292 八女市黒木町今1314ー1（八女市役所　黒木支所1階） 0943-42-1119

上陽地域 834-1102 八女市上陽町北川内547ー1（八女市役所　上陽支所1階） 0943-24-8315

矢部地域 834-1492 八女市矢部村北矢部10528（八女市役所　矢部支所1階） 0943-24-9011

星野地域 834-0201 八女市星野村13102ー1（八女市役所　星野支所1階） 0943-24-8212

― 833-8601 筑後市山ノ井898（筑後市役所内） 0942-53-4162

古島小、羽犬塚小、水田小

校区
833-0032 筑後市野町680ー１（地区ステーション社会福祉協議会） 0942-52-9123

筑後北小、西牟田小、二川

小、松原小校区
833-0053 筑後市西牟田６３６５ー７（地区ステーションクリーンパル・ゆう） 0942-52-8885

下妻小、水洗小、筑後小、

古川小校区
833-0014 筑後市尾島５４１（地区ステーション芳樹園） 0942-53-2134

向島、北酒見、榎津、道海

島、三又
831-0007 大川市道海島861（介護老人保健施設ふれあいの里道海内） 0944-88-1010

酒見、木室、田口 831-0032 大川市北古賀559-3（小規模多機能型居宅介護あおぎり荘内） 0944-88-9231

小保、川口、大野島 831-0045 大川市大野島855（特別養護老人ホーム大川荘前） 0944-89-2525

みやま市 ― 835-8601 みやま市瀬高町小川5（みやま市役所　介護支援課内） 0944-64-1516

大木町 ― 830-0416 大木町八町牟田255ー1（大木町役場内） 0944-33-0657

広川町 ― 834-0115 広川町新代1804ー1（広川町役場　福祉課内） 0943-32-1952

大川市

大牟田市

八女市

筑後市

名　称 〒 所　在　地 電話番号 診療科目
ﾃﾞｲ

ｹｱ

ﾅｲﾄ

ｹｱ

ﾃﾞｲﾅｲﾄ

ｹｱ

ｼｮｰﾄ

ｹｱ

訪問

看護

1 不知火病院 836-0004 大牟田市手鎌1800 0944-55-2000 精神科、心療内科、内科ほか 〇 〇 〇 〇

2 大牟田保養院 836-0872 大牟田市黄金町1ー178 0944-52-3012 精神科・内科・心療内科・老年精神科 〇 〇 〇 〇

3 静光園第二病院 836-0885 大牟田市下池町29 0944-52-8881 精神科、神経科、内科 〇 〇 〇 〇 〇

4 倉永病院 837-0904 大牟田市吉野843 0944-58-1211 精神科、老年精神科、内科 〇 〇 〇

5 三池病院 837-0921 大牟田市三池855 0944-53-4852 精神科、神経科、内科 〇 〇 〇

6 甲斐病院 832-0077 柳川市筑紫町60ー1 0944-73-1217 精神科、心療内科、内科 〇 〇 〇 〇 〇

7 筑水会病院 834-0006 八女市吉田1191 0943-23-5131 精神科、神経科、内科、心療内科 〇 〇 〇 〇

8 植田病院 833-0053 筑後市西牟田6359ー3 0942-53-5161 精神科、神経科、内科ほか 〇 〇 〇

9 船小屋病院 835-0007 みやま市瀬高町長田1604 0944-62-4161 精神科、心療内科、内科ほか 〇 〇 〇

医 療 
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精神科外来を有する医療機関 

外来治療を受けることができる医療機関です。 

 

（※１ 重症認知症デイケア）（※２ 令和 4 年度中にオープン予定） 

訪問看護ステーション（南筑後地域） 

家庭や地域で安心して生活が送れるように、看護師等が生活の場へ訪問し、服薬や日常生活についてのアドバ

イスや支援を行います。訪問看護を利用するには、かかりつけ医の指示書が必要です。  

 

（※１：主治医の指示にて検討）（※２：立花町・黒木町・矢部村・上陽・星野村） 

 

名　称 〒 所 在 地 電話番号 診療科目
ﾃﾞｲ
ｹｱ

ﾅｲﾄ
ｹｱ

ﾃﾞｲﾅ
ｲﾄ
ｹｱ

ｼｮｰﾄ
ｹｱ

訪問
看護

1 みさき病院 836-0002 大牟田市岬1230 0944-54-0111 精神科、内科、皮膚科、胃腸科ほか ※１

2 おか医院 836-0044 大牟田市古町３－９ 0944-52-5144 精神科、心療内科、皮膚科

3 辻クリニック 836-0074 大牟田市藤田町３５４ー１ 0944-55-2481 精神科、心療内科、内科、小児科 〇

4 社会保険大牟田天領病院 836-8566 大牟田市天領町1ー100 0944-54-8482 精神科（入院患者のみ）

5 くさかべまき内科クリニック 837-0903 大牟田市宮崎２７７６－１ 0944-41-6036 心療内科、脳神経内科、内科 ※２ ※２ ※２ ※２ 〇

6 やながわクリニック 832-0822 柳川市三橋町下百町37ー2 0944-73-8755 精神科

7 公立八女総合病院 834-0034 八女市高塚540ー2 0943-23-4131 精神科、消化器内科、外科ほか

8 あだち循環器科内科クリニック 833-0031 筑後市山ノ井287 0942-53-3044 心療内科、内科、循環器科ほか

9 うえまつメンタルクリニック 833-0041 筑後市和泉639ー1 0942-80-7890 心療内科、精神神経科

10 おおかわメンタルクリニック 831-0004 大川市榎津311ー2 0944-88-1275 精神科 〇 〇

11 いまいずみ内科・脳神経内科 839-0213 みやま市高田町江浦586ー2 0944-22-2255 心療内科、脳神経内科、内科

12 姫野病院 834-0115 広川町新代2316 0943-32-3611 精神科、内科、脳神経外科ほか 〇

大

牟

田

市

柳

川

市

八

女

市

筑

後

市

大

川

市

み

や

ま

市

大

木

町

広

川

町

1 訪問看護ステーションさんぽ 837-0921 大牟田市三池855 0944-53-4877 〇 〇

2 訪問看護ステーションメンタップ 837-0915 大牟田市久福木22-4 0944-31-4127 〇 〇 〇 〇

3 訪問看護ステーション　福禄寿 832-0821 柳川市三橋町百町464　待鳥コーポ8号 0944-85-0352 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 訪問看護ステーション　デューン柳川 832-0826
 柳川市三橋町高畑104ー1
萩島第1ビル103号

0944-88-8402 〇 〇 〇 〇 〇

5 訪問看護ステーションはばたき 834-0006 八女市吉田1540ー5 0943-24-8617 〇 〇

6 いきいき稲富訪問看護ステーション 834-0047 八女市稲富60ー１ 0943-24-6677 〇 〇 〇 〇

7 訪問看護ステーション　ちくすい 834-0062  八女市岩崎607ー１ 0943-23-5135 〇 〇 ※１

8 訪問看護ステーション木屋 834-1204 八女市黒木町木屋1879ー１ 0943-24-8130 〇 ※２

9 訪問看護ステーションつなぐ 833-0016 筑後市常用826ー７ 0942-48-1084 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 訪問看護ステーションはばたきサテライト筑後 833-0031 筑後市山ノ井191ー１ 0942-65-4066 〇 〇 〇 〇 〇

11 訪問看護ステーション　心の花（このは） 833-0031  筑後市山ノ井320ー1 0942-53-1172 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 クリーンパル　訪問看護ステーション 833-0053  筑後市西牟田6365ー7 0942-53-3323 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 はーと・なう訪問看護ステーション 831-0016 大川市酒見96ー1 セントラル陽光ビル3F 0944-88-9885 〇 〇 〇 〇 〇

14 訪問看護ステーションeight 831-0041  大川市小保467ー1 0944-85-8452 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 船小屋病院訪問看護ステーション ほたる 835-0006  みやま市瀬高町坂田91ー1 0944-67-7101 〇 〇 〇 〇 ※１

16 訪問看護ステーションみやま 835-0023 みやま市瀬高町小川570ー１ 0944-63-5500 〇 〇 〇

17 訪問看護ステーションReafみやま 835-0024 みやま市瀬高町下庄613ー1　１階 0944-85-7104 〇

18 訪問看護ステーションクローバーおおき 830-0416 大木町八町牟田254ー2　塚本ビル1ー1 0944-33-2227 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

対象地域

備考名称 〒 所在地 電話番号
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訪問看護ステーション（久留米市内） 

 

※△は要相談 

 

 

就労支援事業所 

（就労移行支援）一般企業等への就労を希望する 65 歳未満の方に一定期間、就労に必要な知識や能力の向上のために必

要な訓練を行います。 

（就労継続支援 A 型）65 歳未満の方に雇用契約に基づく就労の機会を提供し、一般就労に必要な訓練などを行います。 

（就労継続支援 B 型）雇用契約に基づく就労が困難な方に就労の機会を提供し、就労に必要な訓練などを行います。 

 

大

牟

田

市

柳

川

市

八

女

市

筑

後

市

大

川

市

み

や

ま

市

大

木

町

広

川

町

1 訪問看護ステーション　うぃず　はーと 830-0016 久留米市通東町５ー１６　富士ビル4階 0942-46-6220

2 ChezMoi訪問看護ステーション 830-0023 久留米市中央町2ー25 0942-37-0807 〇 〇

3 訪問看護ステーション　デューン久留米 830-0033 久留米市天神町６１－１ 0942-65-6220 〇 △ 〇 〇

4 マイナビ訪問看護ステーション久留米 830-0045 久留米市小頭町128ー1　1階 0942-33-0715 〇 〇

5 訪問看護ステーション風と虹 830-0052 久留米市上津町2538ー6 0942-51-8090 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 グネス訪問看護ステーション 830-0062 久留米市荒木町白口２３２４ー４ 0942-64-9787 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 あかり訪問看護ステーション久留米 830-0063 久留米市荒木町荒木1339ー1 0942-65-3223 〇 〇 〇

8 やすたけ訪問看護ステーション 830-0072 久留米市安武町住吉1766 0942-26-2151 〇 〇

9 訪問看護ステーションゆかり 830-0111 久留米市三潴町西牟田6556ー6 0942-55-6370 〇 〇

10 訪問看護ステーション　ステラ 839-0814
久留米市山川追分1ー6ー10
ウエルビーイング202号

0942-65-3252 〇 〇 〇 〇 〇

11 訪問看護ステーション　ルナ 839-0814
久留米市山川追分1ー6ー10
ウエルビーイング201号

0942-27-8424 〇 〇 〇 〇 〇

12 訪問看護ステーション　Yourself久留米 839-0803 久留米市宮ノ陣町大杜1544ー2 0942-25-8569 △ 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇

13 訪問看護ステーション国分 839-0863 久留米市国分町717ー10 0942-80-1958 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 訪問看護ステーション　木守柿 839-1213
久留米市田主丸町益生田８８８－８
耳納ハイツ１０６号

0943-74-7070

備考

対象地域

名　称 〒 所 在 地 電話番号

A型 B型

1 ふれんず 836-0003 大牟田市唐船２６４ー１ 0944-53-4896 ○ 〇

2 リライト 836-0003 大牟田市唐船１９２－１ 0944-53-3677 ○ 〇

3 ウェルサービス　岬 836-0004 大牟田市手鎌３０４－３ 0944-31-3788 ○ 〇

4 いろどり 836-0054 大牟田市千代町４ー５ 0944-85-7077 ○ 〇

5 就労移行サポートセンター　ディスカバリー 836-0036 大牟田市小川町３０ー１ 0944-88-8339 ○ 〇

6 フィールド１ 836-0041 大牟田市新栄町１６－５ 0944-59-2777 ○

7 オアシス 836-0041 大牟田市新栄町１６ー１６ 0944-85-9526 ○ ○

8 障がい者支援センター大牟田ワークステーション 836-0041 大牟田市新栄町８－１ 0944-85-0216 ○ 〇

9 び～ず南 836-0055 大牟田市樋口町４ー８ 0944-88-9460 ○ 〇

10 就労継続支援Ｂ型事業所　Ｂ－Ｓｔｅｐ 836-0056 大牟田市姫島町３８－４ 0944-85-7601 ○

11 ワーキングサポートフェリス 836-0802 大牟田市日出町２ー２ー１０ 0944-32-9111 ○ 〇

12 アント 836-0805 大牟田市通町１ー６ー１１ 0944-31-3267 ○ 〇

13 ティオ新栄町 836-0806
大牟田市東新町1ー3ー9
有明塾ビル1F/2F

0944-85-8322 ○ ○ 〇

14 あおぞら大牟田 836-0806 大牟田市東新町１ー８－１ 0944-88-8118 ○ ○ 〇

就労継続支援
送迎名　　称 〒 所　在　地 電話番号

就労移行

支援
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A型 B型

15 リフォルマ 836-0806 大牟田市東新町２ー６ー２ 0944-54-6530 ○ ○ 〇

16 ひかりワークサポート 836-0811 大牟田市八尻町３ー２３ 0944-88-9538 ○ 〇

17 障害者就労・自立支援センター　たんぽぽ 836-0816 大牟田市八本町１００ー９ 0944-51-8807 ○ ○ ○ △

18 ティオ大牟田築町 836-0841 大牟田市築町4ー1 0944-32-9604 ○ 〇

19 森の工房　どんぐり 836-0885 大牟田市下池町３１ 0944-52-7575 ○ 〇

20 大牟田恵愛園 836-0895 大牟田市新勝立町３ー５ー１５ 0944-51-8750 ○ 〇

21 ワークサポート　リード倉永 837-0906 大牟田市倉永８３ー２７ 0944-41-6377 ○ 〇

22 あいりす 837-0916 大牟田市田隈４４５－５ 0944-32-9534 ○ 〇

23 ウェルサービス今山 837-0922 大牟田市今山２３４３－１ 0944-85-9265 ○ 〇

24 恵愛ワークセンター 837-0922 大牟田市今山４３６８ー３ 0944-43-1202 ○ ○ 〇

25 障がい者就労支援事業所B型 ポラリス 832-0001 柳川市蒲生１２９－１ 0944-73-9676 ○ 〇

26 ワークショップ　はぁもにぃ 832-0012 柳川市中町１５ー３ 0944-32-8503 ○ 〇

27 ソイル 832-0026 柳川市曙町３０－１ 0944-85-9329 ○ 〇

28 アップライフ 832-0058 柳川市上宮永町２８４ー２ 0944-75-1139 ○ 〇

29 コラボステーション宝箱 832-0059 柳川市下宮永町118 0944-73-0007 ○ 〇

30 障がい者就労支援センター　いこい 832-0059 柳川市下宮永町６３５ー１３ 0944-88-9902 ○ 〇

31 A型作業所 HACO 832-0068 柳川市城隅町２２－１６ 0944-85-8175 ○ △

32 障がい者就労支援センター　かけはし 832-0089 柳川市田脇１０９ー２ 0944-88-8210 ○ 〇

33 就労継続支援Ｂ型　かおり園 832-0801 柳川市三橋町起田５３８－１ 0944-75-5030 ○

34 就労支援センター　ひかり 832-0806 柳川市三橋町柳川８２２－４ 0944-73-8777 ○ 〇

35 障がい者支援センター　有明ワークステーション 832-0806 柳川市三橋町柳河８３３ー１　１階 0944-32-8401 ○ ○ 〇

36 障がい者就労支援センター　はぁもにぃ 832-0807 柳川市三橋町枝光３７２ー３ 0944-32-8735 ○ 〇

37 社会福祉法人たからばこ　第１宝箱　そらまめ 832-0827 柳川市三橋町蒲船津１２３７－７ 0944-73-8849 ○ 〇

38 障がい支援センターひまわり 834-0004 八女市納楚７１５ 0943-24-9962 ○ 〇

39 さんふらわあ 834-0006 八女市吉田１１４４ 0943-23-1711 ○ 〇

40 就労継続支援B型作業所ワークスペース　そらいろ 834-0006 八女市吉田１５３３－２ 0943-22-8100 ○ 〇

41 ハイジ福祉会　第二八女作業所 834-0012 八女市山内454ー2 0943-22-8570 ○ 〇

42 八女てらす 834-0013 八女市大籠１５ 0943-24-9018 ○ ○ △

43 紫雲英の郷 834-0015 八女市本２２２８ー２ 0943-22-2250 ○

44 陽だまり工房 834-0015 八女市本２５７5ー１ 0943-30-3058 ○ 〇

45 ワークスペース蓮　－Ｒｅｎ－　ウイング 834-0023 八女市馬場３－１ 0943-24-5085 ○ ○

46 ワークスペース蓮　－Ｒｅｎ－　ライトニング 834-0023 八女市馬場３－１ 0943-24-5085 ○

47 よりあいの家　しんよう 834-0023 八女市馬場３４１－３ 0943-24-8230 ○ 〇

48 障がい者支援センター　こころ 834-0024 八女市高島津江５６５ー３ 0943-24-1032 ○ 〇

49 フラワーパッケージセンター 834-0026 八女市井延１９２ー１ 0943-23-6568 ○

50 ハイジ福祉会　八女作業所 834-0063 八女市本村425ー80 0943-23-1747 〇 〇

51 さんふらわあ八女 834-0064 八女市蒲原１０５４－３ 0943-24-8627 ○ 〇

52 八まんなか 834-1102 八女市上陽町北川内５０ 0943-54-2322 ○ 〇

53 城山学園 834-1203 八女市黒木町北木屋１３１５ 0943-42-4016 ○ △

54 ワークスペースそらいろ黒木 834-1211 八女市黒木町土窪1419-2 0943-24-8617 〇 〇

55 就労継続支援事業所　はうす 833-0001 筑後市一条６２６－９ 0942-27-6840 ○ ○ 〇

56 障害者支援施設　年輪の園 833-0002 筑後市前津中牟田１９６５ー１ 0942-53-8211 ○ 〇

57 就労継続支援B型事業所　ゆかり 833-0003 筑後市羽犬塚３７５ー１５ 0942-53-8804 ○ 〇

就労継続支援
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※△は要相談 

A型 B型

58 輪 833-0005 筑後市長浜１３８７－１ 0942-65-3704 ○ ○ 〇

59 多機能型就労継続支援A型事業所　ル・パン 833-0005
筑後市長浜２０５２ー１
アクセス第７ビル１F

0942-53-7220 ○

60 多機能型就労継続支援B型事業所　ケア・プリント 833-0005
筑後市長浜２０５２ー１
アクセス第７ビル２Ｆ

0942-48-1221 ○ 〇

61 わかたけ作業所 833-0007 筑後市鶴田４７４ 0942-52-0747 ○ 〇

62 teしごと＋teーら 833-0031 筑後市山ノ井７７８ー２　１０２号 0942-53-0001 ○ 〇

63 ワークサポート　きらら 833-0032 筑後市野町６－８ 0942-51-7300 ○ 〇

64 さんふらわあ筑後 833-0054 筑後市蔵数５２１－５ 0942-27-6300 ○ 〇

65 ディアスポラ 833-0016 筑後市常用８２４－３ーA 0942-65-8743 ○ 〇

66 ちくご作業所 あいあい 833-0027 筑後市水田８３８－５ 0942-65-4850 ○ 〇

67 和水想 833-0044 筑後市富久３７５－５ 0942-65-8166 ○

68 第２ふるさと 833-0044 筑後市富久３３４－２ 0942-42-2242 〇 〇

69 プラムの小径 833-0053 筑後市西牟田６３５４－２－３ 0942-65-7380 ○ △

70 木の香園自立支援センター 833-0002 大川市下林４３３ー１ 0944-88-8323 ○ △

71 ひまわりねっと 831-0004 大川市榎津３７３－２ 0944-32-9383 ○ 〇

72 グッドジョブ大川 831-0005 大川市向島１５４７－１ 0944-87-7939 ○

73 就労支援センター　かがやき 831-0005 大川市向島１３７０ー３ 0944-88-8456 ○ ○ 〇

74 就労継続支援 大地 831-0005 大川市向島1598ー1 0944-85-9103 ○ 〇

75 障害者就労支援センター「きむろ」 831-0007 大川市道海島８５９ 0944-88-1213 ○

76 木の香園就労支援センター 831-0006 大川市道海島８６６－１ 0944-87-7197 ○ 〇

77 あすなろ 831-0015 大川市本木室３０６ー５－２ 0944-88-2080 ○

78 カサーレネクスト 831-0016 大川市酒見１５２ー2 0944-86-6600 ○ 〇

79 就労継続支援Ｂ型　ＯＮＥ 831-0032 大川市北古賀１５４－１１ 0944-85-7805 ○ 〇

80 木の香らんど 831-0032 大川市北古賀２４５－３ 0944-32-9491 ○ 〇

81 リボン 831-0035 大川市津６０７ー１１ 0944-85-1122 ○ 〇

82 障がい者就労支援事業所　アシスト 835-0007 みやま市瀬高町長田１６０３ 0944-67-7574 ○

83 障がい者就労支援センター　サンビジネス 835-0023 みやま市瀬高町小川２７４－４ 0944-62-5404 ○ ○ 〇

84 障がい者支援センター　ゆるり 839-0215 みやま市高田町濃施６２９ 0944-64-8012 ○ 〇

85 ピート 839-0221 みやま市高田町下楠田１６６５－９ 0944-85-7648 ○ 〇

86 くすの木苑 839-0221 みやま市高田町下楠田２１９５ー１ 0944-22-2535 ○ ○ ○ 〇

87 LLC就労支援センター えん 830-0405 大木町横溝５8０ー１ 0944-78-2821 ○ 〇

88 ウェル大木ワークセンター 830-0406 大木町前牟田６９８－１ 0942-62-6985 ○ 〇

89 障がい者支援センターおおき 830-0416 大木町八町牟田９６－１ 0944-78-1295 ○ 〇

90 就労継続支援A型　さんふらわあ広川 834-0103 広川町六田１１７－１ 0943-24-8170 ○ 〇

91 多機能型就労支援事業　のぞえ風と虹 834-0115 広川町新代馬渡１３８９－７３５ 0943-30-8230 ○ ○

92 就労継続支援B型　夢と希望 834-0115 広川町新代２１６５ー１ 0943-24-8112 ○ 〇

93 就労継続支援Ａ型事業所　ワーク　アンド　ライフ 834-0121
広川町広川１８８－３
サンパーク丸山１０３号室

0943-32-6147 ○

94 第二赤坂園 834-0122 広川町一條１３６１ー４ 0942-53-2110 ○

95 サングリーン 834-0123 広川町藤田１４１６ー１７ 0942-27-2555 ○ 〇

就労継続支援
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地域活動支援センター 

障がい者の日中活動をサポートし、創作活動や生産活動、社会との交流促進などの機会を提供します。 

Ⅰ型：精神保健福祉士や社会福祉士などの専門職員が配置され、困りごとの相談や地域の医療機関・

支援機関等との連携といったサポートを行います。 

Ⅱ型・Ⅲ型：生活支援員や職業相談員などの職員が勤務し、機能訓練や社会適応訓練、入浴サービス

など、利用者の自立や生きがいの向上のための支援を行います。 

 

 

 
 

グループホーム 

共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。 

 

 

名　称 〒 所 在 地 電話番号 区分

1 ふれあいの森　あじさい 836-0862 大牟田市原山町1ー6 0944-55-8555 Ⅰ型

2 ハーツ 836-0853 大牟田市上町1ー2ー5ー1 0944-59-0803 Ⅰ型

3 むつごろう作業所 836-0803 大牟田市鳥塚町14ー5 0944-54-2131 Ⅱ型

4 もやい 836-0853
大牟田市上町2ー4ー7

イッツビル102
0944-56-9142 Ⅲ型

5 JOY工房　オークス 833-0005 筑後市長浜2385ー7 0942-53-7230 Ⅲ型

6 プラム.ちくご 833-0003 筑後市羽犬塚515ー2 0942-27-7941 Ⅰ型

7 木の香らんど 831-0032 大川市北古賀245ー3 0944-32-9491 Ⅲ型

8 きよみず作業所 835-0023 みやま市瀬高町小川270 0944-62-3256 Ⅲ型

名　　称 〒 所　在　地 電話番号 定員

1 グループホーム　Ｌｅｏ 836-0002 大牟田市岬９８８－１ 0944-31-4199 7

2 くろだハウス 836-0004 大牟田市手鎌１５２ー１ 090-9485-1521 4

3 つくしんぼ浜田 836-0026
大牟田市浜田町３－２

浜風コーポ１棟１０１号
0944-51-8781 6

4 つくしんぼ小浜Ⅱ 836-0034 大牟田市小浜町９８－１２ 0944-52-0585 4

5 つくしんぼ小浜Ⅲ 836-0034 大牟田市小浜町３ー２－１２ 0944-51-8781 9

6 八尻寮 836-0811 大牟田市八尻町３ー１４ー３ 0944-55-0115 15

7 つくしんぼ亀谷 836-0823 大牟田市亀谷町８－１ 0944-51-8781 5

8 グループホームフェリス黄金 836-0872 大牟田市黄金町２ー２３０－１ 0944-32-9111 7

9 つくしんぼ末広 836-0874 大牟田市末広町238 0944-51-8750 4

10 つくしんぼ宮原 836-0875
大牟田市宮原町１丁目２８０ー１

ロングヒル２－Ｇ
0944-56-1533 4

11 さくらガーデンハイツ 836-0885 大牟田市下池町３７ 0944-52-8805 6

12 つくしんぼ勝立 836-0886 大牟田市勝立１２１－１ 0944-51-8750 5

13 ライフサポート　リード 837-0904 大牟田市吉野１６７６ー４ 0944-31-5022 15

14 つくしんぼ草木 837-0917 大牟田市草木４７１－２０ 0944-51-8781 4

15 グループホームサンフラワー 837-0921 大牟田市三池８７８ 0944-59-7066 26

16 グループホーム翠甲 832-0074 柳川市元町1ー3 0944-88-9382 7

17 し～ぐらす 832-0077 柳川市筑紫町４１３－１ 0944-32-8102
共同生活6

短期3

18
外部サービス利用型共同生活援助

かおり園
832-0801 柳川市三橋町起田５３８－１ 0944-75-5030 30

19 グループホームかがやき柳川 832-0826 柳川市三橋町高畑１７４ー１ 0944-85-0591 22

20 第１０ほうれん荘 834-0001 八女市宅間田２０１ー３ 0943-30-3001 10

21 グループホームおおぞら 834-0006 八女市吉田１１３６－１ 0943-23-3138 34

住むところ 
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名　　称 〒 所　在　地 電話番号 定員

22 第８ほうれん荘 834-0006
八女市吉田１５４２ー１０

隈本ハイツ
0943-30-3001 4

23 ぐるーぷほーむハイジ壱番館 834-0012 八女市山内４５５－１ 0943-22-9810 7

24 ほうれん荘 834-0013 八女市大籠２６ー２　市ノ木ハイツ 0943-30-3001 8

25 秋桜 834-0013 八女市大籠７－１ 0943-30-3001 10

26 第５ほうれん莊 834-0013 八女市大籠２８４ 0943-30-3001 6

27 第６ほうれん莊 834-0013 八女市大籠２８４ 0943-30-3001 6

28 第７ほうれん荘 834-0013 八女市大籠２－１ 0943-30-3001 5

29 第３ほうれん荘 834-0014 八女市忠見８０２－４ 0943-30-3001 5

30 ブルーローズ 834-0016 八女市豊福９１９－１ 0943-24-0600 20

31 花桃 834-0025 八女市祈祷院３９０ー１ 0943-30-3001 6

32 グループホームserenity 834-0031 八女市本町１－３－４ 050-8880-9410 5

33 第２ほうれん荘 834-0063
八女市本村４２５ー１５０

アーサハイツ１０６号,206号
0943-30-3001 6

34 もちのき 834-0067 八女市龍ケ原１８２ 0943-30-2060 16

35 グループホームらてぃす 834-1213 八女市黒木町本分１２１０－５ 0943-42-0031 6

36 グループホームアクアマリン 833-0001 筑後市一条５８６ー１ 0942-53-4472 6

37 わかたけ作業所 833-0007 筑後市鶴田４７4 0942-52-0747 20

38 すみれ 833-0016 筑後市常用８９０－１ 0942-27-8028 6

39 イーエルホーム船小屋 833-0032 筑後市野町４２１ー１ 0942-53-6778 18

40 虹 833-0034 筑後市下北島長間寺３６９－２ 0942-53-7051 6

41 アリヴィオ 833-0044 筑後市富久341－1 0942-42-2242 6

42 グループホームガーネット 833-0044 筑後市富久８３１ー７ 0942-52-4124 5

43 グループホーム　パール 833-0053 筑後市西牟田6383ー6 0942-53-4500 6

44 グループホーム　マーガレット 833-0053 筑後市西牟田６３８３ー６ 0942-53-4520 6

45 グループホーム　アメジスト 833-0053 筑後市西牟田６３８３－１４ 0942-53-6330 6

46 ほがらかホーム 833-0053 筑後市西牟田６０３２ー１ 0942-53-8342 20

47 すてら 833-0054 筑後市蔵数５１８ー５ 0942-65-8877 5

48 グループホーム　そのまま壱号館 831-0005 大川市向島１５９８－１ 0944-85-8116 5

49 楠の木ホーム　大川 831-0005 大川市向島１１２６ 0944-86-4121 10

50 木の香ほーむ　陽の木 831-0008 大川市鐘ケ江６５７ー２ 0944-88-8852 10

51 アンジュースマイル 831-0016 大川市酒見152 0944-86-6600 18

52 ひまわりの里 831-0035 大川市津１２－１　ひまわりビル 0944-87-2511 19

53 ひまわりの家 831-0035 大川市津12ー1　ひまわりビル 0944-87-2511 4

54 グループホーム　ボクらの家 831-0035 大川市津７７８ー１ 0944-88-8511 11

55 木の香ほーむ　小保 831-0041 大川市小保４７０－３　小保団地内 0944-88-8234 男性４

56 木の香ほーむ　道海 831-0007 大川市道海島560 0944-88-8234 男性７

57 木の香ほーむ　木室 831-0021 大川市大橋608 0944-88-8234 女性１１

58 くすの木ハイム 839-0221 みやま市高田町下楠田２１５２ー３ 0944-22-2535 16

59 ルーツ大木町笹渕 830-0401 大木町笹渕７８０－１ 0944-33-0309 20

60 グループホームウェーブ 830-0423 大木町大藪６９５，６９６番地合併 0944-33-0661 4

61 きゅうりの家 834-0115 広川町新代１３９２ー１ 0942-27-2555 7

62 ひまわりの家 834-0115 広川町新代１１５０－５ 0942-27-2555 15

63 グループホーム　アーモンド 834-0122 広川町一條1372ー1 0942-54-1840 6
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自助グループ 

当事者や家族が集まったり、交流会などを通して仲間づくりを行う場です。日ごろの中身を話し合ったり、意見

交換を行うことで、不安や孤独を軽減する場となっています。 

〇精神障がい者家族会 

 

〇ひきこもり・不登校について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名　　称 〒 住　　所 電話番号

1 特定非営利活動法人ともしび会 836-0803 大牟田市鳥塚町14-5 0944-54-2131

2 八女地区精神障害者家族会のぞみ会 834-0063 八女市本村425-80　八女作業所内 0943-23-1747

3 友和会 835-0024 みやま市瀬高町下庄1557-1 0944-62-5414

名　　称 〒 所 在 地 電話番号

1
大牟田学校に行かない子を持つ親の会

「ふきのとう」
ー －

代表:中西朋美氏

070-2400-4976

2 ちくご地域ユースサポート 833-0006 筑後市新溝613 0942-27-8432

3
福岡県ひきこもり地域支援センター

筑後サテライトオフィス
830-0027

久留米市長門石3丁目10-34

ニューグリーンビル1階
0942-37-2280

精神保健福祉社会資源情報誌―南筑後版― 

作成日 令和４年１０月 

    作 成 南筑後保健福祉環境事務所 

       健康増進課 精神保健係 

       ☎（０９４４）７２―２１７６ 

仲間づくり 

※掲載しているものは令和 4 年 5 月時点の情報です。今後、随時更新予定です。 
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京築保健福祉環境事務所
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指定一般相談
（地域移行支援・地域定着支援）

指定特定相談
（計画相談支援）

管内人口
（R5.3.1現在、人口移動調査）

177,907

精神科クリニックの数 4

精神科病床数 900

精神科病院の数 4

日中活動系福祉サービス事業所数 （精神対応）55

（精神対応）25

相談支援
事業所数

(精神対応）7

地域定着個別給付利用者
（R4年度）

（精神障がいのある方）0

地域移行個別給付利用者
（R4年度）

（精神障がいのある方）1

グループホーム事業所数 （精神対応）24

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3 R4

会議

研修

調査

連携

啓発

地域支援関係機関会議（精神保健福祉部会）a

地域支援者研修会

管内精神科病院 院内研修会

一般向け講演会a

ピアサポーター

についての講演

管内精神科病院

院内研修会

関係機関へのヒアリング調査a

社会資源名簿・こころの健康相談のチラシ作成・配布

新型コロナウイルス感染症

流行のため事業見合わせ

ピアサポーターについての講演

新型コロナウイルス感染症

流行のため事業見合わせ

地域支援者

研修会

市町の自立支援協議会との連携

関係機関への

ヒアリング調査

実務者会議 実務者会議 新型コロナウイルス感染症

流行のため事業見合わせ

新型コロナウイルス感染症

流行のため事業見合わせ

１ 地域の現状及び課題 

（１）管内地域の概要 

当所は、福岡県東南部に位置し、行橋市、豊前市、京都郡及び築上郡の２市５町を管轄する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）社会復帰促進事業の経過 

平成２０年度から医療、福祉、行政等の関係機関が連携して、精神障がいのある方やその家族に

支援を行い、地域で安心して生活できるよう、精神障がいのある方の地域移行を進めるための「精

神障がい者社会復帰促進（地域支援）事業」に取り組んできた。 

平成２９年には、これからの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会にて、精神障がいにも対

応した地域包括ケアシステムの構築を目指すことが提言され、当所では管内精神科４病院それぞれ

への院内研修を再開し毎年開催するなど、地域移行・地域定着に向けた支援を強化できるよう取り

組んだ。 

令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症の流行のため、事業の実施を見合わせたものもあっ

たが、令和４年度は感染症流行状況を見ながら、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構

築の取り組みに向け、関係機関へのヒアリング調査、研修会や講話の企画、ピアサポーターについ

て普及啓発等の事業を実施した。 
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入院期間 人数（人） 割合（％） 人数（人）割合（％） 人数（人） 割合（％）

３か月未満 188 22.5% 3,459 21.0% 55,211 21.3%

３か月以上１年未満 165 19.7% 2,736 16.6% 43,399 16.8%

１年以上 483 57.8% 10,310 62.5% 160,309 61.9%

不明 0 0% 0 0.0% 1 0.0%

計 836 100.0% 16,505 100.0% 258,920 100.0%

京築管内 福岡県 全国

（３）精神保健福祉に関する地域診断に基づいた地域の課題 

・６３０調査結果 

精神保健福祉資料、管内精神科4病院の630調査から精神科病院入院患者の状況を分析した。 

京築管内の入院患者の入院期間は全国・福岡県と比較すると、3か月未満の患者の割合が多く、 

1年以上の長期入院者の割合が少ない結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相談支援事業所へのヒアリング調査 

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築のための目指す方向性や地域の現状、課題を整

理するため、令和２年度は市町に、令和３年度は管内の自立支援協議会３か所に調査を実施した。令

和４年度は、管内の現状や課題についてさらに深めることを目的とし、マネジメントの核となる機関

である相談支援事業所にヒアリングを実施した。 

【結果】 

にも包括構築のための取り組みや、地域生活支援拠点については、どの事業所も必要性を感じてい

るが、相談員の負担の増大や人員不足等の問題で実施が困難になっている状況であることがわかった。

また、地域の特性（精神障がいのある方への偏見的な見方、移動手段等の問題）が、当事者や家族の

生活のしづらさに強く影響を及ぼしている現状を把握した。 

精神障がいのある方の地域生活を支援するために、今以上に病院をはじめとした多職種との連携の

必要性を多くの相談員が感じていた。また、研修会は他機関との連携のきっかけになるため、グルー

プワークを希望される意見が複数あった。保健所は地域の精神保健の中核的な役割を担っており、関

係機関同士をつなぐ役割は重要であることを再認識した。 

保健所の業務については、十分に知られていなかったり、どのような事例のどのような場合に保健

所と連携すればよいのか不明だという意見もあり、地域支援者へ保健所業務の周知が必要であること

がわかった。 

 

２ 各事業の実施状況及び今後の方針 

（１）精神障がい者社会復帰促進事業 

・関係機関代表者会議での報告及び協議 

  管内４精神科病院長、地域援助事業者の管理者、市町障がい担当課長、住民代表として民生委員

やピアサポーター等の保健・医療・福祉関係者等による会議を毎年開催している。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため書面開催とした。 

日 程 内  容 対 象 

令和 4年 

7月 19日～ 

9月 28日  

相談支援事業所へのヒアリング調査 

内容：精神障がいのある方の地域支援の現状と課題 

について 

・管内の指定特定相談支援事業所 

4か所の相談支援専門員 

・管内の指定一般相談支援事業所 

4か所の相談支援専門員 
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日  時 内  容 参 加 者 

令和4年 9月 
地域支援関係機関会議（書面開催） 

「地域移行及び地域生活継続のための支援について」 

関係機関職員代表者 20名 

(精神科病院長、市町担当課長、警察、

消防、教育事務所、公共職業安定所、

地域援助事業所、民生・児童委員、

ピアサポーター） 

 

・個別支援会議 

令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症流行の影響を受け、多機関が集合する会議を見合わ

せることも多く、実施回数は感染症流行前の令和元年度（９３回）から大幅に減少した（令和２～

４年度の実績内訳は下記の表のとおり）。 

令和４年度は感染状況に応じた開催方法の変更（書面やオンライン開催）はなかったが、医療機

関で行う会議では、本人をリモート参加とすることもあった。 

個別支援会議開催実績（回） 

  主催 会議種類 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 

保健所 

退院後支援会議  14 4 2 

処遇プラン作成に係る会議 4 0 2 

上記以外の当所主催の会議 9 5 11 

他機関 
医療観察法に係るケア会議 4 11 9 

その他の会議 22 5 4 

計 93 53 25 28 

 

・関係機関への研修会や講話 

相談支援事業所を対象に実施したヒアリング結果等を基に、下記の研修会や講話を実施した。 

〇研修会 

日 時 内 容 対象及び参加人数 

令和 4年 

10月 24日（火） 

15時 30分～ 

 17時 00分 

精神保健福祉相談支援研修会 

(１)報告 

「管内の精神保健について」 

   報告者：京築保健福祉環境事務所 精神保健係長 

(２)講演 

「訪問看護における精神科患者との関わり～信頼と安心のために～」 

  講師：京築訪問看護連絡協議会 副会長 井上 真生 氏 

管内の行政職員17名 

（保健・福祉部門） 

令和 4年 

12月 19日（月） 

15時 00分～ 

16時 30分 

令和 4年度自殺対策を含めた地域支援研修会 

(１)報告 

「精神保健福祉に関するデータから見た管内の現状」 

報告者：京築保健福祉環境事務所 保健師 

(２)講演 

「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けて 

必要なこと」 

講師：西南女学院大学 保健福祉学部教授 今村 浩司 氏 

(３)グループワーク 

(４)管内精神科４病院の連携室紹介 

   説明者：各精神科病院の精神保健福祉士 

地域支援者 34名 

（相談支援事業所 

※基幹含む、グループ

ホーム、生活困窮者自

立相談支援事業所、 

社会福祉協議会、 

ハローワーク、市町の

精神保健福祉部署、 

福祉事務所、精神科医

療機関、訪問看護ステ

ーション等の職員） 
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〇自立支援協議会での講話 

自立支援協議会 日 時 内 容 講 師 参加人数 

行橋市地域 

自立支援協議会 

相談支援部会 

令和 4年 

10月 20日（木） 

説明 

「ピアサポーターについて」 

京築保健福祉環境事務所 

保健師 
33名 

京都郡地区 

自立支援協議会 

全体会 

令和 4年 

10月 26日（水） 

報告 

「退院後支援計画について」 

京築保健福祉環境事務所 

健康増進課長 
12名 

豊築地区 

自立支援協議会 

相談支援部会 

令和 4年 

11月 9日（水） 

京築保健所の精神保健業務の紹介 

「地域で暮らすために～精神疾患患者 

 の地域生活を支える取り組み～」 

京築保健福祉環境事務所 

精神保健係長、保健師 
11名 

 

（２）退院後支援事業 

  措置入院者（緊急措置入院を含む）のうち、退院後支援計画に基づく支援を受けることに同意し

た者に退院後支援計画を作成し、関係機関と連携して支援を行った。 

  精神障がいがある人の退院後支援実績（人） 

 
R3年度 R4年度 

措置入院（緊急措置入院のみも含む）患者数 12 9 

退院後支援計画

の同意確認 

同意あり 4 6 

入院中等で同意未確認 2 2 

同意後撤回 0 0 

同意なし 1 1 

他保健所へ情報提供 1 4 

退院後支援計画に基づく支援期間終了者 4 1 

 

（３）その他の取り組み 

・処遇プランに関する取り組み 

  令和４年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、処遇プランについての研修会の

実施を見合わせた。 

処遇プランを継続して利用している対象者については、退院した後も作成した処遇プランが対象

者自身の体調把握のツールとなっているとともに、施設職員が対象者の状態悪化を把握するための

指標としても活用されている。 

  令和４年度に当所が病院でのケース会議に参加し、処遇プラン作成に関わった事例は１件。本人

と共に考えて作成することで、退院後にも「一緒に作った計画」として状態の確認や対処方法の助

言ができた。 

 

・こころの健康手帳活用への取り組み 

精神障がいのある方が希望する生活の実現に向け、支援者がこころの健康手帳についての理解を

深め、活用できることを目的とし、令和４年度は自立支援協議会での講話の中で、こころの健康手

帳についての説明を行った。 

令和４年度こころの健康手帳新規活用事例は１例。支援者が訪問時に記入している。訪問日が異

なる支援機関同士でも、手帳を確認することで体調等の情報共有ができた。 

  今後も様々な支援機関が集まる機会に合わせ、具体的な活用方法を周知する。また、当所で新規

介入するケースでこころの健康手帳を有効に利用できそうな方には利用を勧める。 
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（４）社会復帰促進事業促進のための今後の方針 

社会復帰促進事業は精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築のための重要な役割を

担っている。まずは支援機関に対して「にも包括」についての理解を進める必要がある。精神障がい

者が、地域の一員として安心して自分らしい暮らしを送ることができるよう、保健・医療・福祉それ

ぞれの支援者が地域移行や地域定着支援に関する地域の現状や課題について共通の想いを持ち、共有

することができる体制づくりに取り組んでいく必要がある。 

事業の中で把握した地域の現状・課題と今後の方針について、「精神障がいにも対応した地域包括

ケアシステム構築のための手引き」に記載されている「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステ

ムの構築において重視すべきこと」の７項目に基づき検討した。 

 

①地域住民の理解増進 

 地域支援者へのヒアリングでは、地域によっては精神障がいのある方に対する偏見が強いことがわ

かった。新型コロナウイルス感染症流行前は当所でも一般向け講演会を行っていたが、感染症流行後

は事業実施を見合わせている。「にも包括」構築には、住民の理解・協力が不可欠である。市町の自

立支援協議会では、障がいのある方への理解促進のための活動を行っている。住民の理解増進に向け、

どの機関がどのような取り組みを行っているか理解し、今後の普及啓発を検討できるとより良い。 

②精神障がいのある方本人の希望・ニーズ 

 本人の希望やニーズを引き出し、一人ひとりに応じた支援を形成するために、退院後支援計画や処

遇プラン、個別支援会議は有効である。今後も必要な関係機関を支援の輪に加えた個別支援を充実さ

せる。 

処遇プランについては、当所の研修会で数年間研修を行ったこともあり、各精神科病院で必要なケ

ースには作成されている。当所も病院と共にプラン作成の実績あり。今後も引き続き必要ケースのプ

ラン作成に取り組む。 

③地域アセスメントに基づく目標設定とロードマップの作成及び検証 

 今後も地域のニーズや課題把握のためヒアリングを実施する。実務者会議で地域アセスメントの結

果や事業の経過を見える化し、関係機関と認識の共有を図る。また、支援者のニーズを研修会に反映

する。 

④支援者間のネットワークによる協働 

 地域支援者へのヒアリングでは、管内の市町で地域の特徴が異なるため、課題の共有が難しいこと

や、医療と福祉の分野で認識が一致せず、連携に困難さを感じていることがわかった。また、この数

年は新型コロナウイルス感染症流行のため、支援者が集う機会が減少し、顔の見える関係づくりの構

築が困難な状況が続いた。 

相談支援事業所等の小規模事業所では、従事人員が少ない中で多くの困難事例を抱えており、積極

的な介入を行いたくてもマンパワー不足のため実施できない現状である。人員を拡充することは容易

ではないため、マンパワー不足という状況の中でも、支援者全体が工夫や調整を行いながら共通認識

を持ち、多様なケースで対応を深めることにより、援助形態を構築することが必要となる。 

当所主催の研修会では、支援者のスキルアップを図るとともに、グループワークや事例検討を通し

て、支援者同士が互いの機能を理解した顔の見える関係づくり・他機関との更なる連携を推進するこ

とを目的としている。今後も引き続き支援者間のネットワーク構築ができる研修会を企画する。 

⑤保健所の役割 

 保健所は地域移行支援・地域定着支援等推進の中心的役割を求められる機関であるが、保健所業務

や望ましい連携については、支援者の理解が十分ではない部分がある。市町の自立支援協議会の場で

は保健所業務の紹介の講話を行う等、役割周知のための取り組みを行った。 

保健所は地域住民の健康を支える広域的・専門的・技術的拠点と位置付けられるため、今後も当所

が把握した地域の課題等を支援者と共有できるよう、情報発信できる機会を設ける。 
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⑥精神医療の役割 

 精神障がい者のある方が地域で安心して自分らしい暮らしを送るためには、医療の適切な介入及び

継続的な関わりが不可欠である。コロナ後の動向を注視し、医療にスムーズにつながるために地域で

取り組めることを検討する。 

⑦障がい福祉サービス等の利用と社会参加（就労等）の促進 

当事者の社会参加に関して、相談支援事業所では、ピアサポーター養成の必要性を感じているが、

人員不足のため検討できない・養成講座の機会の少なさから受講が困難といった状況がある。当所で

は今後もピアサポーターについての周知の機会や、把握した研修会の案内を行う等普及啓発に努める。 

 市町の自立支援協議会では、関係機関の業務紹介を行う等、他機関への社会資源の情報共有を行わ

れている。しかし当事者の中には社会資源を使っていない方も多く、社会資源情報を得る機会が必要

である。今後も引き続き、管内の精神保健に関する社会資源情報誌「こころの健康づくり 社会資源

名簿～京築版～」を改訂し、関係機関や相談者に配布することで、管内の社会資源を周知する。 

個別ケースでは、就労継続支援利用予定者の事業所見学に同席する等、地域支援者と共に就労への

繋ぎの役割を担い、社会参加に向けた支援を行っている。今後も引き続き個別支援を行い、障害福祉

サービスの利用や社会参加を促進する。 

 

３．京築保健福祉環境事務所社会資源名簿の改定（別添参照） 

 管内の精神保健に関する社会資源名簿「こころの健康づくり 社会資源情報誌 ～京築版～」を毎年

改定し、関係機関に配布している。 

作成した情報誌は、管内の市町や医療機関、相談支援事業所、就労に関する機関、発達やひきこも

りに関する機関、生活困窮者相談支援事業所、児童相談所、教育機関、薬剤師会、警察の計 359か所

に配布した（配布は令和５年４月に実施）。 
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～京築版～ 

電話番号 FAX

0930-23-2966 0930-23-4880

名　　　　称

福岡県京築保健福祉環境事務所
健康増進課　精神保健係

所　　在　　地

行橋市中央1丁目2-1

◇こころの健康相談◇ 

保健所では、こころの健康や精神保健・医療・福祉に
関する相談を行っています。 
ひとりで悩まずに相談してみませんか。 
精神科医師（予約制）や保健師が対応します。 

・保健師による相談 
平日 8 時 30 分～17 時 15 分 

 ・精神科医師による相談（予約制）  
行橋会場 ： 原則 毎月第２水曜日 13:30～ 

   豊前会場 ： 原則 毎月第１月曜日 14:00～ 
 ・思春期相談（予約制）    

行橋会場 ： 原則 毎月第３水曜日 13:30～  

※祝日等で週が異なることがあります。 

名　　称 所　在　地 電話番号

行橋市役所
福祉
健康

地域福祉課　障がい者支援室 行橋市中央1-1-1 0930-25-1111

豊前市役所　
福祉
健康

福祉課　障害者福祉係 豊前市大字吉木955 0979-82-1111

福祉
福祉課
障がい者福祉担当

093-434-1039

健康 子育て・健康課　健康サポート担当 093-588-1235

みやこ町役場
福祉
健康

子育て・健康支援課　障がい者支援係 京都郡みやこ町勝山上田960 0930-32-2725

吉富町役場 福祉 福祉保険課　福祉保険係 築上郡吉富町大字広津226-1 0979-24-1123

吉富あいあいセンター
（保健センター）

健康 子育て健康課　健康係 築上郡吉富町大字広津342 0979-23-9900

上毛町役場
福祉
健康

長寿福祉課　福祉医療係 築上郡上毛町大字垂水1321-1 0979-72-3188

福祉 保険福祉課　障がい者支援係

健康 子育て・健康支援課　健康づくり係
0930-56-0300

担　当　課

苅田町役場　 京都郡苅田町富久町1-19-1　

築上町役場 築上郡築上町大字椎田891-2

    

【作成】 福岡県京築保健福祉環境事務所 健康増進課 精神保健係 （令和 5 年 ３月改定） 

 

こころの健康づくり 

社会資源情報誌 

【京築地区】 

行橋市、豊前市、苅田町、みやこ町、

吉富町、上毛町、築上町 

保 健 所 

市 町 
（福祉）自立支援医療（精神通院医療）、精神障害者保健福祉手帳、障害福祉サービスなどの申請窓口です。 

（健康）こころの健康に関する相談窓口です。  
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病院・診療所 

 

※記載内容は法改正や事業所によって変更になることがありますので、事前に事業所にお問い合わせください。 

名 　　称

福岡県認知症医療センター
(行橋記念病院内)

電話番号

0930-25-2184

名 　　称

産業医科大学病院

所　在　地

北九州市八幡西区医生ケ丘1番1号

電話番号

093-603-1611

名   称 所　在　地 電話番号 備考

行橋記念病院 行橋市北泉3-11-1 0930-25-2000 休診日：土日祝日、お盆、年末年始

行橋厚生病院 行橋市大野井640 0930-23-1230 休診日：土曜（午後）、日祝日

大川病院 豊前市大字四郎丸281 0979-82-2203
休診日：水曜（第1.3.5週）、
　　　　土曜（午後）、日祝日

豊前病院 豊前市久路土1545 0979-82-2309 休診日：土日祝日

さくら心のケアクリニック 豊前市赤熊1359番3 0979-64-8633 休診日：土日祝日、お盆、年末年始

谷クリニック 苅田町京町1-11-5-2F 093-436-2867 休診日：木、土曜（午後）、日祝日

喜之道クリニック 吉富町広津291-1 0979-22-2411 休診日：月、土日祝日、お盆、年末年始

こうげクリニック 上毛町東下1584 0979-72-2028 心療内科・精神科：月曜日のみ診察

名　　称 所　在　地 電話番号

行橋記念病院訪問看護ステーション 行橋市北泉3-9-1 0930-23-8111

あざみ訪問看護ステーション 行橋市大野井６40 0930-23-80８3

ゆくはし訪問看護ステーション 行橋市南泉3-5-1 0930-23-4541

訪問看護ステーションかがやき 行橋市南泉2-5-16 0930-55-1188

リハビリ訪問看護ステーションりふる 行橋市道場寺1589-1 0930-26-1167

訪問看護ステーション　心の駅 行橋市流末1277番地3 0930-26-3629

ケアフル訪問看護リハビリステーション 行橋市神田町6-29 0930-25-5672

いちご訪問看護 行橋市中央1丁目7-41 0930-26-0055

ひと息の村　訪問看護ステーション 行橋市行事7丁目25-3 0930-22-3332

訪問看護ステーション　リリー 行橋市宮市町3-2-301 0930-25-2328

訪問看護　りばてぃ 行橋市金屋851-1　SKメゾンⅡ　G号 0930-55-6233

訪問看護ステーション　のぶなが 行橋市延永208 0930-55-0240

訪問看護サービス　すまいる 行橋市前田292-8 0930-55-2424

はーとふる訪問看護ステーション 京都郡苅田町若久町2丁目18-3 093-434-1070

訪問看護ひかり 京都郡苅田町若久町2丁目1-9 093-953-7718

ラシック訪問看護ステーション 京都郡苅田町与原3丁目5-5 0930-55-2220

みやこ訪問看護ステーション 京都郡みやこ町国作608番地3 0930-55-6519

訪問看護ステーションほうらい 豊前市四郎丸1960番地3 0979-53-6161

訪問看護ステーションひびき 築上郡上毛町西友枝1938-1 0979-64-7853

   

認知症に関する相談 

訪問看護ステーション 

 

高次脳機能障がい支援拠点機関 

主治医の指示のもと、看護師等の専門職が訪問し、療養の支援を行います。 

要予約制です。初診の方は、事前にお電話でご相談ください。 
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名　　称 所　在　地 電話番号 市町村からの委託

行橋市障がい者等基幹相談支援センター 行橋市大字中津熊501　ウィズゆくはし１F 0930-25-5534 行橋市

精神 身体 知的 児童

相談支援事業所　共生の里 行橋市泉中央6-11-15 0930-28-9388 ○ ○ ○ 行橋市

相談支援センター　アイシル 行橋市南泉4-11-4 0930-55-2183 ○ ○ ○ ○ 苅田町

行橋市社会福祉協議会

相談支援センターふれあい
行橋市大字下崎字皆尻1235番地 0930-23-3161 ○ ○ ○ ○

障がい者相談センター　さくら 行橋市西宮市2-20-22 0930-55-6868 〇 ○ ○ ○

相談支援センターせかんど 行橋市南泉1-21-12 0930-25-7354 ○ ○ ○ ○

相談支援事業所　らしく 行橋市道場寺1589-1 0930-26-1187 ○

相談支援事業所　めばえ 行橋市大橋1丁目1-20 0930-55-0330 ○ ○ ○ ○

ゆうりずむ 行橋市大字下崎字大向1207番地 0930-26-3338 ○ ○

指定相談支援事業所　リンク 行橋市南泉1-21-10 0930-26-2657 ○

苅田町社協

障害者相談支援センター　そら
京都郡苅田町幸町6-91 093-434-3641 ○ ○ ○ 苅田町

相談支援事業所まごころ 京都郡苅田町大字稲光1225 0930-25-7732 ○ ○ ○ ○ 苅田町

相談支援事業所　榮荘ハウス 京都郡苅田町大字二崎70 0930-25-1072 ○ ○

そうだんしえんcottoｎ 京都郡苅田町下片島420-2 0930-55-6645 ○ ○ ○ ○

相談支援事業所　ぺんぎん教室 京都郡苅田町幸町6-91 093-434-5110 ○

相談支援センター　心音
京都郡苅田町神田町1-22-7
シーポート09　104号

093-482-2448 ○ ○ ○

相談支援事業所　さいがわ 京都郡みやこ町犀川大坂1194-9 0930-42-2496 ○ ○

みやこ町社協障がい者相談支援事業所 京都郡みやこ町犀川古川50番地 0930-42-1000 ○ ○ ○ ○ みやこ町

相談支援センター　錦陵の苑 京都郡みやこ町節丸930番地 0930-33-2940 ○ ○ ○ ○ みやこ町

相談支援センター　こすもす 京都郡みやこ町上原1011番地4 0930-33-5571 ○ ○ ○ ○

相談支援センター　みらい 豊前市大字久路土1491-１ 0979-33-8350 ○ ○ ○ ○ ○
豊前市
上毛町

吉富町

地域生活支援センター　すおう 豊前市大字塔田589-1 0979-64-6105 ○ ○ ○ ○ ○

恵光園　ハイジ 豊前市大字荒堀37-12 0979-82-4478 ○ ○ ○ ○ ○

豊前市障害者地域生活支援センター

「すずの家」
豊前市大字荒堀523-1 0979-83-1139 ○ ○ ○ ○ ○ 豊前市

豊前アニマノ相談支援事業所 豊前市大字才尾450-3 0979-84-1171 ○ ○

障害者相談支援センター　芽吹き
築上郡吉富町広津385-7
寄宿舎幸の蔵

080-5270-7061 ○ ○ ○ ○

指定特定相談支援事業所

ひとつのP-run
築上郡吉富町大字土屋141-1 0979-53-9395 ○ ○ ○

相談支援センター　つきのわ 築上郡上毛町上唐原1284-1 0979-53-8766 ○ ○ ○ ○ ○ 上毛町

指定相談支援事業所「てのひら」 築上郡築上町小山田2390-3 0930-53-1122 ○ ○ ○ ○ ○ 築上町

相談支援センター　きずな 築上郡築上町小山田2058-20 0930-52-3007 ○ ○ ○ ○

相談支援センター　空の窓 築上郡築上町上ノ河内1033-1 0930-56-4850 ○ ○ ○ ○ ○

市町村から
の委託

名　　　称 所　　在　　地 電話番号
計画相談 地域移行・

地域定着

  

障がいのある方が自立した生活を送ることができるよう、福祉に関する各種の相談に応じます。 

 （計画相談）福祉サービス利用のための「サービス等利用計画」を作成し、連絡調整を行います。 

（地域移行支援）施設・病院から地域生活に移行するための相談や必要な支援を行います。 

（地域定着支援）単身で生活している障がい者を対象に常時連絡体制を確保し、緊急時に必要な支援を行います。 

（市町村からの委託）市町村が実施する障害者相談支援事業を事業所へ委託し、相談に応じます。 

 

 

相談支援事業所 

基幹相談支援センター 
地域の相談支援の拠点として総合的な相談業務等を実施します。 

（市町村からの委託）市町村が実施する障害者相談支援事業を事業所へ委託し、相談に応じます。 
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（就労移行支援）一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。 

（就労定着支援）一般就労に移行した人に、就労に伴う生活面の課題に対応するための支援を行います。 

（就労継続支援 A 型）一般企業等での就労が困難な人に、雇用して就労の機会を提供するとともに、能力等の向上のために必要な訓練を行います。 

（就労継続支援 B 型）一般企業等での就労が困難な人に、就労する機会を提供するとともに、能力等の向上のために必要な訓練を行います。 

（自立訓練（生活訓練））自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定期間、生活能力の維持、向上のために必要な支援、訓練を行います。 

就労移行支援・就労定着支援・就労継続支援（A 型/B 型）・自立訓練（生活訓練）【行橋市、京都郡】 

 

名　　　称 所　　在　　地 電話番号
就労移

行支援

就労定

着支援

就労継

続支援

Ａ型

就労継

続支援

Ｂ型

自立

訓練

就労支援センター　アシスト 行橋市大字延永208 0930-24-6066 　 ○ 　 　

夢活動センター行橋 行橋市大橋3-9-10 共生の里行橋ビル 0930-24-8866 　 　 ○ 　

光センター 行橋市沓尾590-5 0930-25-8868 　 　 ○ 　

就労支援センター　ガイド 行橋市大字道場寺1323-51 0930-55-6612 　 ○ 　 　

じょぶトレーニング行橋 行橋市西宮市2-20-22 0930-55-6868 ○ 　 　 ○

愛和社会復帰センター 行橋市南泉2-28-1 0930-25-6623 ○

サポートセンターあいわ 行橋市南泉2-50-1 0930-55-2202 ○ ○ 　 ○

わーく・いずみ 行橋市南泉4-11-6 0930-24-1584 　 　 ○ 　

みやこの杜 行橋市大字大野井355-1 0930-26-0303 　 ○ 　 　

就労支援センター希京 行橋市大字宝山890-1 0930-24-1886 　 ○ 　 　

ハッピーライフ　行橋作業所 行橋市大字延永90-1 0930-25-2246 　 ○ ○ 　

ワークセンター　どりーむ 行橋市大字徳永701-1 0930-25-6012 　 　 ○ 　

どんぐり 行橋市大字高来19-1 0930-25-2923 　 　 ○ 　

azuｌ 行橋市高瀬64-1 0930-28-8909 ○

ハッピーライフ　大橋作業所 行橋市東大橋4-1679-1 0930-26-0732 ○

ゆくはし第２ふれあいの家 行橋市大字下崎1235番地 0930-23-3161 ○

作業所　大和 行橋市南泉1-21-12 0930-25-7354 ○

夢活動センター秋桜 行橋市神田町9-8 0930-55-2744 ○

ハッピーライフ　苅田作業所 京都郡苅田町大字鋤崎479-1 0930-28-8861 ○

多機能型就労支援事業所
ハッピーライフサポートセンター

京都郡苅田町大字稲光261 0930-25-0732 ○ ○ 　

多機能型事業所　くすの木作業所 京都郡苅田町尾倉4-1-7 093-435-3231 　 　 ○ 　

就労継続支援事業所　こらぼっくる 京都郡苅田町新津２-９-１７ 0930-26-1158 ○

夢活動センター苅田 京都郡苅田町富久町1-27-13 093-383-0075 ○

就労支援センターこころ
京都郡苅田町神田町1-22-7
シーポート09,104

093-482-2448 ○

これくとワーク 京都郡苅田町大字新津1598-8 0930-24-8881 ○

障がい者地域サポートセンター京の郷 京都郡みやこ町犀川本庄180-1 0930-55-0923 ○

シーズ 京都郡みやこ町豊津699 0930-28-9421 ○

風和里くらぶ 京都郡みやこ町豊津516-1 0930-25-3940 ○

ワークセンター　ほーぷ 京都郡みやこ町勝山黒田１６９０-３ 0930-25-6012 ○

こすもす園・京都 京都郡みやこ町上原 1011-４ 0930-33-5571 ○

勝山学園 京都郡みやこ町勝山宮原418 0930-32-4420 ○

工房　うらら 京都郡みやこ町国作1123-23 0930-33-3710 ○

就労支援事業所　クローバー 京都郡みやこ町勝山黒田字深沼607-3 0930-55-0357 ○
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名　　称 所　在　地 電話番号 型

地域活動支援センター美夜古 行橋市大字宝山600-4 0930-22-1029 Ⅲ型

地域活動支援センター山びこ 豊前市薬師寺593-1 0979-82-0693 Ⅲ型

地域活動支援センターあぐり 豊前市大字八屋2278-2 0979-82-8713 Ⅲ型

名　　称 所　在　地 電話番号

育誠寮 京都郡苅田町大字新津1598-8 0930-24-8881

名　　称 所　在　地 電話番号

無料低額宿泊所 心の駅行橋 行橋市大字流末1277番地3 0930-26-3634

名　　　称 所　　在　　地 電話番号
就労移
行支援

就労定
着支援

就労継

続支援
Ａ型

就労継

続支援
Ｂ型

自立
訓練

多機能型施設あごら 豊前市大字八屋1801-1 0979-83-1612 ○

多機能型事業所　第二周防学園 豊前市大字川内3724-5 0979-82-1331 ○ ○ 　 ○ ○

ＬｉｆｅＲｏａｄ 豊前市大字皆毛134-1 0979-53-9370 　 ○ 　 　

障がい者就労支援施設　みらい 豊前市大字久路土1491-3 0979-83-0352 　 　 ○ 　

ワークセンター栃 豊前市大字大西1120 0979-82-0885 ○

きのこセンター翼 豊前市大字青畑415 0979-53-9591 　 ○ 　 　

森の学校 豊前市大字下河内658 0979-84-8155 　 　 ○ 　

ハミングバード 豊前市川内2344-３ 0979-64-9661 ○

障がい福祉サービス事業所　ゆるり 築上郡吉富町大字幸子392-4 0979-64-8916 　 　 ○ 　

通所工房Ｉ‐ＴＥＭ 築上郡吉富町大字土屋141-1 0979-53-9395 ○ 　

就労継続支援事業所　幸い 築上郡吉富町広津368番地8 070-7645-2515 ○ ○

就労移行支援事業所　みのる 築上郡吉富町広津291番地1 080-2727-8935 ○

村のぱん屋・ＳＵＮ 築上郡上毛町大字安雲1-1 0979-72-1615 　 ○ 　 　

ソーシャルサポート　Tsukinowa 築上郡上毛町上唐原1284-3 0979-53-9851 ○ 　 ○ ○

東上きのこ苑 築上郡上毛町大字東上2782 0979-72-3361 　 ○ 　 　

おりーぶ 築上郡上毛町土佐井792-2 0979-64-6432 〇

ワークランド・こすもす 築上郡築上町大字小山田2382-1 0930-53-1022 ○ ○ 　 ○ 　

就労継続支援施設のぞみ 築上郡築上町坂本402-1 0930-56-5236 　 ○ 　 　

とび梅学園 築上郡築上町越路474-1 0930-56-3870 ○ 　 ○ 　

就労支援センター出逢い 築上郡築上町築城304番地3 0930-52-0018 ○ 　

多機能型事業所奏 築上郡築上町築城659-1 0930-52-1112 ○ ○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動支援センター（日中活動の場） 
Ⅲ型：通所による創作的な活動や生産活動、社会との 

交流促進など多彩な活動の場を提供します。 

就労移行支援・就労定着支援・就労継続支援（A 型/B 型）・自立訓練（生活訓練）【豊前市・築上郡】 

 

宿泊型自立訓練 地域移行に向けて一定期間、居住の場を提供して帰宅後における生活能力等の維持・向上のための訓練等を行います。 

日常生活支援住居施設 単独では居宅での生活が困難な状態である方に対し、状態に応じた自立した生活を送ることができるよう支援します。 

自立支援施設ほか福祉保健医療関連情報を提供するインターネットサイトがあります。 

「WAMNET（ワムネット）」、「独立行政法人 福祉医療機構 wam」、「wamnet」、「ワム」等で検索してください。 
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名　　　称 所　在　地 電話番号 内容
【発達障がい者支援拠点病院】

九州大学病院
（子どものこころ診療部）
※対象：福岡県全域

【発達障がい児療育等支援事業所
（医療連携型）】

行橋記念病院

【発達障がい者支援センター】

福岡県発達障がい者支援
センター（北九州地域）

※対象：京築地域・中間市・遠賀郡

【福岡県障がい児等療育支援事業所】
豊前市大字荒堀37-12 0979-82-2676

障がい児（者）のライフステージに応じた療育指導、相談等
を行い、障がい児（者）及びその保護者の地域における生活
を支援しています。

医学的知見に基づき、発達障がい児（者）のライフステージ
に応じた療育指導、相談等を行い、発達障がい児（者）及び
その保護者の地域における生活を支援しています。

行橋市北泉3-11-1 0930-25-2000

北九州市小倉南区
春ヶ丘10-2

093-922-5523

発達障がいに関する相談、発達支援、就労支援に加えて、発
達障がいの正しい理解や適切な支援方法を広めていくため、
行政・学校・企業等に対して研修や講師派遣を行い、発達障
がい児（者）やその保護者、発達障がいに関わる支援者・関
係機関をサポートします。

恵光園　ハイジ

医学的専門性を活かし、県内の医師や関係機関に対する発達
障がいの症例に関する医学的支援、診療に関わる医師の育成
及びネットワークの構築、支援者に対する講習会及び研修会
の監修を行っています。

福岡市東区馬出
3丁目1-1

092-642-5624

名　　称 所　在　地 電話番号

自立生活援助事業所　共生の里 行橋市泉中央6-11-15 080-4314-2744

名　　称 所　在　地 電話番号 備　　　考

グッドライフ 行橋市大字延永78-1 0930-23-2180

NEXTグッドライフ 行橋市大字延永78-1 0930-26-0251

グループホームわかば 行橋市大字大野井657-15 0930-22-1751

グループホーム　なが居 行橋市南泉1-31-14 0930-28-9990

愛和社会復帰センター
グループホーム

行橋市南泉2-28-1 0930-25-6623 本館・新館

グループホーム　共生の里 行橋市南泉2-28-3 0930-25-3958
春風ホーム・第１ホーム・そよかぜホーム・
豊津ホーム・苅田ホーム

泉　荘 行橋市南泉4-11-6 0930-24-1584
本館・新館・さつき・あかり・みどり・
さくら・すみれ・わかば・つくし・かえで

グループホーム　榮荘ハウス 行橋市東大橋2-19-24 0930-26-1072 １号館・２号館・3号館・5号館

憩いの郷　行橋 行橋市大字延永208 0930-55-2288

ケアホーム　叶芽・武蔵 行橋市南泉1-21-11 0930-25-7354

いなみつ 京都郡苅田町大字稲光1442 0930-22-8681
もみじ・すみれ庵・ほおずき・うぐいす・
グリーンルームＡ,Ｂ・グレープ・グレープⅡ

グループホーム　さいがわ 京都郡みやこ町犀川大坂546-1 0930-42-1233 １号館・２号館

グループホーム　うらら風 京都郡みやこ町田中515 0930-33-3710

こすもすの里 京都郡みやこ町豊津1371-9 0930-33-6004 こすもすの里・第２こすもすの里

かつやまの里 京都郡みやこ町勝山松田912-110 0930-32-4420 グリーンハウス・ドリームハウス

共同生活ホーム　あすなろ荘 豊前市大字久路土1491-1 0979-83-0357

ゆずりは荘 豊前市大字久路土1487-1 0979-82-3250

ラポールすおう 豊前市大字塔田589-1 0979-82-1305 ラポールⅠ・ラポールⅡ・のぞみ・せせらぎ

恵光園グループホーム 豊前市大字荒堀36-18 0979-82-2676
大西・シャムロック1番館・
シャムロック2番館・シャムロック3番館

あごらんち 豊前市八屋1801-1 0979-83-1613

グループホームB－RooK（弐番館） 築上郡吉富町大字土屋149-8 0979-53-9395

グループホームうぐいす 築上郡上毛町大字下唐原2060-15 0979-84-8088

共同生活介護事業所「こすもす」 築上郡築上町大字下香楽103-13 0930-52-2100 豊・楠

ペット共生型（介護包括）障がい者
グループホーム　わおん

築上郡築上町坂本81-7 0930-26-5030

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

住まいの場（グループホーム） 夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。 

発達障がい支援機関（福岡県委託） 

 

自立生活援助 障がいのある方で、地域で一人暮らしをする方に対し、地域で自立した日常生活を送るための支援を行います。 
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就 労 相 談 

児童発達相談機関等 

名　　　称 所　在　地 電話番号

行橋京都児童発達相談センター　ポルト
 ※対象：行橋市・京都郡在住 の18歳までの児童

行橋市東大橋2-9-1 0930-25-7720

子ども総合センター行橋 行橋市大字道場寺1730-1 0930-25-5343

恵光園こどもの家 豊前市大西1188-11 0979-82-4473

ひきこもり・不登校等相談窓口・自助グループ 

名　　　称 所　在　地 電話番号

福岡県立大学　不登校・ひきこもりサポートセンター
　　　　　　　　　　　　　　※小学生～高校生

田川市伊田4395
相談専用
      0947-42-1346

ひきこもり地域支援センター　※おおむね18歳以上
春日市原町3丁目1-7
福岡県精神保健福祉センター内

専用電話
      092-582-7530

ひきこもり地域支援センター
筑豊サテライトオフィス　　   ※おおむね18歳以上

田川市猪国2559
いいかねPalette内

0947-45-1155

フリースクール風の里　　　   ※青少年の自立支援 行橋市行事5-8-10 090-9409-5652

名　　称 所　在　地 電話番号 内　　容

障害者就業・生活支援
センター「エール」

行橋市南泉3丁目1-5 0930-25-7511
ニーズや課題に応じて、職業準備訓練や職場実習への
あっせん、求職活動への同行、生活面の支援など様々
な相談に応じます。

行橋公共職業安定所
ハローワーク行橋

行橋市西宮市5-2-47 0930-25-8609

ハローワーク行橋
豊前出張所

豊前市八屋322-70 0979-82-8609

福岡県若者就職支援センター
北九州ブランチ

北九州市小倉北区浅野3-8-1
AIMビル２階 若者ワークプラザ内

093-531-4510 若年者の就労支援（おおむね39歳まで）

北九州若者サポートステーション
行橋サテライト（要予約）
（第2・第３・第４金曜日10:00～17:00）

行橋市中央1丁目1-1
行橋市役所内

093-512-1871

北九州若者サポートステーション
豊前サテライト（要予約）
（第２・第４火曜日10:00～17:00）

豊前市大字吉木955番地
豊前市総合福祉センター内

093-512-1871

求職登録を行い、具体的な就職活動の方法などの相談
や指導を行います。専門的な支援が必要な方には、地
域障害者職業センターを紹介します。

就労についての悩みを抱えている若年者を対象に職業
的自立など将来に向けた支援（15歳～４9歳まで）

名　　　称 問い合わせ 内　　　容

けいちくトイロ keichiku.futoko@gmail.com
不登校の子どもの保護者が出会い、本音で語り合い、支え合う場。

毎月１回オンラインまたは対面で「保護者おしゃべり会」を開催しています。

名　　称 対応時間 電話番号 備　　考

月曜日 090-1366-7498

火曜日 080-2750-0646

水曜日（第４水曜日） 0940-33-2731

水曜日（第４以外）、木曜日 080-3986-1980

金曜日、土日祝日 080-1729-1955

24時間365日対応 　092-592-0783

平   日：16:00～翌日9:00
土日祝：24時間

　0120-020-767

北九州いのちの電話 24時間365日対応 　093-653-4343

いのちの電話インターネット相談 メールでの相談を受け付けます

心の健康相談電話     月～金 （9:00～12:00・13:00～16:00） 　092-582-7400 ※祝日・年末・年始を除く

夜間・休日精神科相談ダイヤル
夜間：17:00～翌日8:00
休日：  8:00～17:00

050-3777-9824

地域で生活する精神障がいのある方及び
その家族の方の日常生活におけるストレ
スや不安感の解消を図るための夜間休日
相談窓口です。

生きるのが辛いと感じている方、
家族や友人が心配な方の相談を受け付け
ます。

ふくおか自殺予防ホットライン　　　

https://netsoudan.inochinodenwa.org

当事者・家族電話相談
（福岡県委託事業）

「心の相談電話」

　 相談時間：13：00～16：00
　 土日祝日：  8：00～16：00
 ※曜日によって電話番号が異なります。

【対象者】
　心の病のある方、そのご家族

【お問い合わせ】
 （公社）福岡県精神保健福祉会連合会
　　　　  092-292-0560

電 話 相 談 
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社会福祉協議会 

名　　称 担当課 所　在　地 電話番号

行橋市福祉事務所 生活支援課 行橋市中央1-1-1 0930-25-1111

豊前市福祉事務所 福祉課　保護係 豊前市大字吉木955 0979-82-1111

保護第1課第１係 0930-23-3025

保護第1課第２係 0930-23-3176

保護第２課 0930-23-3163

福岡県
京築保健福祉環境事務所

行橋市中央1-2-1

名　　称 所　在　地 電話番号

行橋市社会福祉協議会 行橋市中津熊501　ウィズゆくはし内 0930-23-1111

豊前市社会福祉協議会 豊前市大字吉木955　総合福祉センター内 0979-82-3391

苅田町社会福祉協議会　 京都郡苅田町幸町6番91　パンジープラザ内 093-434-3641

みやこ町社会福祉協議会
京都郡みやこ町犀川古川50番地
みやこ町コミュニティセンターいこいの里内

0930-42-1000

吉富町社会福祉協議会
築上郡吉富町大字広津641-1
吉富町住民福祉センターひだまり内

0979-23-5400

上毛町社会福祉協議会 築上郡上毛町大字八ツ並143番地1　げんきの杜内 0979-72-2900

築上町社会福祉協議会 築上郡築上町大字椎田861番地1 0930-56-2223

名　　称 所　在　地 電話番号

ゆくはし生活相談センター（行橋市委託）
行橋市大字中津熊501
ウィズゆくはし１F

0930-55-6665

豊前市生活困窮者自立相談支援センター（豊前市委託）
豊前市大字吉木955
（豊前市社会福祉協議会内）

0979-82-3391

くらし・しごと・家計困りごと相談室（京都郡・築上郡委託）
行橋市宮市町2－8
 へブンリービル1階

0930-26-7705

ボランティア　　　虹

（お問い合わせ先）

　京築保健福祉環境事務所
　　　　0930-23-2966

コスモス家族会
（お問い合わせ先）

0930-23-2966

定例会　　偶数月　第4金曜日

会場：京築保健福祉環境事務所

お住まい 名　　称 所　在　地 電話番号

行橋市
苅田町
みやこ町

行橋・京都成年後見センター　おれんじ 行橋市大字中津熊501　ウィズゆくはし内 0930-26-8910

豊前市役所  健康長寿推進課  介護保険係 0979-82－8114

豊前市役所  福祉課  障害者福祉係 0979-82－8194

吉富町 吉富町社会福祉協議会
築上郡吉富町大字広津641-1
吉富町住民福祉センターひだまり内

0979-23-5400

上毛町 上毛町役場　長寿福祉課　福祉医療係 築上郡上毛町大字垂水1321-1 0979-72-3188

築上町 築上町役場 保険福祉課 地域包括支援係
築上郡築上町大字築城1096番地
築城支所1階  築上町地域包括支援センター

0930-53-4031

豊前市 豊前市大字吉木955

電話番号

AA(アルコホーリクス・アノニマス） 099-248-0057

福岡県断酒連合会 090-9657-2025

福岡県断酒協議会 093-472-5218

アラノン家族グループ 03-5483-3313

行橋断酒友の会

ギャンブル
依存症

ＧＡなかつ

（お問い合わせ先）

京築保健福祉環境事務所

0930-23-2966

アルコール
依存症

名  　　 称

  

自助グループ 

ボランティア 

家族会 

福祉事務所 生活保護担当課 

生活困窮者自立相談支援事業所 生活が困窮している方からの相談に、早期かつ包括的に応ずる相談窓口です。 

当事者や家族が集まり、交流会などを通して 

悩みに対処する力を得ていくことを目的としています。 

障がいのある方等の在宅生活を支援するために、さまざまな福祉サービス等を行います。 

成年後見制度相談窓口 成年後見制度についての相談支援を行います。 
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編 集 福岡県筑紫保健福祉環境事務所

福岡県粕屋保健福祉事務所

福岡県糸島保健福祉事務所

福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所

福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所

福岡県田川保健福祉事務所

福岡県北筑後保健福祉環境事務所

福岡県南筑後保健福祉環境事務所

福岡県京築保健福祉環境事務所

福岡県精神保健福祉センター
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